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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　みやま零
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Life...


Lost Life.







　あとがき






　ああ、そうだ。──人間だよ、俺は。






　Life.0







　学園祭が終わってすぐのことだった。


　その話を持ちかけられたとき、俺──アザゼルは生しよう涯がいでもそうないであろう間の抜ぬけた顔を出してしまった。


「……そいつは本気なのか、ヴァーリ？」


　ヴァーリから俺宛あてにプライベートな回線が開かれた。


　通信用の小型魔ま方ほう陣じんを介かいして奴やつの元気そうな顔が見える。


『ああ、彼──いまは彼女か。彼女はそれを望んでいてね。俺としても興味があるので便べん宜ぎを図はかりたい』


　それはヴァーリからのとんでもない提案だった。正直、勢力図が塗ぬり替かえられてもおかしくないほどの報告だ。


「……おまえのことだ。それだけじゃないんじゃないか？」


　俺の言葉にヴァーリは苦く笑しようする。


『相変わらず鋭するどい。ゆえに他の勢力からも疎うとまれ始めているわけか』


「余計なお世話だ」


『その「余計なお世話」を振ふりまきすぎて「何かを企たくらんでいるのではないか？」と思う者も少なくないと聞くが？』


　……まあ、俺は各勢力の上層部には疎まれているだろう。「堕だ天てん使しの総そう督とく」って肩かた書がきだけで胡う散さん臭くさい上に、そいつが「和平」「和議」を謳うたいだしたわけだからな。


　あげくお節せつ介かい、か。……イッセーにも言われたっけな。


「……性しよう分ぶんだ。それで背中を狙ねらわれるのなら、それはそれで受け入れるさ」


　嘆たん息そくしながら俺がそう言う。ヴァーリも呆あきれたような表情をしたあと、ふいにつぶやいた。


『……彼女を狙う者がいてね』


「そりゃな。当然だろう。それこそ星の数だ。だが、滅めつすることが叶かなわないからどいつも歯がゆい思いをしているんだがな」


『それはそうなんだが、身内から出そうでね。いや、そろそろ仕し掛かけてくるかな』


　……なるほどな。だいたいは読める。俺の脳のう裏りにあの槍やりを持った若造が過よぎった。


「──いぶり出す気か？」


『俺の敵てきかどうか、ハッキリさせるだけさ』


　大だい胆たん不敵に言ってくれる。けどよ、「俺の味方」ってオチは望んでいないんだろう？


『まあ、敵だろうさ。──ケリをつけるには頃ころ合あいか』


　最高に楽しそうな笑えみを浮うかべるヴァーリ。


　ほらな。こいつはやっぱり、どうしようもないバトルマニアだ。




　Life.1　勉強と発情期？







　その朝も俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいの一日は寝ね床どこでの一戦から始まった。


　目を覚ますと、俺のベッド近くでにらみ合う部長……じゃなくて、リ、リアスと朱あけ乃のさんの姿が飛び込んできたんだ。お二人ともすでに制服姿だった。


　どうやら、俺を起こすための目覚めのキスを巡めぐってけん制し合っているようだった。


　──と、リ、リアスのほうがフッと余よ裕ゆうの笑みを浮かべた。


「私のイッセーに朝のキスだなんて！　……と、言いたいところだけれど、昨夜はたっぷりと甘えさせてもらったから許してあげる」


「あら、それはけっこうなことですわね。イッセーくんったら、さっそくすごいことをしていたのね？」


　などと、朱乃さんは口元に手を当てながら興味深そうに訊きいてくるが……。


　い、いや、別にそこまでエッチなことをしたわけでもなくて……。アーシアもいたわけですし。……寝る前にキスして、密着しながら寝ただけです！


『え？　普ふ段だん通りじゃん？』って？　いやいや、リアスに告白してからのそれですよ？　気持ちが高ぶっちゃって、逆に気き恥はずかしくなってすごいドキドキ感でしたよ！


　俺はこのヒトのことが好きで、このヒトも俺のことが好きで……それがお互たがいわかっている状態のキスと抱だっこは凄すさまじい破は壊かい力があるんですよ！


　しかも部ちょ……、いや、リアスったら、すごい甘えてきてさ！　お姉さまの、主の風体を取っ払ぱらった彼女の破壊力たるや……っ！


『イッセーがキスしてくれないと寝られないの……。ね？　お願い。キスして』とか『やさしく抱きしめて。イッセー、大好き』って艶つやっぽい甘え声で同い年の女の子のように！


　寝る前はそのような状態なのですよぉぉぉおおおおおおおっ！　もう、たまらん！　思いだしただけでも鼻の下が伸のびる！　幸せすぎて本当にヤバいわ！　ああ、生きてて良かった！　魔王さま！　特に悪魔の駒イーヴイル・ピースを制作したアジュカ・ベルゼブブさま！　悪魔に転生できて本当に良かったです！　俺、これからも冥めい界かいのためにがんばりますっ！


　ちなみにいまだリアスのことを『リアス』と呼ぶのに迷うことがある。まあ、ずっと『部長』と呼んでいたから、間ま違ちがえやすいってのと……俺が単に名前で呼ぶのが恥ずかしいってだけなんだけどね！　呼びたくないわけじゃないんだ。むしろ、もっと呼びたい。せめて、ウチではリアスと気き兼がねなく呼ばせてもらいます。


　朱乃さんは若じやつ干かんつまらなそうに息を吐はいた。


「リアスったら、意外と冷静なのね。もっと嫉しつ妬との炎ほのおを燃やしてくれるものだと思っていたのだけれど……。ちょっと、反応がおもしろくないですわ」


「それはゴメンなさいね。けれど、彼は私のイッセーだから、それだけは揺ゆるがないわ」


　バアル戦前の不安定な彼女の姿はそこにはなく、自信たっぷりのいつもの調子だった。


「あらあら、正妻の余裕ってものを見せつけられてしまいましたわ」


　朱乃さんがそう言う。リアスは小さく笑むと俺の頰ほおにキスしてくれた。


「ご飯よ、下に下りてきなさい」


　──と、一言だけ残して退室していった。……朱乃さんに対して特に怒おこらずの様子だったよ。


「ああ、見えて、少し無理をしているところもあるのよ、彼女」


　朱乃さんがベッドに腰こしをおろしてつぶやいた。


「……無理？　ぶ、じゃなくて、リ、リアスに何かあったんですか？」


「実は先日のレーティングゲーム、最終戦であまり活かつ躍やくできなかったのがリアスにとって尾おを引く結果になってしまったようです」


　……サイラオーグさんとの一戦のことか。リアスは自律する神滅具ロンギヌス──『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』の獅し子しと戦い、致ち命めい傷しようを受けてしまった。


「……あなたの枷かせになってしまったのがとても許せないと、リアスはとても悩なやんでいるのです」


「……そ、そんな、あれは相手が悪すぎただけで……リ、リアスは弱いわけじゃないし、戦術面でもいろいろ前もって作戦を考えていましたし……」


「……戦術面では、同時期におこなわれたソーナ会長とアガレスの戦いのほうが注目されましたわ。あっちの旗取り合戦──スクランブル・フラッグは派手さや認にん知ち度こそ低かったものの、批評家から見れば隠かくれた名勝負として高い評価を得たそうです」


　そういや、最近出た冥界の雑誌でそちらも特集されてたな。もちろん、大きく報道されたのは俺たちとサイラオーグさんチームの一戦だけど、批評家らしき者が書いた記事では長々とシトリーＶＳアガレスに対するゲームの感想が高評価で掲けい載さいされていた。


「リアスとしてもこれから『王キング』として覚えることが多いでしょうけれど、まずはお兄さまの、サーゼクスさまからのアドバイスを聞いて、滅ほろびの力について本格的に研究し始めたそうですわよ」


　サーゼクスさまから滅びの力を？


「……修しゆ行ぎようとはまた違うんですか？」


「リアスとサーゼクスさまの滅びの力は同じ魔力でも性質──性格ともいうのかしら、それが違うのです。サーゼクスさまの力はテクニック、ウィザードタイプの究極と言われています。あれだけ絶大な消しよう滅めつ魔力を手足のように自在に操あやつるのですから、その技術は悪魔のなかでも一、二を争うとまで言われます。逆にリアスの力はウィザードタイプのパワー寄りだから、技術的なものよりも威い力りよくに恵めぐまれていると言えます。けれど……」


　朱乃さんは目を細めながら言う。


「決定打が不足している──簡単に言えば、『必殺技わざ』と呼べる一歩先に進んだ滅びの力が無いのよ」


　……リアスには必殺技がない？　で、でも！


「ただ、放つだけでも十分に威力があると思いますけど……。確かに、俺たちがよく遭そう遇ぐうする強つわ者ものが相手だとぶちょ……リ、リアスは必殺となる技を持ってもいいかもしれませんが……」


「それを模も索さくしているようですわよ。……私もバアル戦では情けない姿を見せてしまいましたし……」


　朱乃さんは沈しずんだ声でそう漏もらした。俺は首を横に振りながら言う。


「いえ、相手の『女王クイーン』は相当な手て練だれでした」


『穴ホール』を使うアバドン家の『女王クイーン』。若手上級悪魔の眷けん属ぞく『女王クイーン』のなかでもトップクラスの使い手と聞く。ライザーんところの『女王クイーン』やシトリー眷属の副会長よりも強いだろうな。『穴ホール』のなかで雷らい光こうを雷かみなりと光に分解できるなんて相当なやり手だって！


「イッセーくんは彼女を相手に一いつ瞬しゆんで勝負を決めてしまったけれど……」


「い、いや、それはそうですけど……」


　あのときはキレてトリアイナのコンボで撃げき破はしましたけど……。あれもあれでやりすぎたかなって反省する点もあるんだ。朱乃さんにトリアイナはギリギリまで使うなって言われてたのにモロに見せたわけだし……。


　仲間がやられて激情してしまった。これがいまの俺の弱点なのかな。もう少し冷静にならんと将来『王キング』になったときに不安が残るね。


　なんてことをガラにもなく考えていたら、朱乃さんが小さく笑った。


「……私のことは私が今後どうにかしないとダメね。──それはともかく、まだリアスのことを『リアス』って、ハッキリ呼べませんの？」


「え、えっと……。よ、呼べるときは呼んでますけど……。まだ慣れないというか、恥ずかしいというか！　呼びたくないわけじゃなくて、俺が恥ずかしいだけです！」


　本音です！　呼ぶのがとても恥ずかしくて……。本当は思いっきり呼びたくて仕方ないんだけどね！　リアス愛してるって！


　朱乃さんがクスクスと微笑ほほえんだ。


「まあ、それはご馳ち走そうさま。では、そろそろ私のことも『朱乃』って呼んでもらわないといけませんわね。それに思いを遂とげてすぐに浮うわ気きなんて、燃えると思わない？」


「う、う、う、う、浮気ですか!?」


　浮気にこだわる朱乃さん！　俺がリアスに告白する前から『浮気』にこだわっていたもんな。Ｓな朱乃さんのことだから、リアスを怒らせるのが楽しいのかもしれない。


「そう、私は浮気相手に立候補だって、以前から言っているでしょう？　本格的にイッセーくんと浮気したくて体がとても火ほ照てりますわ」


　朱乃さんは自身の体を手で官能的になぞっていく。組み直す太ももの白い柔やわ肌はだがまぶしすぎる……。その太ももの感かん触しよくをよく知っているもんだからさ。朱乃さんの体って手が沈み込んでいくほどにもっちもちですべすべで吸いついていくようなんだよな。


　朱乃さんが俺に顔を近づけてきて──鼻先にチュッとキスしてくれた。


「朝はこれで十分ですわ。うふふ、アーシアちゃんも来てしまったことですし」


　──っ！　な、なんですと!?　朱乃さんの言葉を聞いて部屋の扉とびらのほうに視線を移せば、そこにはアーシアがエプロン姿でご登場！


　笑え顔がおを浮かべたまま表情を凍こおらせていた！　アーシアァァァァァッ！　相変わらずのタイミングでございますな！


　アーシアはこの状じよう況きようを見るや否いなや俺の胸に飛びこんでくる！　涙なみだ目めで訴うつたえてきた。


「はぅぅっ！　朱乃さんに後おくれを取ってしまうなんて！　お目覚めのキスをしようと思っていたんです！」


　そうだったの!?　アーシアちゃんも最近大だい胆たんになってきて俺も驚おどろきですよ！　キスをおねだりすることが多くなってさ！　絶対にリアスや朱乃さんの影えい響きように違いないよ！


　と、今度はゼノヴィアまで姿を現す。


「どうした、アーシア？　ぬっ！　朱乃副部長が朝から猛もう攻こう撃げきをしているぞ！」


「なんですって!?　ウソ！　そういうのって朝っぱらからでもいいの!?」


　イリナも顔を覗のぞかせて驚いている様子だった！　おまえらまでいたのか!?　教会トリオは朝から元気だな！


　リアスに告白して少し経たつけど……、これからどうなるんだ俺……？　幸せを感じつつも、女子のパワフルな猛攻に戸と惑まどいもあったり……。


　いや、でも幸せだなぁ。








　などという朝のおバカな展開も終わり、俺は一階のリビングにいた。朝食の時間だ。母さんを筆頭に俺の家に下宿している女子の多くがテキパキと動いてテーブルに朝のメニューを置いていく。


　今日は卵焼きと味み噌そ汁しると焼き鮭じやけか。和食の定番だね。うちは和洋中のローテーションを組んで朝食をいただいている。女子の皆みんながその都度料理の腕うでを揮ふるってくれるものだから、毎朝おいしい朝食を腹に収めている。幸せ者だね、俺は！


「いやー、父さんな。毎日食事の時間が一番楽しいんだよ。皆、料理が上手だから、おいしくてなぁ。『男は胃い袋ぶくろをつかめ』って女性は言うらしいけど、わかるだろう、イッセー？」


　しみじみと朗ほがらかな笑顔で父さんは言う。


「わかる！　わかるよ、父さん！」


　俺は大いにうなずいた。毎日食事の時間が楽しいよね！　美少女に囲まれて、美少女が作った料理が食べられて、美少女と談だん笑しようしながら食事をする！　理想だよね！


　男に生まれて良かったと思える瞬間だ！


「イッセーのお弁当はこれね♪」


　満面の笑みを浮うかべながらリアスがお昼の弁当を俺の前に置いてくれる。


　昼の弁当は当番制で、母さん、リアス、アーシア、朱乃さんがローテーションで作ってくれていた。小こ猫ねこちゃん、ゼノヴィア、イリナ、ロスヴァイセさんは主に食べる係なので弁当作りには参戦しない。キッチンに立つこともあるんだけど、『兵藤家キッチン四し天てん王のう』たる母さん、リアス、アーシア、朱乃さんに敵かなわなかったりした。特にアーシアの調理技術向上はめざましいものがあり、次期『兵藤家の味』継けい承しよう者第一号はアーシアじゃないかと母さんは語っていた。


　そのように本来弁当の用意はローテーションなのだが、最近俺の弁当だけはリアスが作ってくれていた。なんでも女性陣じんが当面俺の弁当係をリアスに一任したそうだ。彼女も毎回ニコニコ顔で俺の弁当を用意してくれている。


　弁当の中身もハート形にのせた桜でんぶを定番に手て間ま暇ひまかけたおいしい料理が毎日入っていた。正直、最高です！


「イッセーだけリアスさん限定の弁当とは……。やるもんだな、イッセー」


　うんうんうなずきながらそう言う父さん！


　愛あい妻さい弁当！　と言いたいところだけど、アーシアや朱乃さんが作ってくれた弁当も松まつ田だたちに「愛妻弁当かよ！」ってよく言われてるから、この場合はなんて言うのかな……？


「さしずめ『正せい妻さい弁当』といったところでしょうか……。兵藤家に住む以上は私もいずれ祖国流のお弁当を披ひ露ろうするときがくるかもしれませんね」


　ロスヴァイセさんがあごに手をやりながらそう言っていた。祖国流──ヴァルハラ流の弁当ってどんなのだろう……？　けど、弁当のバリエーションが増えることはうれしいことですな。


　──と、笑顔の絶えない俺の視界にレイヴェルが映り込む。弁当箱に料理を詰つめ込んでいた。……レイヴェルがいつも持っていっている弁当箱じゃないな。誰だれのだ？


「おっ、レイヴェル。その弁当箱は誰のだ？」


「これはギャスパーさんへの差し入れですわ。お一人で朝練をしているそうですから」


「朝練!?　ギャー助が!?」


　俺は素すっ頓とん狂きような声をあげた！　朝練！　あいつが一人で!?　驚きだ！


　リアスが俺の隣となりの席に腰こしを下ろしながら言う。


「先日の一件で、自分の力不足を強く感じてしまったと言って、あなたと祐ゆう斗ととの合同特訓の他ほかにも自主メニューでしているようなのよ。ハードワークにならない程度に体を一から鍛きたえ始めたの」


　先日の一件──バアル戦のことだ。父母がいるから詳くわしくは話せないもんな。


　それに朱乃さんも続く。


「力を使いこなして、あの領域に至りたいと気き合あいを入れてましたわ。そのためには体を一から作り直すと、朝から筋トレと走り込みをしているそうです」


　あの領域に至りたい──神器セイクリツド・ギアを禁手バランス・ブレイカーにしたいってことだ。


　へー、そうなのか。あいつ、この間の試合、そこまで気にしてたのか。でも、あいつは立派に戦った。男を見せたぞ。……それでもギャスパーは自分の力量の足りなさを許せなかったのか。


　男だもんな。わかるよ、ギャー助。弱いって、男にとっちゃ自分自身を許せないものだもんな。俺も出来うる限りであいつに協力しよう。グレモリー眷けん属ぞく男子として、俺と木き場ばとギャスパーは女の子を守れるぐらい強くなきゃダメだよな！


　ゼノヴィアも真しん剣けんな眼まな差ざしで言う。


「うん。あいつは男だ。きっと強くなるに決まっているさ」


　身近であいつのサポートを実感したのは紛まぎれもないゼノヴィアだ。あの試合、隙すきをつかれてピンチに陥おちいったゼノヴィアを救ったのはギャスパーだからな。……でもなぁ。


「筋肉モリモリのあいつは想像しがたいけどな……」


　俺の脳内でミルたんのボディにギャー助の頭を載のせた「世紀末覇は者しや」的な生物が思い浮かぶ。


『オッス！　イッセー先せん輩ぱい！　拙せつ者しや、ヴァンパイア正せい拳けん突づきを開発しましたぞッ！　プロテインにイッセー先輩の血を混ぜると筋肉にいいんですッ！　見てください、この見事な上じよう腕わん二頭筋をッ！　オォォォオオッスッ！』


　なんてことになったら、どうしよう……。まあ、さすがにそこまでいかないか。でも、基き礎そ体力を高めるのはいいことだ。俺もそれで戦場を無理なく禁手バランス・ブレイカー状態で駆かけ回れるわけだしさ。まずは筋トレと走り込みだ。


「……小猫さん？　顔色がすぐれませんわよ？」


　ん？　レイヴェルが小猫ちゃんの顔を覗き込んでいる。……レイヴェルが言うように小猫ちゃんの顔色がすぐれないな。顔が赤く、若じやつ干かん辛つらそうな顔をしている？　風か邪ぜ？


「……なんでもない」


　小猫ちゃんは簡素に返した。レイヴェルはそれでも心配そうに小猫ちゃんの額に手を当てる。


「でも、ちょっとお顔が赤いですわ。風邪ではなくて？　そうですわね……、フェニックス家に伝わる特製のアップルシャーベットを作ってあげますわ。実家から地元産のリンゴが届きましたの。それを使って特別にこの私が作ってあげますわね！」


　小猫ちゃんはレイヴェルの手をのけると一言告げる。


「……ありがた迷めい惑わく」


　それを聞いてレイヴェルは頭の縦ロールを回転させるほどの勢いで怒おこりだした。


「んまー！　ヒトの好意を即そく否定だなんて！　猫ねこは自由気ままでいいですわね！」


「……鳥頭には言われたくない」


「……と、鳥頭って！　確か、日本では鳥頭とは、物忘れの激しい方をさしましたわよね……？」


「よく勉強しているようだから、ほめてあげる」


「んもー！　この猫ねこ娘むすめは……ッ！」


　ハハハ……、この二人の口くち喧げん嘩かも日常の一部になってしまったな。事あるたびにこんな風に言い合いしてる。でも、すごく仲が悪いわけじゃない。小猫ちゃんも日常面でレイヴェルを助けているし、レイヴェルも小猫ちゃんを頼たよってる。いいケンカ友達なんじゃないかな。俺も小猫ちゃんのそんな側面が見られて楽しいし。


　二人の微笑ほほえましい風景を見ている俺に母さんは耳打ちしてくる。


「ところでイッセー」


「……なんだよ、母さん」


　俺はコップの水をあおる。と、同時に母さんが言う。


「孫はいつ見られるの？」


　ブフーッ！　霧きり状に噴ふきだされる口のなかの水！　俺は口を拭ぬぐうとうわずった声こわ音ねで言った！


「な……っ。ななななななな何を言ってんだよ！」


　マジ何を言いだすんだ、この母親は！　いきなり、孫はないだろう!?


　母さんは真剣な表情で続ける。


「だってねぇ。……リアスさんのこと、家で『リアス』って呼びだしたじゃない。……そういうことなんでしょう？　母さんは孫の名前は和式でもいいと思うの。ほら、外国で呼ばれてもおかしくない和名もあるでしょう？　そういうのって、やっぱり女の子のほうがかわいらしい名前をつけられるわよね！　『恵え理り』って和名でエリーとか！　『真ま理り』って和名でマリーとか！」


　もうそこまでプランができあがっているのですか!?　早いって！　早すぎるって！　どんだけだよ！


「だから、孫とか名前とか早すぎるって！」


　告白したばっかだぞ!?　順調に関係を進めさせてくれ！　俺とリアスの仲を温かく見守っていてくれよ！


　ほら、俺たちの会話を聞いて皆も「クスクス」と小さく笑っているし！　リアスなんて恥はずかしそうにお顔が真っ赤になってしまったよ！


「お、俺はいまとても幸せなんだよ！　いまは孫よりもリ、リアスとの生活なんだ！」


　母さんに強く言う俺！　リアスが俺の手を握にぎってくれる。


「わ、私も幸せよ。イッセーの隣にいるだけで……すごくうれしくて」


　リアスも顔を真っ赤にして微笑んでくれた！


「……リアス」


「イッセー……」


　見つめ合う俺とリアス。


　なんていい女だ！　このヒトと両りよう想おもいだなんて死ぬほどうれしいことじゃないか！


　ああ、リアス。ああ、リアス！　かわいくて美人だなぁ！


「これが俗ぞくに言うバカップルですね。学校ではいつも通りにするように」


　コーヒーを飲みながらロスヴァイセさんが冷静なツッコミを入れてくれた！　こんなときに限って先生顔になるんだもん！


　──と、俺とリアスをじっと見つめている小猫ちゃん。途と端たんにうつむいた。


「……孫……赤ちゃん……幸せ……」


　そんなことをぼそりとつぶやいていた。


　…………？　やっぱり元気のない顔だ。小猫ちゃん、どこか悪いのかな？





　　　　─○●○─





　その日、深夜に訪問してきたのは──サーゼクスさまとグレイフィアさん、そしてアザゼル先生というお偉えらい方々ばかりだった。兵藤家上階のＶＩＰルームに集結した。


　そのメンツが真ま面じ目めな顔で、俺たちグレモリー眷属を全員集めれば、事の内容が真剣なものだとわかる。サーゼクスさまは俺と木場、朱乃さん、そしてリアスを前に座らせて正面から切りだした。


「先日も話した通り、イッセーくん、木場くん、朱乃くんの三名は数々の殊しゆ勲くんを挙げた結果、私を含ふくめた四大魔ま王おうと上層部の決定のもと、昇しよう格かくの推すい薦せんが発せられる」


　その話か！　そう、俺と木場と朱乃さんに昇格の話が持ち上がっていたようなんだ。実際にふられたのはサイラオーグさんとの戦いが終わってすぐのことだったけど、そのときは何を言われたかまったく理解できなくて困こん惑わくしてしまった。


　だって、昇格だぜ？　想像すらしていなかったことを魔王さまの口から直接告げられて混乱しないほうがおかしい！　俺の目標は昇格だったけど、こんなに早くその時が来るなんて思ってもみなかったんだ！


　悪神ロキや『禍の団カオス・ブリゲード』と戦っていたことが大きな功績になったらしい。……まあ、なぜかそういうのに巻き込まれやすい俺たちではあるけど、それを突とつ破ぱするのってポイント高かったんだな……。確かに死ぬような場面ばかりで少しは褒ほめられてもいいかなーと思ってはいたけど、昇格できるレベルの出来事だったとは……。


「昇格なのだが、本来、殊勲の内容から見ても中級を飛び越こえて、上級悪魔相当の昇格が妥だ当とうなのだが、昇格のシステム上、まずは中級悪魔の試験を受けてもらいたい」


　中級悪魔……試験か。──って、上級!?　俺たち上級悪魔相当なの!?　マジか！　上級……本当に？　何が起こったかやっぱりわからん！


　隣で座る木場と朱乃さんも驚おどろきつつも俺ほどの狼ろう狽ばいっぷりではなかった。むしろ、俺だけさっきから表情豊かに百面相していると思う。


　アザゼル先生がグラスのお酒をあおりながら言う。


「イッセーと木場と朱乃は、殊勲だけ考えれば上級悪魔になってもおかしくないんだが、悪魔業界にも順序があるらしいからな。特に上がうるさいそうでな。おまえらに特例を認めておきながらも順序は守れと告げてきたそうだ。──とりあえず、中級悪魔になって、少しの間それで活動しろ。そのうち、再び上から上級悪魔への昇格推薦状やらが届くはずだ。なーに、中級の間に上級悪魔になったときの計画を本格的に練り出せばいい」


　そんなことを先生は簡単に言ってくれるけどさ！


「ちゅ、中級とか、じょ、上級悪魔……っスか！　お、俺にそんな資格があると……？」


　身分不相応と思ってついついそう訊きいてしまう。夢に思い描えがいたものが突とつ然ぜん宣言されてどうしたらいいかわからないのが正直なところだった。


　サーゼクスさまは俺の問いに笑え顔がおでうなずかれる。


「うむ。テロリストと悪神ロキの撃げき退たいは大きな功績だ。そして先日のバアル戦でも見事な戦いぶりを見せてくれた。何よりもイッセーくんは冥めい界かいの人気者『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』でもある。昇格の話が出てもおかしくないのだよ。いや、むしろ当然の結果だろう」


　……あの特とく撮さつ番組もポイントになってたんですか!?　なんてことだ。ただ単にグレモリー家が金づるを得たのかなーって思ってたんだけどさ……。この間なんて、新しい商品として『スポンジドラゴン』とかいう洗い場用スポンジを売りだしたようだからね。バアル戦でのちょっとしたやり取りを商品にしてしまうところに商しよう魂こんのたくましさが感じられてならない。


「昇格推薦おめでとう、イッセー、朱乃、祐斗。あなたたちは私の自じ慢まんの眷けん属ぞくだわ。本当に幸せ者ね、私は」


　リアスも満足そうな笑みを浮うかべていた。心底うれしそうだ。自慢の眷属が評価されて最高の喜びを感じているのだろう。


「イッセーさん、木場さん、朱乃さん、おめでとうございます！」


「うん、めでたいな。自慢の仲間だ」


「中級悪魔の試験とかとても興味があるわ！」


　アーシア、ゼノヴィア、イリナの教会トリオも喜んでくれていた。


「ぼ、僕も先輩に負けないように精しよう進じんしたいですぅ！」


　ギャー助も前向きなコメントをくれる！　こいつもずいぶん前向きになったもんだ。以前よりも雰ふん囲い気きも明るくなったし。


「私も早く昇格して高給で安定した生活が欲ほしいところです」


　ロスヴァイセさんは相変わらず堅けん実じつな目標をお持ちですね！


「ライザーお兄さまのチームではもう太た刀ち打うちできないほどの眷属構成になってしまいましたわね」


　などと、レイヴェルが言う。おう！　いまのチームならライザーのチームに負ける気がしないと俺も思う！


「フェニックスのところは長男がトップレベルのプレイヤーじゃないか。あそこのチームはバランスがいい」


　先生がそう言った。へー、フェニックス家の長男チームか。


「うちの長兄は次期当主ですもの、強くなくては困りますわ。それはともかく、さすがリアスさまのご眷属ですわ。短期間で三人も昇格推薦だなんて。ね、小猫さん？」


　レイヴェルが小猫ちゃんにそう投げかける。


「……当たり前。──おめでとうございます、イッセー先せん輩ぱい、祐斗先輩、朱乃さん」


　笑顔を見せる小猫ちゃんだが、心なしか若じやつ干かんテンションが低い。俺たちの昇格の話は純じゆん粋すいに喜んでいるようだが……。


「ま、その三人以外のグレモリー眷属にも直に昇格の話が出るさ。おまえらがやってきたことは大きいからな。強さって点だけで言えばほぼ全員が上級悪魔クラス。そんな強さを持った下級悪魔ばかりの眷属チームなんざレア中のレアだぜ？」


　先生がそう言う。そっか、他のメンバーも大いに昇格があり得るわけだ。そうだよな、あれだけの激戦をくぐって俺たちだけ評価ってのもおかしな話だ。死線を越えてきたのは皆みな同じなのだから。


　木場と朱乃さんが立ち上がり、サーゼクスさまに一礼した。


「このたびの昇格のご推薦、まことにありがとうございます。身に余る光栄です。──リアス・グレモリー眷属の『騎士ナイト』として謹つつしんでお受け致いたします、魔王サーゼクス・ルシファーさま」


「私もグレモリー眷属の『女王クイーン』として、お受け致します。このたびは評価していただきまして、まことにありがとうございました」


　木場と朱乃さんはしっかりとお偉い方々のご厚こう意いを受けた。


「イッセーくんはどうだろうか？」


　サーゼクスが俺に問われる！　俺も立ち上がり、サーゼクスさまに深々と頭を下げた。


「もちろん、お受け致します！　本当にありがとうございます！　……正直、夢想だにしなかった展開なので驚いてますけど、目標のために精進したいと思います！　リ……部長にも応こたえられて俺も満足です！」


　おっと、魔王さまの手前、名前で呼ぶのはちょっと失礼かな。


　などと、思ったんだけど、サーゼクスさまはイタズラな笑みを浮かべて言われた。


「おやおや、イッセーくん。私の手前でもリアスのことは名前で呼んでくれてかまわないよ」


「いえ、しかし……」


　かしこまる俺だが、サーゼクスさまは嬉き々きとして続ける。


「ハハハ、むしろ呼んでくれたまえ！　私もうれしいし、見ていて幸せな気持ちになれる」


「も、もう！　お兄さま！　茶化さないでください！」


　リアスが顔を赤く染め、立ち上がってぷんすか怒おこった。あー、かわいい怒り方だなぁ……。


「ハハハ、いいではないか。なあ、グレイフィア」


　サーゼクスさまがグレイフィアさんに振ふる。グレイフィアさんはいつもと変わらないクールな表情のまま言った。


「私風ふ情ぜいが分に過ぎたことなど言えません。……ですが、この場の雰囲気ならば名前で呼び合っても差し支つかえないかと」


　──っ！　なんと、グレイフィアさんまでそんなことを！


「……グレイフィア……お義ね姉えさままで」


　さすがのリアスもグレイフィアさんにそう言われては顔を赤くして黙だまるしかなかったようだった。うんうんとうなずくサーゼクスさま。


「よしよし。それならばついでに私のことも義あ兄に上うえと呼んでくれてかまわないのだよ！　さあ、呼びたまえ、イッセーくん！　お義に兄いちゃんと！」


　スパン！


　その頭部がグレイフィアさんによって、ハリセンで激しく叩たたかれた。


「サーゼクスさま、それはこの場ではやりすぎです。──いずれ。いずれでよろしいではありませんか」


「……そ、そうだな。性急すぎるのがグレモリー男子の悪いところかもしれない……コホン」


　隣となりでその様子をゲラゲラ笑って見ていた先生は息を吐はくと改めて言う。


「てなわけで来週、イッセー、朱乃、木場の三人は冥界にて中級悪魔昇格試験に参加だ。それが一番近い試験日だからな」


　──っ！　想像以上に試験が早いな。


「来週ですか。急ですね」


　木場がそう言い、朱乃さんも続く。


「中級悪魔の試験って、確か、レポート作成と筆記と実技でしたわよね？　実技はともかく、レポートと筆記試験はだいじょうぶかしら」


　レポートとかあるんですか！　うわー、筆記試験もあるそうだし、だいじょうぶかな俺……。不安になる俺。先生が言う。


「心配するな。筆記は朱乃と木場ならまったく問題ないだろう。悪あく魔まの基き礎そ知識と応用問題、それにレーティングゲームに関することが出されるが、今いま更さらだろうしな。レポートは……何を書くんだ？」


　先生がグレイフィアさんに問う。グレイフィアさんは一歩前に出て説明をし始めた。


「試験のときに提出するレポートは砕くだいて説明しますと、『中級悪魔になったら何をしたいか？』という目標と野望をテーマにして、『これまで得たもの』と絡からめて書いていくのがポピュラーですね」


　なるほど、目標といままでに得たものをテーマにして書けと。うーん、難しいレポートなんて書けそうもないし、単純明快なものでもいいのかな？　しかし、レポートか。


「なんだか、人間界の試験みたいですね」


　俺がそう言うと先生がサーゼクスさまのほうに視線を向けた。


「ま、倣ならってんだろう？」


　サーゼクスさまがうなずかれた。


「中級悪魔に昇しよう格かくする悪魔の大半は人間からの転生者なのだよ。そのため、人間界の試験に倣ったものを参考にして、昇格試験を作成している」


　そっか、考えてみればそうだ。最近は転生悪魔が多いから、昇格するのも元人間ばかりか。それに合わせて試験の内容も決めているわけだ。


　先生がひざを叩くと俺たちを見み渡わたす。


「何はともあれ、レポートの締しめ切りが試験当日らしいから、まずはそれを優先だ。だが、イッセー！」


「は、はい？」


　先生が俺に指を突つきつけて言う。


「おまえはレポートの他ほかに筆記試験のための試験勉強だ！　基礎知識はともかく、一週間で応用問題に答えられる頭に仕上げろ！　安心しろよ。おまえの周りには才女、才児がなんでもござれ状態だ」


　俺の肩かたに手を置くリアス。


「任せなさい、イッセー。私がいろいろと教えてあげるわ」


「イッセーくん、僕も改めて再確かく認にんしたいから、一いつ緒しよに勉強しよう」


「あらあら。じゃあ、私も一緒に勉強ね」


　木場と朱乃さんもそう言ってくれる。おおっ、なんて心強い！　リアスと朱乃さんだけでも十分に心強いってのにイケメンもついてくれるのか！　持つべきものは仲間だなぁ。


　だが、しかし、そうなると残るは──。


「えーと、じゃあ、実技のほうは？」


　俺がそう言うとサーゼクスさま、グレイフィアさん、先生がきょとんとした表情で顔を見合わせていた。


「それは必要ないんじゃないか？」


　と、先生がごく当たり前のように言う。


「え……、でも、俺的に一番得点を稼かせげそうなところなんでぜひともトレーニングとか欲しいところなんですけど！」


　俺はそう言ったが、先生は手を横に振るだけだ。


「だから、いらないって。ぶっつけ本番にしとけ。そこは試験日当日じゃないとわからないかもな。朱乃、木場、おまえらも実技の練習はいらんからレポートに集中しとけよ」


「「はい」」


　返事をする朱乃さんと木場！　えええええっ、二人はそれでいいの……？


　マジかよ。一番点数取れそうな実技の練習よりも筆記試験の勉強か。まあ、俺的に筆記試験のほうが点数取れそうにないから、勉強は必ひつ須すだけどさ。それでも実技のトレーニングはしたかったなぁ。実際の試験で何もできなかったら、大損じゃないか。


　不安に駆かられる俺は恐おそる恐る手をあげて質問をする。


「あのー、最後にひとつだけ。……まことに恥はずかしい話なんですけど、もし落ちたらどうなるんですか？　推すい薦せん取り下げですか？」


　サーゼクスさまは首を横に振られた。


「いいや、そんなことはないよ。一度挙げられた推薦は、仮に来週の試験で落ちても受かるまで何度でも挑ちよう戦せんできる。よほど、素行の悪いことでもない限りは推薦の取り下げは起こらないよ」


　あ、そうなんだ。それは安心だ。今回落ちてもいつでもチャレンジできるのね、変な犯罪を起こさない限りは。すごく安あん堵どできる昇格条件だぜ。


　そんなふうに安堵する俺にサーゼクスさまは力強くおっしゃる。


「それに私はイッセーくんが次の試験で合格すると確信している。イッセーくん自身は突とつ然ぜんのことで不安かもしれないが、まったく問題ないのではないかな」


　魔王さまから太たい鼓こ判ばんをいただいてしまった！


　……そうなのかな。合格できるのかな……。


　でも、せっかく推薦をいただいたんだ！　期待に応えて試験に臨のぞもう！　それに昇格は俺の目標だったじゃないか！　がむしゃらに走ってきたら、そういうことになってしまったけど、貴重なチャンスだ！　当たって砕けろってやつだな！


「俺、がんばります！　絶対に中級悪あく魔まになります！　そして、いずれ上級悪魔にもなります！」


　気き合あいを入れて宣言する！　そうさ、ハーレム王への道がようやっと開かれたんだ！　俺は突き進んで女体の海に溺おぼれきってやるぜ！　ぐふふふふふふふっ！


　などとスケベな野望も心中で再燃させていたところで、ロスヴァイセさんが立ち上がった。


「さて、話がまとまったところで、私は少しばかり出かけようと思います」


　見れば、外出用の格好なんだよな。さっきから気になって仕方なかったんだ。


「ロスヴァイセさん、どこに行かれるんですか？」


　俺が問うと、ロスヴァイセさんが遠くに視線を送るようにして言う。


「──北ほく欧おうへ。一いつ旦たん帰ろうと思います」


　──っ。北欧？　一旦帰る？　どういうことだ？


　合が点てんいかない俺に対してリアスは知っていたようだった。


「例の件ね？」


　リアスの言葉にロスヴァイセさんは静かにうなずく。


「ええ、このままでは、力不足だと思いますから。グレモリー眷けん属ぞくは強つわ者ものと戦う機会が多い。いまのままでは、私は役立たずになりかねません。──『戦車ルーク』の特性を高めようと思います」


『戦車ルーク』の特性を高めるために北欧に帰るってことか？


　先生が訊きく。


「ロスヴァイセ、ヴァルハラにアテがあるのか？」


「はい、そちら専門の先せん輩ぱいがいましたので。……ヴァルキリー候補生時代、攻こう撃げき魔法の授業を重点に単位を取っていたのがここにきて徒あだになりました」


　……ロスヴァイセさんもバアル戦後、思うことが多かったようで、主に実力を発揮しきれなかったことを悔くいていた。


　そうはいっても結構良い戦績を残していると思うんだが。バアル眷属を二人撃破して、『王キング』のサイラオーグさんにも一ひと泡あわ吹ふかせたんだし、魔法の攻撃も通っていた。


　魔力と魔法は似ているようで違ちがう。


　魔力は悪魔が自らの力で超ちよう自然現象を起こす力──。具現化できるだけのイメージ力がとても必要となる。複雑、または強力な魔力をイメージして具現化すれば、その分だけそれを操あやつるだけの高い技術も必要となるけどね。


　魔法は超自然現象を発生させる法則を術式、法式で操る力──。魔ま方ほう陣じんを展開させ、術式と法式を常に計算できるだけの演算能力が重要となる。


　もともと魔法は悪魔の魔力を悪魔以外の者でも使えるように独自の術式、法式で作りだしたのが始まりらしい。いまでは種類も多様に亘わたって増えており、悪魔の魔力ではできないことでもできるようだ。当然、魔法ではできない悪魔の魔力もある。特に純血の上級悪魔の御お家いえごとに伝わる特性、特色とかね。あれは一族の者しか扱あつかえない特別な力だ。


　そのように魔力と魔法は似て非なる存在なんだ。魔法を扱う力は「魔法力」または「法力」とされる。


　──と、まあ、先生やロスヴァイセさんに多少聞いたから、魔法の基本情報は俺でも知っているのだ！　これ以上のことはあんまり知らないけどね！


　先生が言う。


「リアスチームのバランスを見ると魔法の使い手はいたほうがいい。できることなら『兵士ポーン』か『僧侶ビシヨツプ』でロスヴァイセの長所を伸のばしたほうが良かったかもしれないけどな。リアスの眷属は圧あつ倒とう的に火力が高いが、全体的に見ると防ぼう御ぎよ面が薄うすく、テクニック──ハメ技わざにやられやすい。過去、実戦でもゲームでもそれでつけ込まれているからな。要はチーム全体的に脳みそまで筋肉傾けい向こうなんだよ。『やられる前にやれ』ってな。それを魔法で補うのはいいことだ」


　先生の評価にチーム全員が苦笑いした。リアスも恥ずかしそうに顔を赤く染めていた。


　ま、まあ、その評価は合ってる。俺たちは特とつ攻こうタイプばかりでテクニックタイプに翻ほん弄ろうされてばかりですね。先生にはゲーム後の感想で「将来的には苦手となる相手チームが必ず生まれるタイプのチーム構成だろう」って言われたな。


　サーゼクスさまが言われる。


「だが、そちらのほうが好みだというファンはとても多い。戦術タイプのチームやテクニック重視のチームだとひと目では判断が付きづらく、派手さも少なめなためか、玄人くろうとのファンが好むからね」


　先生もうなずいていた。


「だな。リアスとサイラオーグのチームは派手さを売りにしつつ、戦術を高めたほうが将来のプロ戦で盛り上がるぞ」


　おおっ、そういう見方もあるのか。チームの売り方ってのもプロは必要なんだな。


「何はともあれ、そのパワーを補う力は必要だ。ロスヴァイセがヴァルハラに行ってもいいんだろう、リアス？」


　先生がリアスに訊く。


「ええ、自ら伸ばしたい点があるのなら、断る理由はないわ」


　リアスも合意していた。それを見て、ロスヴァイセさんは礼を口にする。


「ありがとうございます。あ、それと学園の中間テストのほうはすでに問題用紙を作成しておきましたのでご心配なく」


　ロスヴァイセさんの報告にリアスと朱乃さんがうなずく。


「さすがね」


「そうでしたわね。学園でもそろそろ中間テストの時期ですわ」


　そうだった！　学校でもテストが近いんだった！　二年生の二学期は体育祭、修学旅行、学園祭、中間テストと連続であるんだったーっ！


「やべぇ！　そうだ、中間テストあるんだった！　べ、勉強あんまりしてねぇぇぇっ！」


　立ち上がって叫さけぶ俺！


　どうしようどうしようどうしよう！　俺、ただでさえ頭悪いのにテストが重なるなんて最悪な日取りじゃねぇか！　かといって昇しよう格かく試験を受けないというのもマズいだろう！


　……俺の波乱に満ちた学園生活はテスト期間にまで食い込みそうだ。


　頭を抱かかえる俺をよそにサーゼクスさまがレイヴェルに言う。


「レイヴェル、例の件を承しよう諾だくしてくれるだろうか？」


「もちろんですわ、サーゼクスさま！」


　快かい諾だくするレイヴェル。はて？　何事？


「例の件ってなんですか？」


　俺はサーゼクスさまに訊く。


「うむ。レイヴェルにイッセーくんのアシスタントをしてもらおうと思っているのだよ。いわゆる『マネージャー』だね」


　──っ。あー、そういえば先生にもバアル戦前に車のなかでそんなことを言われたな。サーゼクスさまは続ける。


「イッセーくんもこれから忙いそがしくなるだろう。人間界での学業でも、冥めい界かいでの興行でも。グレイフィアはグレモリー眷属のスケジュールを管理しているが、それでも身はひとつだ。どうしてもまかなえきれない部分も今後増えるだろう。特に細かい面で。それならば、いまのうちからイッセーくんにはマネージャーをつけるべきだと思ってね。そこで冥界に精通し、人間界でも勉強中のレイヴェルを推薦したのだよ」


　俺のサポートか。そういうのが今後必要になるってのは先生にも聞いてたし、バアル戦で応おう援えんにきていた子供たちの数を見ればどれだけ「おっぱいドラゴン」が冥界で人気があり、これからこれと関連したものの需じゆ要ようが高まるかは容易に想像できる。
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　そういう意味でのマネージャーなのだろう。……芸能人みたいだ。って、冥界だと俺って芸能人なのかな？　うーん、実感ないや。有名人なのはわかっているんだけどなぁ。俺の知らないところで俺の需要が高まるってのも恐れ多いことだ。


「さっそくで悪いのだが、レイヴェル、中級悪魔の試験についてイッセーくんをサポートしてあげてほしい」


　サーゼクスさまの言葉にレイヴェルは立ち上がり、自信満々に手をあげた。


「わかりました。このレイヴェル・フェニックスめにお任せくださいませ。必ずやイッセーさまを昇格させてみせますわ！　さっそく、必要になりそうな資料などを集めてきます！」


　言うやいなや部屋を飛びだしていくレイヴェル。おおっ、気き合あい入りまくりだな！　心強いもんだぜ。


「レイヴェルにとっちゃ、将来の自分の生き方にも大きな意味を持つからな、おまえの昇格は」


　などと先生は言うが……。フェニックスの親おや御ごさんといい、俺の昇格に興味津しん々しんらしい。


「小猫、油断しているとおまえの大好きな先輩がレイヴェルに取られちまうぞ？」


　先生が小猫ちゃんをあおる。ちょ、ちょっと、小猫ちゃんはその手の話題を振ふられるとレイヴェルをライバル視しちゃうんですから、ほどほどに──。


「…………」


　とうの小猫ちゃんは顔をうつむけ、心ここにあらずの状態だった。


『……？』


　小猫ちゃんの無反応ぶりに皆みな一様に首をかしげていた。


　……やっぱり、小猫ちゃんの様子が変だな。病気じゃなければいいんだけど。


　って、小猫ちゃんも気になるが、まずは目先の試験だ！　昇格試験と……中間テスト！


　ふたつの問題に俺は大いに頭を抱えた。





　　　　─○●○─





　あれから数日。昼休み、俺は教室の自席で突つっ伏ぷしていた。机の上に散らばる教科書の数々。俺は頭を抱えて、ぼやいた。


「……あー、覚えること多すぎだ」


　時期が悪すぎだ……。体育祭のときはディオドラの野や郎ろうと旧魔ま王おう派の一件、修学旅行前にロキが襲しゆう来らいして、いざ修学旅行では旅先で英えい雄ゆう派と激げき突とつ。学園祭とほぼ同時期にサイラオーグさんのチームとレーティングゲーム。


　……そして、昇格試験では中間テストとブッキングと来たもんだ。……悪魔やるのも楽じゃなさすぎるな……。


　毎夜、夕飯後と悪魔の仕事後は家で勉強会だ。皆に教えてもらいながら学校のテストと昇格試験の勉強をしてる。……両方やらなきゃいけないから、頭が爆ばく発はつしそうだぜ。


　ロスヴァイセさんはあのやり取りのあと、すぐに日本を発たった。テスト作成も済んでいたようだし、こちらに憂うれいを残すことなく北欧に向かったのだろう。ロスヴァイセさんにも勉強見てもらいたかったなぁ。普ふ段だんの生活でも時折、勉強やら他の知識やらで個人的に訊いているもんだからさ。


「おー、イッセーが勉強してるぜ」


「無む駄だだぞ。頭に詰つめ込んでも元がバカでは理解できまい」


　松田と元もと浜はまのバカ二人が俺のところにいやらしい笑えみを浮うかべて登場する。


「うっせーな、ハゲにメガネめ。元浜はともかく、松田は俺と同レベルじゃねぇか」


　松田はカラカラと笑うだけだ。


「カカカ、こういうときは開き直って違う領域に興味を抱いだくべきさ。ほら！」


　松田が取りだしたのは──エロパッケージのＤＶＤ！　こ、これは紳しん士し的なエロエロＤＶＤじゃねぇかッ！


　俺は素す早ばやく松田から奪うばい取った。パッケージをマジマジと見つめる。


「こ、これは……っ！　いま入手困難な超ちよう人気作品──『真・爆ばく乳にゆう戦隊パイオツジャー　爆ばく裂れつ生なま乳ちち戦争編』じゃねぇかぁぁぁぁぁっ！　て、手に入れやがったのか!?」


　俺の震ふるえる声に元浜がキラリとメガネを光らせた。


「まあ、独自のルートで入手したのだよ。これを手に入れるために俺はいろんなものを犠ぎ牲せいにしたがな。それでもそれだけの価値はある！」


　松田が俺の首に腕うでを回してくる。そのままいやらしい顔つきで耳打ちしてきた。


「なあ、イッセー殿どの。もうテストなんて忘れて俺の家で観賞会しようぜ？　おまえん家ち、女子だらけでこういうの見られる機会ないんだろう？」


　そ、その通り！　俺、家ではプライベートなことが以前に比べて出来にくくなった！　特にエロ系のものに触ふれることが貴重というか……。リアスやアーシアと夜過ごしているし、他の女子も俺の部屋によく遊びに来るしな。突発のゲーム大会とか俺の部屋でよくやるんだ。それはそれですごく楽しいんだけどね！


　エロいものに触れられない分、女体が近いじゃないかと思うだろうが、何度も言うけど、それはそれ、これはこれ！　エロＤＶＤを大いに見たい！


　健全な男子高校生がエロＤＶＤを見ないで何が青春かッ！


「……よし、松田の家でこのＤＶＤを──」


　決心を口にしようとしたときだった。俺の持つＤＶＤを誰だれかがひょいと取っていく。


　メガネ女子──桐生きりゆうだった。


「あらあらまあ、テスト前だってのにエロ三人組はお盛んね。あら、でもこれおもしろそうね。──どう思う、アーシア？」


　桐生の隣となりにはアーシアがぁぁぁぁぁっ！　桐生に促うながされてエロＤＶＤのパッケージを見るアーシア！　途と端たんに顔を真っ赤にさせた！


「はぅぅぅっ！　イッセーさん！　ま、またこんなエッチなものを！　あんなにいっぱい持っているじゃないですか！」


　アーシアちゃん、俺のコレクションをどこまで知っているの!?　兵藤家に下宿中の女子は俺のチェックが厳しすぎるよ！　それに男は常に新しい刺し激げきを求めているんだ！


　ゼノヴィアも登場して、マジマジと興味深そうにパッケージを見ていた。


「うん、前にイッセーのコレクションをアーシアとイリナと拝見したが、最後にやることは結局同じだと思うんだ。性交だろう？　なあ、イリナ？」


　ゼノヴィアが隣に来ていたイリナに話を振る！　てか、キミたち俺のコレクションを見ていたのかよ!?　どんだけ！


「か、過程や雰ふん囲い気きが大事だって、リアスさんと朱乃さんも言っていたわ！　きっとそういうことなのよ！」


「ふむ。雰囲気か。確かに必要か。ただ抱だかれるだけじゃ、〝女〟を堪たん能のうできない、と。そういうことだな、イリナ」


「って、クリスチャンな私にその手の話を振らないで！　大変なことになっちゃうし！　けれど、興味もあって……！　ああ、複雑な乙女おとめ心ごころをお許しください！」


　頭を抱かかえたり、お祈いのりしたり、イリナはいつも忙しいな！　つーか、もしかしてリアスと朱乃さんも俺のコレクションを全部見ているのか!?


　あんなに隠かくし方が完かん璧ぺきなのに！　だって、空き部屋のクローゼットに置いてある使わなくなった家財道具のなかに隠してんだぞ！　み、見つけられていたのか……。並べたＤＶＤの配置も変わっていなかったし、手が入った気配は微み塵じんも感じられなかったのにぃっ！


　プライベートが暴あばかれて、羞しゆう恥ちに包まれる俺！　松田と元浜も「あーあ」と半笑いしつつ、同情的な視線を向けてきていた！　クソ！　勝手気ままにエロＤＶＤを自室で見られるおまえらがうらやましいぞ！


「わ、私もエッチになりますから！　心配しないでください、イッセーさん！」


　そんなことを宣言するアーシアちゃん！　隣で桐生が意味深な笑みを浮かべていた！


　てめぇぇぇっ！　桐生までアーシアにエロエロな影えい響きようをこんなにも与あたえやがって！　俺のかわいいアーシアがエロエロになったら……それはそれで最高かな!?


　──と、俺のケータイのバイブが動いた。取りだして見れば──時間指定のバイブレーションだった。


「あ、薬の時間だ」


　俺はそれだけ言って立ち上がる。


「あれ？　おまえ、どこか悪かったっけ？」


　松田がそう訊きいてくる。いや、俺じゃないんだ。


「悪い。ちょっと出るわ」


　俺は皆にそう告げて素早く人気のない場所に移動する。


　この時間に誰も使っていない家庭科室に入り、籠こ手てを素早く出現させると、洗い場のところで瓶びんを取り出す。その瓶のなかにある液体を宝玉に振りかけた。


「どうだ、ドライグ？」


『……ああ、気持ちが和やわらいでいくようだ』


　落ち着いた様子のドライグ。ドライグは俺が乳関連でパワーアップを続けるせいか、心の病に陥おちいってしまった。


　先生が紹しよう介かいしてくれた専門のカウンセラーに心が疲ひ弊へいしているドライグを診みてもらったところ、この液体の薬を処方されたんだ。


　意思はあるが、封ふう印いんされているドラゴンというかなり特とく殊しゆな存在であるドライグ。とりあえず、宝玉にドラゴン用の気分を落ち着かせる薬をかけることで効果があるか試ためしたのだが、どうやら薬が効いたようで以前よりも楽になったようだ。


　神器セイクリツド・ギア封印型のドラゴンも相当珍めずらしいが、それにも増してさらに珍しいドラゴン用の心の薬とか……。


　俺、ドライグに迷めい惑わくをかけているよな。しかもカウンセラーに診てもらうことになるほどだ。天てん龍りゆうの心が繊せん細さいだったなんて、想像もつかなかったものだから、俺は無茶なパワーアップしすぎてしまった。


『……薬をもらってから、だいぶ持ち直してきたぞ。ククク。しかし、薬くすり漬づけの天龍か……。白いのが知ったらどう思うやら……』


　ドライグ、自じ嘲ちようしてる……。本当にゴメンよ！


　まあ、何にせよ、週一でカウンセラーの先生に診てもらうことになったんだ。日に三度のお薬タイム。ドライグ、俺、一生おまえを見守っていくからな！


『……ククク。一万年も薬漬けか……』


　だから、ゴメンって！　心を強く持ってくれよ！　って、原因の俺がこんなこと言っても説得力ないか！


　ドライグのことも大変だけど、試験ふたつもこなさないとな……。俺って、バトル以外も存外に忙いそがしいよな……。マネージャーは当然だったってことか。本当、とんでもない高校生活を送っているよ俺。


　はぁ……。俺はため息を吐つきながら家庭科室を出ると──偶ぐう然ぜんそいつと出くわした。


「兵藤か」


「あ、匙さじ」


　匙と出くわしたのだった。








「……おまえ、そこまで天龍を泣かしていたのか？」


　ドライグの事情を知り、俺に対して嘆たん息そくする匙。俺は生徒会室にお邪じや魔まをしていた。


「天龍がしっかりしてくれないとヴリトラで暴走したとき大変なことになるな」


　匙は湯飲みに入った茶をすすりながらそう言う。


「ドラゴンって繊細で扱あつかいが難しいってことさ」


　俺がそれらしいことを言ってみるが……言える立場でもないな。けど、匙も「そうだよなー」と同意してくれていた。まあ、伝説のドラゴンを身に宿しているとケアが大変だよな。先生はファーブニルとの付き合いをどうしているんだろう？　今度、その辺を詳くわしく訊いてみようかな。


「そういや、昇しよう格かく推すい薦せんだってな。聞いたぜ。おめでとさん」


　匙から賛辞をもらってしまった。


「ああ、サンキュー。なんだか、急でさ。正直、よくわからん」


「ま、俺は妥だ当とうかなって思うぜ。おまえ、かなりの死線くぐってるもんな。ロキ戦や京都では俺もそれに参加したけど、だからこそよくわかるぜ。ありゃ死ぬ。普ふ通つう死ぬわ。どんだけの強敵ぞろいだよ、おまえらの相手って。神話や歴史に残る連中ばかりじゃないか」


　でも、生き残ってしまったわけで。頼たよりになる仲間たちとドライグの力があったからこそなんだが……。いや、それでも激戦だよね。本当、なんで巻き込まれてばかりなんだろう……？　俺は平和でエッチな生活に憧あこがれているのに！


　匙が続ける。


「それを生きて結果出してんだから、当然っちゃ当然だ。飛び級か？　すでに実力的には上級悪あく魔まクラスだろ、おまえと木場とかさ」


「いや、昇格に関してはまず中級だとさ」


「へー、上が融ゆう通ずう利きかなかったのかね。会長はおまえや木場や姫ひめ島じま先せん輩ぱいが飛び級で上級になってもおかしくないって言ってたぜ。赤せき龍りゆう帝ていに聖せい魔ま剣けんに雷らい光こうだもんな」


　そういうふうに見てくれるヒトもいたんだな。先生たちも上級悪魔もすぐだって言ってくれたけど。それだけのことをやったんだな、俺たち……。


「兵藤と木場なんて特にバカみたいに強いもんな。俺、この間、木場に手合わせ願ったんだけどさ。強すぎだ。攻こう撃げきがほぼ当たらなかったぞ。テクニックタイプのお手本みたいな奴やつだよな、木場って。その木場とガチンコでほぼ毎日トレーニングしてんだろう？　おまえら本当にバケモノだぞ？」


　龍王に変化できる匙には言われたくもないが……。まあ、あいつとのトレーニングは本気にならないと身にならないからね。そっか、匙は木場と手合わせしたんだな。あの神速に舌を巻いたに違ちがいない。マジで攻撃が当たらないからな。


「俺も昇格したいところだが、それよりもまずは強くならないとな」


　匙が苦笑いしながらそう言う。


「おまえも十分に強いじゃないか。何せ龍王のヴリトラがついてんだぜ？」


「いや、俺だけじゃなく、シトリーのメンバー全員で強くなりたいんだ。最近、うちの会長は神の子を見張る者グリゴリに相談してんだ。──人工神器セイクリツド・ギアについてさ」


「人工神器セイクリツド・ギア？」


　先生が身につけているものだ。神器セイクリツド・ギアを創つくったっていう「聖書に記された神」さまの神器セイクリツド・ギアシステムを真ま似ねして独自に編み出したやつ。


「ああ、俺たちシトリー眷けん属ぞくはさ、アザゼル先生の実験によく付き合っていてさ。ひとつの成果として、今度、シトリー眷属の非神器セイクリツド・ギア所有者に人工神器セイクリツド・ギアを取り付けてみようって話になったんだ」


「へー、それはすごいな」


「人工神器セイクリツド・ギアといっても本物の神器セイクリツド・ギアと比べて出力も安定しないし、回数制限もあるから、まだまだ改良の余地があるんだ。けど、強くなれるのは確かだからやっておいて損無しだ。それに人工神器セイクリツド・ギアの研究が進めば近い将来、悪魔の戦力になるかもしれないだろう？　それと『反転リバース』はもう実験も使用もしてない。負担が大きすぎるし、神器セイクリツド・ギアが身近にある者は、それに手を出すとよくないことが多いからさ」


　そういう意味での実験もいろいろと手伝っているわけか、生徒会は。


　匙は楽しそうに語る。


「人工神器セイクリツド・ギアにもいろいろと種類があってさ。俺が貰もらうわけじゃないけど、知ると楽しいぜ？　パワー、サポートなどのタイプ別に始まり、系統も属性系、カウンター系、結界系などなど、バリエーションに富んでやがる。俺たちの神器セイクリツド・ギアみたいにモンスターとの契けい約やくまたは封印した人工神器セイクリツド・ギアもあるそうだ」


　そういえば、先生の人工神器セイクリツド・ギアも五ご大だい龍りゆう王おうの一角『黄金龍君ギガンテイス・ドラゴン』ファーブニルと契約して活用していたな。ああいうのが『契約、封印系』と呼ばれるのかな？


　俺って、神器セイクリツド・ギアのタイプとかに疎うといな。自分の神器セイクリツド・ギアに向き合ってばかりだ。今度先生にその辺をご教授願おうかな。


　などと思っていたら、生徒会室に他のシトリーメンバーが帰ってくる。


「あー、兵藤くんだ」


　お下げの『僧侶ビシヨツプ』草くさ下かさんが俺を見るなり、「昇格推薦おめでとー！」と祝ってくれた。他のメンバーも「おめでとう」と賛辞をくれる！


「ありがとう！　とりあえず、試験がんばるよ」


　一年の『兵士ポーン』仁に村むらさんが匙に言う。


「元げん士し郎ろう先せん輩ぱい、会長が例の書類を取りにいけとおっしゃってました」


「あー、あれか。了りよう解かい、仁村」


　さらに二年のもう一人の『僧侶ビシヨツプ』花はな戒かいさんが匙に告げる。


「元ちゃん、私の用件も会長からの用事なの」


「マジかよ、花戒。ブッキングしちまってるな……。とりあえず、近いところからやっていくか。兵藤、俺、行くわ。他ほかの奴と話しながらゆっくりしていってくれ」


　匙はそう言うなり、花戒さんと仁村さんを引き連れて生徒会をあとにしていった。


　以前、『戦車ルーク』の由ゆ良らと『僧侶ビシヨツプ』の草下さんから聞いた話だと、二年の『僧侶ビシヨツプ』花戒桃ももさんと一年の『兵士ポーン』仁村留る流る子こさんは匙を巡めぐって水面下で激げき闘とうを繰くり広げているらしい。


　花戒さんはシトリー戦で俺の血が入った血液パックを持っていた女の子だ。仁村さんは小猫ちゃんにやられた子。


　花戒さんはもともと木場のファンだった。しかし、現実と夢はキッチリ分けるタイプらしく、木場が高たか嶺ねの花だと気づいた花戒さんはいつの間にか、懸けん命めいにがんばっていた匙に心惹ひかれていたようだ。


　対する仁村さんは匙のサポートとして生徒会でも悪魔稼か業ぎようでも傍かたわらにいた。すぐ横にいたせいか、何事にも真ま面じ目めな匙のことが好きになっていたらしい。


　あいつも大変だねぇ。茶をすすりながら友の恋こい模様をうんうんうなずいていたら、『戦車ルーク』の由良がサイン色紙を取りだしてきた。


「兵藤、サインをくれないかい？」


「いいけど、俺のでいいのか？」


「もちろん。この間のバアル戦、記録映像で見て感動したよ。最高の殴なぐり合いだった」


　由良は俺のファンらしい。以前、由良たちと話したときに駒く王おう学園にいる男子悪魔──俺、木場、ギャスパー、匙のなかで誰だれが一番好みかという話題になり、俺だと言ってきた。泥どろ臭くさい男が好みなんだってさ。俺、泥臭いのか……。まあ、殴り合いばっかしているからその印象を持たれても仕方ないか。


　……ていうか、駒王学園だと女子人気が高い美少年顔の由良だけど、由良も美少女だよな。ちなみに『騎士ナイト』巡めぐりさんは「ギャスパー派」だそうだ。年下がいいってさ。


「年下はいいものよ」


　巡さん、生き真面目な顔で平然と言ってくれるぜ！


「私はやっぱり木場きゅんかな」


　草下さんは変わらず木場のファン。あと副会長の真しん羅ら椿つばき姫先輩も木場ファンだった。ファン度でいったら真羅先輩のほうが圧あつ倒とう的に濃こい。なんでも冥めい界かいでのゲームで木場に負けてしまったことで恋してしまったらしい。負けてから気づく恋ってやつなのかな？


「草下さん、今度、木場にキミのこと紹しよう介かいしようか？」


　俺の発案に草下さんは喜ぶ。


「本当!?　でも、副会長のほうを先に紹介してあげて。椿姫さん、本気で木場きゅんに恋しちゃってるから」


　あー、そうなんだ。先輩後輩の難しいところなんだね。


　って、なんで俺はイケメンの世話をしているんだ!?　いや、あいつ、モテる割に彼女いないから、ちょっとそういう友達心が湧わいたのかも。


　こんなふうに俺も生徒会の面々と打ち解け合っていた。話では両眷属、女子同士で交流も持ち始めたようだ。いい傾けい向こうだよね。せっかくこの学園に通う数少ない悪魔なんだから、交流を持つのはいいことだよ。


「兵藤くんが来ていたのですね」


　聞き覚えのある声に気づく。振ふり返るとソーナ会長だった。


「あ、お邪魔してます」


「ええ」


　俺のあいさつにクールに応こたえる会長。


「お客さんが来ているけれど、皆みんなに用事を頼たのみます。椿姫が部活棟とうで苦戦しているそうです」


「「「はい！」」」


　会長の命令を受けて、皆返事をした。


「兵藤くん、またね」


　そう告げて皆が生徒会室をあとにしていく。残ったのは俺と──会長だけだった！


　……ソーナ会長と二人きりになるなんて初めてかも！　き、緊きん張ちようするな！　途と端たんに静せい寂じやくに包まれる生徒会室。ソーナ会長は自分の席に座り、書類に手をつけはじめた。


「…………」


　場違いを感じ、退室しようかなと思ったときだった。ふいに会長が言う。


「リアスに告白したようですね」


　──っ。その話題に入りますか。


「リ……部長から聞いたんですか？」


「ええ、いちおう、彼女とは幼い頃ころからの友人ですから。最近は通信用の魔ま方ほう陣じん越ごしに惚のろ気け話ばなしを聞かされます」


　マジか!?　そ、それはなんとも……。


「ハハハ……、そ、それはどうも」


　引きつった笑えみの俺に会長は真まっ直すぐに視線を送りながら言った。


「あなたは私ができそうになかったことをすべて叶かなえるのね」


「……どういうことでしょうか？」


「婚こん約やく──ライザー・フェニックスの件、木場祐斗くんの件、ギャスパーくんの件、小猫さんの件、朱乃の件、……リアスが抱かかえていたものをあなたが全部軽くしたの。……私はあなたよりも長くリアスのそばにいながら、友人でありながら、何もできませんでした。『上級悪魔だから』『悪魔のしきたりだから』と、概がい念ねんに捕とらわれ、それらの壁かべを私は越こえられなかった。……周囲の視線と自分の立場を鑑かんがみて、何もできなかったのです」


　……ソーナ会長は会長なりにリアスをとても心配していたってことだな。当然か。二人は小さい頃からの友達なんだから。


「あなたはそれらを意にも介かいさずに解決していった。私はそれがたまらなくうれしくて……、たまらないほどに妬ねたみもしたわ。私にできないことをあなたは全部解決してしまうのだもの。だからこそ、お礼を言いたいのです。──リアスを救ってくれてありがとう」


　会長は息を吐はくとクールな表情を緩ゆるめる。


「ねえ、兵藤くん……いえ、プライベートのときはイッセーくんでいいのかしら？　リアスをよろしくお願いします。わがままで直線的で短気なところもあるけれど、誰よりも繊せん細さいなのよ。そばで支えるヒトが必要です。だからこそ、あなたにお願いしたいの」


「はい！　リ……部長のことは俺にお任せください！」


　当然じゃないですか！　リアスは大切なヒトです！


「私と二人のときはリアスのこと、名前で呼んでいいわ。彼女の想おもい人なら、私にとっても友人も同じなのだから。そうね、私のこともソーナでいいわ」


「そ、それは恐おそれ多いというか……！」


　俺の言葉を聞いて、会長は嘆たん息そくした。


「……あなた、プライベート時にリアスと朱乃から、話し方について不満を漏もらされたこと多いでしょう？」


「え!?　ど、どうしてわかるんですか!?」


　エスパーですか、会長は!?　なんでわかったんだ？　俺の反応を見て、会長はおかしそうに小さく笑った。あ、かわいい笑い方をするヒトだなって思ってしまった。普ふ段だんクールだから、ギャップにやられそうになった。なるほど、匙が惚ほれるのもわからなくもない！


「公私をわけて女性に接する男性のほうが素す敵てきってことです」


「は、はぁ……、そういうものですか……」


　会長は息を吐くと一言漏らした。


「私も彼氏作ろうかしら」


　おー、これは新しん鮮せんな言葉をいただきました！


「匙とか、どうなんでしょうか？」


　俺の提案。あいつは脈ありなのかな？　会長は首をかしげる。


「弟、といったところかしら。それに彼を慕したう眷けん属ぞくの子たちがいるのだから、手なんて出せないわ」


　あー、これは現時点で脈ねぇや。匙、おまえの想いは遠いかもしれんぞ！


「それとゲームですが、見事でした。あのサイラオーグ・バアルを倒たおせるなんてあなたの成長ぶりには驚おどろかされるばかりです」


「い、いえ、ありがとうございます。でも、四人がかりでやっと倒せましたし……。本当に強敵でした」


「だとしても、結果としてあなたたちの勝利です。見事としか言えないわ」


　きょ、今日はたくさん褒ほめてくれるな。なんだか、新鮮だ。


　でも、会長のところもすごいんだよな。まだ眷属が完全にそろったわけじゃないのに、大公家のヒトをゲームで倒したんだからさ。それだけゲームのルールと会長の戦術がガッチリとハマッたんだろうな。俺たちとは対照的なチームだ。


「ともかく、リアスをよろしくね、イッセーくん。それと、昇しよう格かくの推すい薦せんおめでとう。私からもお祝いを言わせてもらうわ」


「ありがとうございます！　リアスも試験もお任せください！」


「そうね。期待しています。──がんばりなさい。中間テストもね」


　微笑ほほえみを見せてくれたソーナ会長。あのクールな会長のこんなにもかわいい笑顔を見られるなんて、打ち解け合ってきた証しよう拠こなのかな。


　なんだか、会長にもお祝いしてもらってうれしい限りだ。


　よし、気き合あいを入れ直したし、中間テストも昇格試験もやってやるぜ！





　　　　─○●○─





「そう、ソーナとそんなことを話したのね」


　夕食後のリビング。俺はくつろぎながらリアスに昼間の出来事を話していた。


「ひとつ疑問に感じたんですが、ソーナ会長も婚約相手──許嫁いいなずけさんがいるのでは？」


　なんてことをリアスに訊きいてみる。ソーナ会長も上流階級だから、許嫁がいて当然だよね。


「いたわ」


「『いた』？」


「彼女も私と同様、解消したのよ。少し前のことよ。なんでも勝ったら破談、負けたら即そく退学と即結婚を条件にチェスの十番勝負を申し込んだそうなの。自分よりも頭の回らない男と一いつ緒しよになりたくないという思いがあったみたい」


　そんなことがあったのか。だから、彼氏を作ろうかなーって言ってたわけだ。現在、フリーだから。


「結局、その勝負に勝って破談ってことですか」


　俺の言葉にリアスはうなずいた。


「圧倒的な全勝で相手の男性のプライドを粉々に砕くだいたようね。あの次期大公シーグヴァイラ・アガレスに戦術で勝ったソーナだもの、並なみ大たい抵ていの者では勝てないわよ。私もいまの彼女とのチェス勝負では負け越こしそうだわ」


　それほどか。パワー勝負なら、シトリー眷属に負けないだろうけど、戦術メインのレーティングゲームだったら……。まだあちらは眷属全員がそろっていないわけで。それがそろったらすごいことになるんじゃ……？　少なくともあと『兵士ポーン』数名、『騎士ナイト』と『戦車ルーク』は各一名ほど枠わくが残っているわけだしさ。


　そんなことを思っていたらちょうどそのことをリアスは口に出した。


「そういえば、新しい『騎士ナイト』と『戦車ルーク』のアテができたとソーナは言っていたわね。交こう渉しようしてみるそうよ」


　おおっ、ついにシトリー眷属も戦力増強か！　戦術家たる会長のことだから、クセのある眷属だったりして。いやいや、案外パワータイプを補強するのかも。美少女だったらお近づきになりたいもんだ！　などと、シトリーの新眷属（仮）を妄もう想そうしていたら、


「さて、イッセーさま」


　レイヴェルが両手にいっぱい教科書などを持って現れた！　リビングのテーブルに「ドスン！」と大量の本が置かれていく！　積み重なった本の山を前にレイヴェルは言う。


「今日も昇格試験用の教科書、参考書をできる限り集めました！　あと、駒王学園の中間テスト用の教材もバッチリですわ！」


　この子は手て際ぎわがいいというか、準備が良すぎる！　毎日参考になりそうな本をどこかからしこたま集めてくるんだもんな！


「あらあら、試験勉強の時間ね」


　朱乃さんが来て、


「おー、勉強タイムか。今日もテストの勉強をしなきゃね」


「私もやりまーす」


「私もお勉強します！」


　ゼノヴィア、イリナ、アーシアのトリオも参戦した。


　こんなふうに毎日この時間帯に皆で勉強をしている。俺と朱乃さんは中間テストと昇格試験の両方。他のメンバーは中間テストの勉強。


　少ししたら、木場もこの勉強会に来るんじゃないかな。


「では、今日も勉強しましょうか」


　リアスが俺の隣となりに座って、教科書を開いた。──と、彼女はきょろきょろと誰だれかを捜さがしている様子だった。


「小猫はまだ調子が悪いのね？」


　確かに小猫ちゃんがいない。最近、調子が悪そうだったもんな。


　そのようなわけで小猫ちゃん抜ぬきで勉強会は開始される。








「……あー、やること多すぎかも」


　勉強会を終え、さらに悪魔の仕事も終えた俺は自室のベッドで突つっ伏ぷしていた。


　疲ひ労ろう困こん憊ぱいというか、精神的な負担のほうが大きいな。悪魔の仕事中にも単語帳片手に自転車漕こいでたしさ……。夜目の利きく悪魔で良かった。


　……このあとも遅おそくまで勉強です。どちらも試験が近いから、限界まで挑ちよう戦せんするってことになったんだ。まあ、悪魔だし、体力には自信はあるから保もつんだろうけど、試験がふたつもあって、覚えることも多くて頭がパンクしそうで怖こわい。


　いまリアスたち女性陣じんは深夜の勉強会前に英気を養う夜食作りをしていた。リアスは毎日遅くまで勉強に付き合ってくれる。本当にいい女だ！　まあ、日中教室を抜け出て保健室で眠ねむったりしているようだけど……。それでもいい女さ！


　……告白しあった仲だけど、どこまで有効なのかハッキリ聞いたほうがいいよね？　俺だってあまーい生活に憧あこがれているんだよ！　こういう勉強をしていると、ほっぽり出してリアスとエロエロなことがしたいって思っちゃうよ！


　あー、キスはＯＫ？　じゃあ、それ以上は？　エッチなことも……。いやいや、いまは試験のための勉強中だ！　よこしまな感情は捨てて、賢けん者じやの精神で勉強に励はげもう！


　……でも、受かったらエッチなこともＯＫとか、そういうご褒ほう美びはないのだろうか？


　あ！　つーか、元浜のゲットしたＤＶＤを松田の家で観賞するイベントはどうなった!?


　やっぱり、無効ですか!?　うわぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁぁぁあああああっ！　見たいよ！　チョー見てぇぇぇぇぇぇぇっ！　なんで俺だけ見られないんだ！　不公平だ！


　一度湧わき上がったエロい思いは俺のなかで膨ふくらむ一方だった！　溜たまってんな俺！　うぅ、不健全だ！　ここはひとつ深夜の勉強会前に青春の猛たけりを発散しようかな……。


　と、ベッド下の収納スペースのさらに奥に隠かくしたエロ本を取ろうとしたときだった。


　部屋の扉とびらの開く音が聞こえてくる！　──っ！　誰だ!?　リアスか!?　アーシアか!?


　振ふり向くと──そこには白しろ装しよう束ぞく姿の小猫ちゃん。猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを出してる。猫ねこ又またモード？　どうしてこんな深夜に？　悪魔の仕事も今日は体調不良で休んでいた。最近、不調のようだからね。風か邪ぜではないし、仙術の練り方が悪いわけでもなさそうって話だけど……。


　小猫ちゃんは真っ赤な顔をしていた。……若じやつ干かん、艶つやのあるような……。


　小猫ちゃんは俺に近づいてくると、恍こう惚こつとした表情のまま白装束の裾すそをたくし上げた。


　そこには──。


　…………。


　はいてない！


　小猫ちゃんのノーパン姿にあんぐりと口を開いたまま、ふさがらない俺。


　だ、だ、だって、ノ、ノ、ノーパン……！　小猫ちゃんは白装束をはだけさせると、ベッドに上がってきて俺に抱だきついてくる。荒あらい息づかいとほんのり汗あせばんだ小こ柄がらだけどやわらかい体が俺を襲おそう！　小猫ちゃんは耳元にこう囁ささやいた。


「……先せん輩ぱい……切ないです」


　そんな官能的な台詞せりふを言うと俺の手を取って、自分の胸に当てる。むにっと小さいけど、確かなやわらかさが俺の手に伝わってきた。途と端たんに小猫ちゃんは口から甘いあえぎ声を発する。


「……にゃぁぁ……」


　──っ！　どうしたどうしたどうしたどうした!?　小猫ちゃんに何があった!?　いきなりのエロ展開に混乱する俺！　あまりにもあり得ない小猫ちゃんのエロい行動に俺は当とう惑わくを隠せないでいた！　あの小猫ちゃんがリアスや朱乃さんみたいなエロエロなことをしてくるとは！


　ざらっとした猫特有の舌した触ざわりが俺の首を伝っていく……！　小猫ちゃんに首筋をなめられた！　なんだ、この舌使い！　エロすぎんだろう！


　小猫ちゃんは切なそうな瞳ひとみを浮うかべたまま、小さく声を漏もらす。


「……先輩の……あ」


「あ？」


　訊く俺に小猫ちゃんはハッキリと告げてきた。


「赤ちゃんが欲ほしいです」


　…………。


　……………………。


　──あ、あ、あ、あ、ああ、あ、赤ちゃんっっ!?


　なんだそれなんだそれ！　いきなり、赤ちゃんをくれって！　まるでゼノヴィアみたいなことを小猫ちゃんが！　あの小猫ちゃんがエロエロな表情を浮かべて！


　小猫ちゃんはさらに白装束をはだけさせ、もはや全ぜん裸らにも等しい格好で俺に覆おおい被かぶさってきた！　小振りな生なま乳ちちが眼前にぃぃっ！


　とんでもないことになってる！　エッチなことを妄想していた俺のもとに小猫ちゃんが突とつ然ぜん現れて「赤ちゃんが欲しい」と言ってきた！　官能的でエッチすぎる展開だ！


　けど──、小猫ちゃんの様子はどこかおかしい。熱を帯びた表情。瞳に少しだけ陰かげりが見える。


　……ちょっと普ふ通つうじゃない現象が起こっているのではないかと思い始めたときだった。


　ガチャリと部屋の扉が開かれ、リアスが入室してきた！


　うわぁぁぁぁぁぁっ！　俺と小猫ちゃんのこんな姿を見られてしまった！


　リアスはこの光景を見るや否いなや、ずかずかと足音を立てて勢いよく俺と小猫ちゃんに迫せまってくる！　うわっ、怒おこった!?　殺される!?　などと思ったが──。


　リアスは小猫ちゃんの首元に手を当て、次に瞳を覗のぞき込んで、最後に胸とお腹なかにも手を当てた。


　しばし考え込むリアスは何か思いつくとケータイを取りだした。リアスが俺に言う。


「……テニス部部長の安あ倍べさん、覚えているわよね？」


「え……？　え、ええ、魔ま物もの使いの先輩ですよね？」


　幻想壊こわしの雪女──ゴリスティの飼い主だ。あの高飛車なテニス部の先輩。


「彼女を呼ぶわ。安倍さんなら私たちよりも猫又の体調について詳くわしいはずよ」


　リアスの様子は真しん剣けんそのものだ。俺と小猫ちゃんがエッチな展開になっていたことを微み塵じんも咎とがめるつもりはなさそうだった。小猫ちゃんの様子のほうが気になるってことだな。


「あ、あの、小猫ちゃんはいったい……？」


　問う俺にリアスは言う。


「……とにかく、専門のヒトに診みてもらいましょう」


　何かを得心しているようなリアスの口ぶりだけど……。リアスは安倍先輩に電話をしたのだった。


　……小猫ちゃんに何が起きた？




　Life.2　無限と中級悪あく魔まの試験です！







「猫又の発情期ってことか」


　他のメンバーから連れん絡らくを受けて駆かけつけた先生が、事情を聞いて開口一番にそう言った。


　あのあと、安あ倍べ先輩を呼んで小こ猫ねこちゃんを診てもらったら、そう診しん断だんされたんだ。


　──小猫ちゃんは子孫を残したいという本能の状態になっている、と。


　小猫ちゃんは自室で落ち着いて眠ってる。安倍先輩が特別に気分を和やわらげる薬を調合してくれたんだ。それが効いたようだ。さすが魔物使い。魔物や妖よう怪かいの知識が豊富だ。


　俺たち兵ひよう藤どう家に住む眷けん属ぞくと先生は例のＶＩＰルームに集まっている。


「発情期、か……」


　俺はぼそりとそう漏らす。


　猫のと同じ？　まあ、猫の妖怪だもんな、猫又って。だから、あんなに官能的な状態で俺に迫ってきた？


　先生が続ける。


「猫又の女は体が子供を宿せるようになってしばらくすると一定周期で発情期に入る。ようは猫又の本能が働いて子孫を残すために子作りしたくなるんだよ。その辺は猫と同様だな。で、猫又の女の特性上、相手は気に入っている異種族の男ってわけだ。つまり、おまえだ、イッセー」


　お、俺ですか……？　自身に指をさす俺だが、先生はこくりとうなずいた。


「小猫はレアな猫又──猫ねこ[image: ]しようだ。子孫を残すのはいいことだと思うぜ。それが赤せき龍りゆう帝ていとの間の子供なら万ばん々ばん歳ざいだ。だが、ちょっと今回はな……」


　先生は息を吐はいたあとに言った。


「小猫はまだ小さい」


　……そうだな、おっぱい小さいもんな。リアスと朱あけ乃のさんの乳を見ながら俺はそう感じていた。それに気づいたのかリアスは嘆たん息そくした。


「もう、体のことよ」


　ですよね！　乳ばかり見ていてすみませんでした！　眼がん福ぷくです！


「小猫ちゃんが小柄ってことですか？」


　俺の言葉に先生が説明をくれる。


「ああ、猫[image: ]の出産は心身共に成熟した状態でないと、危険を伴ともなう。人間界でも出産は母ぼ胎たいにとって大変なことだろう？　小猫はまだ未成熟だ。いまのままでイッセーの子を宿したら出産の際に母子共に耐たえられずに死ぬ可能性が高すぎる。それらを含ふくめ、もう少し成長してからのほうがいいだろう」


　以前、小猫ちゃんは自分の体は小さいけれど、子供は作れると言ってた。あれは……無茶を口にしていたのか。確かに作れるだろう。でも、母子の危険が伴う──と。体は完全に整っていなかった。だとしたら、本能的に発情期なんて来やしないんじゃないか？


　安倍先輩も小猫ちゃんの体を調べて、「塔とう城じようさんは身体的に発情期が来るのはちょっと早いのではないかしら」と漏らしていたという。


「けど、それなら猫[image: ]の本能で子作りできないと判断してもおかしくないですよね？　どうして小猫ちゃんは……」


「ここに住む女としてならわからなくもないですわね」


　そう言ったのは朱乃さんだった。朱乃さんに皆みなの視線が集まる。


「きっと、小猫ちゃんはイッセーくんとリアスの関係を見て、感情が高まったのだと思いますわ。つまり、『私も負けられない』、『次は私だ』と強く心に思ってしまったのでしょうね」


　──っ。俺と……リアスの関係？　リアスと顔を見合わせる俺。俺たちの告白とその関係を見て、自分も何かをしなくちゃいけないって思ってしまったってこと……？


　そ、それで、俺を選んだ？　それはとても光栄だ！　けど、いまの状態では小猫ちゃんの体に負担が大きい。小猫ちゃんを危険に晒さらすことなんてできるはずもない。


「私とイッセーの影えい響きようで体の準備が十分に整わないまま、発情期に入ってしまったのかしら……」


　リアスが気落ちさせながらそうつぶやいた。ちょっとショックを受けているようだ。


　自分の想おもいが大事な眷属である小猫ちゃんを必要以上に刺し激げきしてしまったと感じているんだろうな。


　俺も小猫ちゃんに気を遣つかっていれば良かった。もっとかわいがってあげるだけでも違ちがったんじゃないかな……。……でも、俺、リアスに告白したばかりで彼女にしか目が行ってなかったよ……。


　先生が場のなんとも言えない空気を察して、頭をぽりぽりかいた。


「何はともあれ、発情期を無理矢理抑おさえ込んでもな。薬で抑よく制せいし続けても今度は成熟したあとに本能が働かなくなる可能性も無いわけじゃない」


　それは確かに。いまは薬で落ち着いているけど、こればかりに頼たよって小猫ちゃんの体を壊すわけにはいかない。


　先生は俺に指を突つきつけて告げた。


「一番いいのは、小猫の状態が完全に落ち着くまでイッセー自身が耐えることだ」


「お、俺ですか？」


「そうだ。万年発情期のおまえにはおいしい場面かもしれないが、あいつの体を想うなら小猫の誘ゆう惑わくに耐えろ。おまえが抱いたらあいつが死ぬかもしれないと思えば耐えられるはずだ」


　そ、それはそうなんでしょうけど……！　女の子にエッチなことを求められて興奮しない男はいないというか……！　つまり、生殺し状態に耐えろということか！


　……えらいことになりそうだ……ッ！　おいしいようですごく辛つらい日々！　想像するだけでうれしさ半分、辛さ半分ってところだな……。


　難しい顔で首をひねる俺の手をリアスが握にぎる。


「お願いイッセー。小猫の誘惑に負けないで。子作りしちゃダメよ？　だいたい、私だってまだ……」


「そ、そうですね。俺！　誘惑に負けず、小猫ちゃんが落ち着くまで耐えてみせます！」


　愛いとしの女性に懇こん願がんされちゃ俺だって気き合あいを入れるしかない！


「無事に耐えてくれたら、私がご褒ほう美びをあげるわ。ね？」


　──っ！　マジか！　突然の条件に驚おどろく俺！


「本当ですか!?」


「ええ、本当よ。イッセーのことだからエッチな要望でしょうけれど。うふふ」


　微笑ほほえみを見せてくれるリアス！


　なんてことだ！　小猫ちゃんの誘惑に耐えればリアスからのご褒美がいただける！


　いや、それも大事だが、大切な後こう輩はいの体を守るため、スケベ心を一時封ふう印いんして臨のぞまないといけない！　エロエロな俺にとってそれはとてつもなく難易度の高いことかもしれないが……、それでもこのヒトが──リアスが望むのであれば俺は……っ！


　リアスの手をそっと握り返す。


「わかりました。俺、ご褒美のために耐えます。いえ、それ以前にあなたのためにも、小猫ちゃんのためにも耐えきってみせます！」


「ええ、それでこそ私の愛しいイッセーだわ」


「はい、もちろんです」


「…………」


「…………」


　しばし、見つめ合う俺とリアス。ああ、俺の愛しい女性……。気持ちもきっとお互たがいに通じ合っているはずなんだ……っ！　あの日の告白、俺は一生忘れない！　このヒトと俺の想いは一いつ緒しよ──。


「おらおら、バカップルが暑苦しいぞ」


　ハッ！　先生の一言に俺とリアスは見つめ合いすぎているのに気づいた！　パッと手を離はなす！　顔が一気に赤く上気していくのがわかった！


　…………いやはや、ハハハハ、ついつい、ね！


「見せつけやがって。そういうのは二人だけのときにやれってんだ。なあ、おまえら？」


　先生がアーシアたちに話を振ふるが──。


「いえ、お二人の様子は安心して見てられるというか」


「いいなーと思いつつも二人の仲を見守れる安あん堵ど感は癒いやされるぞ」


「そうねぇ、決着するまで案外長かったものねぇ。見つめ合ったとき、二人の間に演出的なお花が満開だったような気がするわ！」


　アーシア、ゼノヴィア、イリナの教会トリオはうんうんうなずきながら、そんな恥はずかしいことを言ってくれる！　やめて！　改めてさっきの場面を思い返すと恥ずかしくてこの場から逃にげたくなるから！


「うふふ、浮うわ気きへのポイントがまたひとつ高まりましたわ」


　意味深な笑えみを浮うかべる朱乃さん！　なんですか、その魅み力りよく的で怖こわいポイントは!?


「いまの場面を録画してライザーお兄さまに見せたら悶もん死ししそうですわね。うふふ」


　レイヴェルもお兄ちゃんいじめをしちゃいけません！


「……ったく、いい女たちに恵めぐまれているな、イッセーは。それとついでの報告だ。──朱乃」


　先生が朱乃さんに話題を振る。


「バラキエルは承しよう諾だくした。俺もそれでいいと思う。あとはおまえの意志しだいだ」


「父が……そうですか。わかりました。これ以上、眷属に迷めい惑わくはかけられませんものね。──ギャスパーくんもがんばっているのですもの、私も近くに必ず」


　朱乃さんの決意に満ちた表情。リアスは知っているような顔ぶりだった。……朱乃さん、お父さんに何か頼たのんだのかな？


　先生は朱乃さんの言葉を聞いてうなずいた。


「わかった。──と、それは置いておくとして、他の皆もちょっといいか」


　先生が改まった声こわ音ねで俺たちを見み渡わたす。


「明日、この家に訪問者を呼ぶ予定だ。リアス、それについての了りよう解かいを取りたい」


「あら、初めて聞いたわ。突とつ然ぜんね」


　俺も初めて聞いた。てか、この家の決定権がすでにリアスのもとにあるんだね……。まあ、これだけ大改築してリアスの好き勝手な造りになっていれば当然か。


「ああ、ちょっと、な」


　先生の表情はいつになく真しん剣けんそのものだった。


「おまえたちはその訪問者に確実に不満を漏もらす。いや、そいつに対して殺意を抱いだいてもおかしくないはずだ」


　──っ！　そ、そんなにですか……？　殺意って、どんだけの相手が来るってんだ？


　先生の発言に皆一様に顔を見合わせて驚いていた。当然だろうな。不満は確実で殺意まで抱く相手だなんて……。


　ふいに頭を過よぎるのは──ヴァーリチームだが。


「イッセー、おまえがいま頭に過ぎった集団があるだろう？　それで半分正解だ」


「──っ！　先生、ヴァーリたちがまたここに？」


　ロキ戦のときに奴やつらはここを拠きよ点てんに動いていた。あのときは一時的な協力関係だったので争いはしなかったけど……。俺たちは基本敵同士。次に会えば殺し合いを始めてもおかしくない関係ではある。


　だが、あいつらと何回か会っているけど、会ってすぐに殺意を抱くってほどでも……。


「ヴァーリはテロリストですもの。一時共きよう闘とうしたけれど、ここにもう一度用があるというのなら、戦う準備ぐらいはして当然だわ。けれど、極きよく端たんな話、すぐに殺意を抱くというのはないのではないかしら。話では京都でもイッセーたちを助けてくれたみたいだし、私個人の見解では、敵だけれど英えい雄ゆう派ほどの危険性はないと思うわ。会うぐらいならまあ……警けい戒かいは最大でおこなうけれど」


　俺の思いと一緒だったのか、リアスもそのようなことを口にする。


　リアスの意見に先生は息を吐はきながら、頰ほおをかく。


「まあ、ヴァーリチームに関してはおまえたちも曖あい昧まいな立ち位置であることは認にん識しきしているだろう。ただな……。いま言ってもしょうがない部分があってな。明日の朝まで待ってくれ。それでわかる。だが、俺の願いとしては決して攻こう撃げきを加えないでくれ。それだけだ。話だけでも聞いてやればそれで十分なんだ。──うまくいけば情勢が変化する大きな出会いになるかもしれない。俺も明日の朝、もう一度ここに来る。──だからこそ、頼む」


　頭を下げる先生。……そこまでの相手？　訝いぶかしげに思う俺たち。ど、どれだけの者が来るってんだ？　しかも話から察するにヴァーリチームと共に来る……？


　疑問と不安を感じつつも、次の朝、俺たちは「それ」と出会うことになる。





　　　　─○●○─





　次の朝。インターホンが鳴らされ、ドキドキしながら出てみると──。


　玄げん関かん前に立っていたのは黒いゴスロリ衣い装しようを着た細身の女の子。


　──っ。見覚えがあった。いや、忘れるはずがねぇ……ッ！　忘れてたまっかよ！


　その女の子は一言だけ簡素に漏らした。


「久しい。ドライグ」


　俺は一歩後退し、指を突きつけた！


「オ、オ、オ、オ、オ、オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ、オーフィス!?」


　俺の叫さけびが家中に響ひびき渡るレベルで発せられるっ！　な、な、な、な、な、なんてこったぁぁぁぁぁっ！　驚きなんてもんじゃねぇっ！　予想外なんてもんじゃねぇっ！


　冗じよう談だんじゃねぇやっ！　天地がひっくり返るほどの衝しよう撃げきだぞ、おいっ！


　玄関に集まっていた眷けん属ぞく全員がすぐさま臨戦態勢に入る！　俺も籠こ手てを出現させ、禁手バランス・ブレイカーのカウントを始めるか否いなかという状態になった！


　当たり前だろう！　こ、こ、こ、こいつはッ！　各勢力にケンカをふっかけている『禍の団カオス・ブリゲード』、それのトップ！　ラスボスみてぇなもんだぞ!?　ここに現れるなんて卑ひ怯きよう！　いや、あり得るはずがねぇんだっ！


　世界最強の存在であり、全勢力にとってのラスボスでもあり、無限の無敵なんだろう!?


　それがなんで俺の──兵藤家を訪問してくるんだよ!?　俺の家はそこまで有名ですか!?


　ラスボスがお宅訪問するほどに最重要拠点かよ!?


　オーフィスの突然の登場に謎なぞと疑問が多数生まれるものの、どうにかしてこの場を乗り切らないといけないという気持ちが大きくなる！


　そんななか、先生が俺たちとオーフィスの間に入った。


「ほらほらほら！　昨夜ゆうべ言ったじゃねぇか！　誰だれが来ても殺意は抱くなってよ！　攻撃は無しだ！　こいつもおまえらに攻撃をしかけてはこない！　やったとしても俺たちが束になっても勝てやしねぇよ！」


　先生の言葉にリアスが激げき昂こうする！


「いくらなんでもこれは非常識だわ、アザゼル！　そのドラゴンは各勢力に攻撃を加えるテロリスト集団の親玉！　悪あく魔まの世界にも多大な損害を出しているいわば仇きゆう敵てきなのよ!?　どうしてあなたがその怨おん敵てきをここに招き入れるの!?　同盟にとって重要な場所となっているこの町の、しかもこの家に！　オーフィスがここに入れたってことは、ここを警備する者たちをも騙だまして入れたってことよね!?　どうしてそこまでして！」


　リアスの言う通りだ。この町は天界、冥めい界かいが協力関係を取り、他勢力との交こう渉しようの場にも使われる最重要の場所。天使、堕だ天使、悪魔のスタッフが俺たち以外にも複数入り込んで場を維い持じしているところでもある。


　そこにこいつが入れたというのは、先生がスタッフたちを説得したか、騙したのだと思う。イリナが面食らっている様子から天界からの事前報告はなかったのだろう。もちろん、悪魔サイドからも連れん絡らくは来なかった。これだけの相手が来るなら事前にサーゼクスさまからの連絡があってしかるべきだと思う。それがなかった──。


　つまり、先生はサーゼクスさまやミカエルさんに黙だまってまで、オーフィスの兵藤家訪問を実行したと思われる。


　リアスはそれにすぐ気づき、先生とオーフィスに対して激昂したんだ。


　だって、これは──。


「協定違い反はんだわ、アザゼル！　堕天使サイドが魔王さまや天使長ミカエルに糾きゆう弾だんされても文句は言えないほどの！　誰よりも各勢力の協力を訴うつたえていたあなたが……」


　キレていたリアスはそこまで口にして、途と端たんに語気を鎮しずめていった。


　そして、息を吐く。


「……協力体制を誰よりも説いていたあなたですものね。このオーフィス訪問にそれがかかっていると判断したってことね？」


　リアスはそういう結論を口にしていた。……そうだよな。先生のことを今いま更さら疑う道理はないんだ。このヒトは最初出会ったとき、とても胡う散さん臭くさく、敵っぽかったけど、いまでは心底信しん頼らいできる堕天使の総そう督とくだ。このヒトのおかげで窮きゆう地ちを何度も突破できた。


　俺たちがここまで成長できたのも先生の知識と協力があったからこそ。


　誰よりも面めん倒どう見みのいい先生が俺たちまで裏切るなんてことはあるはずがないんだ。


　それをリアスは激昂しながらも、しだいに思いだしたんだと思う。


「ああ、すまんな、リアス。俺はこいつをここに招き入れるためにいろんなものを現在進行で騙している。だが、こいつの願いは、もしかしたら『禍の団カオス・ブリゲード』の存在自体を揺ゆるがすほどのものになるかもしれないんだ。……無む駄だな血を流さないために、それが必要だと俺は判断した。改めておまえたちに謝り、願う。──すまん、頼む。こいつの話だけでも聞いてやってくれないだろうか？」


　先生が再び俺たちに頭を下げる。……プライドの高いこのヒトがここまでするんだ。きっと、大きな意味を持つんだろう。


「俺は先生を信じます。俺がここにいるのは先生のおかげですから」


　俺はそれだけ言い籠手を消した。眷属の皆みなも顔を見合わせつつも手に持っていた武器をしまった。


「……先生にはいつも世話になっている。オーフィスにいますぐにでも斬きりかかりたいところだが……我が慢まんしよう」


　ゼノヴィアは腕うでを組んで瞑めい目もくした。


「……ミカエルさまに黙ってまでオーフィスを……私としては正直どうしたらいいかわからないけれど、アザゼル先生とリアスさんたちを信じるしかないわ」


　イリナも複雑な思いを抱きつつも了りよう承しようした。立場的には天界スタッフ代表のこいつが一番苦しいとは思うが、あえて呑のんでくれたようだ。俺たちと先生に信頼を寄せてくれている証しよう拠こだろう。それがうれしかった。


「もとより、私はイッセーさんとリアスお姉さまを信じるだけです」


「右に同じですわ」


　アーシアもレイヴェルも了解してくれた。


　まだここに来ていない木き場ばとギャスパー、寝ね込こんでいる小猫ちゃん、北ほく欧おうに一時帰き還かんしているロスヴァイセさんも同じ気持ちを抱いてくれると思う。


　ため息を吐つくリアスは先生に訊きく。


「それで、上にあげてお茶でも出せばいいのかしら？　オーフィスだけなの？　例のヴァーリチームは？」


　そう訊くと──玄関前に光が円形に走りだし、小さい魔ま方ほう陣じんが出現する。


　そこから現れたのは──魔法使いの被かぶるようなとんがり帽ぼう子しにマントという出いで立ちのヴァーリチームの魔法使いルフェイと、灰色の毛並みを持つ大型の犬だった。


　ルフェイはともかく、こちらの灰色の犬は……。見覚えがある！　てか、この見られただけで寒気がする感じは忘れられるものじゃねぇっ！　相当サイズが小さくなっているが間ま違ちがいない！　──神喰狼フエンリルだっ！　神をもその牙きばで食い殺すっていう神殺しの狼おおかみ！　そういや、ヴァーリチームにくだったんだっけか……。


「ごきげんよう、皆さん。ルフェイ・ペンドラゴンです。京都ではお世話になりました。こちらはフェンリルちゃんです」


　物もの腰ごしやわらかく、ご丁てい寧ねいにあいさつをくれる魔女っ子。……フェンリルも彼女に懐なついているようでこちらに敵意を向けてはいないようだ。それでも伝説の魔物だから十分に怖こわいけどね！


　さらに魔方陣がもう一度展開するとそこからグラマーなお姉さんが登場する！　そいつは出てきた途端に俺に抱だきついてきた！


　むにゅんっ！　と、豊満なお乳ちちの感かん触しよくがっっっ！


「おひさ～赤龍帝ちん！　相変わらずおっぱいが好きなのかにゃ～？」


　小猫ちゃんのお姉さん、黒くろ歌かだった！　クソ！　乳の感触が最高じゃねぇか！


「黒歌かよっ！　ど、どういう組み合わせだっ！」


　他ほかには登場する気配はないから、ヴァーリチームからはこれで全部か？　ヴァーリや美び猴こうは来ず、女性だけのメンバーで来たってことかな？　あのどデカいゴーレムはいないよね？　さすがに大きすぎて家に入らないからさ！


　黒歌に抱きつかれる俺をじっと真まっ直すぐに見つめてくる──オーフィス。


　オーフィスは一言だけ漏もらす。


「話、したい」


　先生も念を押してくる。


「お茶してやれ。このセッティングをするため、俺は他の勢力を騙しに騙してんだからな。これがバレて悪い方向に進んだら、俺の首が本当の意味で飛ぶんだよ」


　……わーってますよ。やりますやります。お茶でもなんでもしますよ。


　…………天国のおじいちゃん。俺って本当にいろんなことに巻き込まれます。


　ついに最強の存在とお茶だそうです……。








　……例のＶＩＰルームに集つどう、異様なメンツ。


　俺たちグレモリー眷属（木場とギャスパーが駆かけつけるも小猫ちゃんは部屋で休んでいるまま）＋イリナ、レイヴェル、先生、そしてヴァーリチームのルフェイ、フェンリル、黒歌、今回の主役オーフィスという普ふ通つうでは絶対にあり得ない顔ぶれの集まりだった。


「お茶ですわ」


　朱乃さんが警けい戒かいしつつもヴァーリチームとオーフィスにお茶を淹いれる。ルフェイはお茶を口にして、黒歌はお茶ちや請うけのお菓か子しをもぐもぐ食べていた。フェンリルはルフェイの近くで寝ている……。緊きん張ちよう感ないね、あちらは……。


　木場も合流してうしろに待機している。表情はいつもと変わらずだが、感覚を研とぎ澄すまし、何かあったらいつでも飛び出せる気配だった。


　ギャー助は小猫ちゃんのもとにいった。友達の小猫ちゃんが心配なんだそうだ。あいつが傍そばにいれば小猫ちゃんも幾いく分ぶんか落ち着けるだろう。


　俺は隣となりに座る先生に耳打ちした。


（……具体的にどうすればいいんでしょうか？）


　当然の質問だった。先生は俺たちにこいつの話を聞いてくれと頼たのんできた。でも、どんな接し方で事を進めればいいか皆かい目もく見当もつかない。


　眷属の皆も顔をしかめ、緊張した態度でこの場に列席している。


　だって、何が原因で超ちよう次元バトルが始まるかわからないじゃないか！　そうしたら、この家をはじめ、町まで吹ふっ飛ぶと思うんだ。……俺たちだって全ぜん滅めつ確定だろうし。


　先生が不安がる俺に返す。


（奴やつは、おまえに興味を持っている。とりあえず、質問されたら返せ。あいつを理解するいい機会だ）


（って、言われましても！　あ、あいつ、テロリストの親玉で世界最強のドラゴンなんでしょう……？　しかも先生やサーゼクスさまよりも強いって！）


　先生がついていてくれても全然不安が取れないんですよ！　戦せん闘とうになったら、俺たちと一いつ緒しよに死にますよね、あなたも!?


（暴れることはしないだろうよ。あれはヴァーリや曹そう操そうに比べたら好戦的な意志は無いに等しい。グレートレッド以外にはそう攻こう撃げきを加えるもんじゃないだろう。おまえは各勢力の代表として会談をするってことだ。いいか？　とにかく、いいお茶会にしとけ！　いいな！）


　そう言われてもな……。俺は頰ほおをポリポリとかいて当とう惑わくするしかなかった。つーか、ダブル試験が控ひかえているのに、何やってんだ俺たちは……。イベントが起こりすぎだろう！


　これも赤龍帝の力が呼び込むものなのか？　……そうなんだろうな。事実、こいつは俺に興味を持って来たってんだからさ。


　俺の力はついに最強の存在まで引き込みましたか。こりゃ、いよいよ持って深刻なレベルになってきたのかも……。


　などと嘆たん息そくしながら思っていたら、オーフィスがじっと俺を見つめてくる。


「…………」


　俺は口を引きつらせながら、笑えみを無理矢理浮うかべ、訊いた。


「そ、そ、それで、俺に用ってなんでしょうか……？」


　スマイルスマイル。怖がっちゃダメだ。俺の一言で全勢力に多大な迷めい惑わくとか危険すぎるだろう。変なことで冥めい界かいの歴史に名を残したくない！


『おっぱいドラゴンが人間界崩ほう壊かいの切っ掛かけになった』──なんて冥界の教科書に記述されたら、泣くぞ俺は！


　オーフィスはお茶を口にし、ティーカップをテーブルに置くと口を開いた。


「ドライグ、天てん龍りゆうをやめる？」


　…………。う、うーん…………。いきなり、わけのわからないところからボールを投げられた気分だ。俺は笑顔を絶やさないまま声をしぼりだす。


「……いや、言っている意味が……」


「宿主の人間、いままでと違う成長している。我、とても不思議。いままでの天龍と違う。ヴァーリも同じ。不思議。とても不思議」


　……俺とヴァーリの成長……？　それが不思議……？　オーフィスは続ける。


「曹操との戦い、バアルとの戦い。ドライグ、違う進化した。鎧よろい、紅色になった。初めて。我の知っている限り、初めてのこと」


　……紅色の鎧になったことは筒つつ抜ぬけか。次に曹操に遭そう遇ぐうしたときが怖いと先に思ってしまった。オーフィスはさらに続ける。


「だから、訊きたい。ドライグ、何になる？」


　と、首をかしげながら訊いてきた。あら、かわいい。などと思ってしまった！


　でも、どう答えたらいいか……。無我夢中で鍛きたえつつ、乳も求めたらそのようなパワーアップをしましたとでも言えばいいのか？


　たぶん、それはオーフィスが求める回答には繫つながらないかも。


　──と、俺の左腕に籠こ手てが勝手に出現した。……ドライグか？


　ドライグが皆に聞こえるように声を発した。


『わからんよ、オーフィス。こいつが何になりたいなどと、俺にはわからん。わからんが……おもしろい成長をしようとしているのは確かだ』


　おおっ、ナイスだ！　ドライグと会話を進めてくれたほうが楽すぎる！　ここは伝説のドラゴン同士で話に華はなを咲さかせてくれ！　ケンカしそうになったらフォロー入れるから、頼むぜ相棒！　オーフィスは俺の籠手に視線を移して話を続ける。


「二に天てん龍りゆう、我を無限、グレートレッドを夢む幻げんとして、『覇は』の力の呪じゆ文もんに混ぜた。ドライグ、なぜ、覇王になろうとした？」


『……力を求めた結果だろうな。その末に俺は滅ほろぼされたのだ。「覇」以外の力を高めることにあのときは気づけなんだ。俺の赤が紅くれないになれるなぞ、予想だにしなかった』


「我、『覇』、わからない。『禍の団カオス・ブリゲード』の者たち、『覇』を求める。わからない。グレートレッドも『覇』ではない。我も『覇』ではない」


『最初から強い存在に「覇」の理ことわりなぞ、理解できるはずもない。無限とされる『無』から生じたおまえと夢幻の幻想から生じたグレートレッドは別次元のものだったのだろう。オーフィスよ、次元の狭はざ間まから抜け出てこの世界に現れたおまえは、この世界で何を得て、なぜ故郷に戻もどりたいと思ったのだ？』


「質問、我もしたい。ドライグ、なぜ違う存在になろうとする？　『覇』、捨てる？　その先に何がある？」


　……質問を質問で返してやがる。てか、こいつらの会話、ちんぷんかんぷんだ。一いつ切さいわからねぇ！　ドラゴンの会話って理解しがたいものがあるよな。アルビオンもミドガルズオルムもヴリトラも玉龍ウーロンも自分のペース──自分の生きている時間で話しているような気がしてならなかった。


　普ふ段だんのドライグや元龍王のタンニーンのおっさんは人間くさいところもあるからわかりやすいっちゃわかりやすいんだけど……。こうしてオーフィスと話しているときのドライグを見ると、ドライグも俺とはまったく別の価値観を持つ存在なんだって思う。俺の知らない目線から語っているからなんだろうな。


「……実に興味深い。龍神と天龍の会話なんてそう見られるもんじゃない」


　先生は目を爛らん々らんと輝かがやかせて二体の会話を聞いていた。こういうの好きそうだもんな。


　まあ、ここは相棒に任せますよ。俺だとオーフィスの話についていけそうにないもん。


　そんな頼たよりがいのある相棒だと思ったのだが、次のオーフィスの質問を受けて様子は激変することに！


「ドライグ、乳ちち龍りゆう帝ていになる？　乳もむと天龍、超こえられる？　ドライグ、乳を司つかさどるドラゴンになる？」


　それを聞いたドライグは──過呼吸気味な様子となった！


『うぅ……こいつにまでそんなことを……。うっ！　はぁはぁ……！　意識が途と切ぎれてきた！　カウンセラーを！　カウンセラーを呼んでくれぇぇぇぇっ！』


　ヤバいっ！　精神的なダメージを受けすぎて、壊こわれ気味になってるぅぅぅっ！


　俺は懐ふところからお薬を出して、籠手の宝玉に振ふりかけた！


「落ち着け、ドライグ！　ほら、薬だ！」


　宝玉に薬をかけられたドライグは気持ちを和やわらげ、落ち着いていく。


『……あ、ああ……す、すまない……。この薬、き、効くなぁ……』


　……繊せん細さいすぎる……。ドライグ、本当に精神が疲ひ弊へいしているんだな。ゴメンね、本当にゴメンね！


「我、見ていたい。ドライグ、この所有者、もっと見たい」


　また俺をじっと見てくるオーフィス！


　……お、俺っスか……？　まいったな。無表情なのに瞳ひとみだけは興味の色になっているよ……っ！　先生は息を吐はいて、俺の肩かたに手を置いた。


「てなわけで、数日だけこいつらをここに置いてくれないか？　オーフィスはこの通り、おまえのことを見ていたいんだとよ。そこに何の理由があるかまではわからないが、見るぐらいならいいだろう？」


　ってなことを言われても……。テロリストの親玉でラスボスなこいつに興味の対象として見られるってのは……。


　助け船を出してもらおうとリアスに視線を送るが──。


「イッセーがいいなら、私はかまわないわ。もちろん、警戒は最大でさせてもらうし、何かあったら、全力で止めるしかないでしょうね。それでいいなら、私は……呑のむわ、アザゼル」


　──っ！　リアスはＯＫなのですか!?　……きっと、オーフィスの真意に興味を持ったのだと思う！　それによって、『禍の団カオス・ブリゲード』が瓦が解かいする糸口が見つかればそれに越こしたことはないもんな！　敵の親玉との話し合いだけでテロリスト組織を止められるなら、それが一番だ。無血で戦いが終わるなんて平和的でいいと思う。


　──けど、そんな簡単にあの曹操が諦あきらめるとは思えない。


　禁手バランス・ブレイカーの至り方を現状に不満を持つ神器セイクリツド・ギア所有者に教えることで、各地での暴動を煽あおった件もいまはいくつか事件が散見する程度で済んでいるようだけど……。


　そんなご時勢、オーフィスの意志は世界の動向を左右する。それを決めるかもしれないのが俺の……行動なのか？


　なんでこんな大切なことが俺に降り注ぐ!?　俺はただ単に皆みんなと仲良く暮らせればいいんだよ！　なんでどいつもこいつもトラブルというか、イベントを持ってくるんだか！


　俺は平和に生きたいだけなんだよぉぉぉっっ！


　……心のなかでそう叫さけんでみたものの、結局、俺が呑むしかないのは確実なわけで。


「……俺もＯＫですよ。ただ、試験が近いんで、そちらの邪じや魔まだけはしないでくれるなら」


　最低限の条件だけ出して俺は折れた。先生が俺の頭に手を置く。


「毎度悪いな、イッセー。大切な試験前だってのに、おまえに負担をかけちまって。──だが、これはチャンスなんだ。うまくいけば各勢力を襲おそう脅きよう威いが緩かん和わされるかもしれん」


　はいはい。がんばりますよ……。先生に頭を下げられちゃ、断れるわけないじゃないですか。あんたは、俺の恩人なんだからさ──。


「俺が言える義理じゃないが、オーフィス、黒歌、こいつらは大事な試験前なんだ。邪魔だけはしないでやってくれ」


　先生の願いに、


「わかった」


「適当にくつろぐだけにゃん♪」


　オーフィスも黒歌も了りよう解かいしてくれた。……本当に了解してくれているのか？


　怪あやしく半眼で二人を見る俺にルフェイが何かを突つきだしてきた。──サイン色紙だった。


　もじもじしながら彼女は言う。


「あ、あの！　この間のバアル戦！　感動しました！　差し支つかえなければ、サインをください！」


　……そういや、この子、俺のファンだったね。ハハハ、ヴァーリの仲間って、どいつもこいつもクソ強い奴らばかりなのに緊きん張ちよう感の欠片かけらも無いというか、変わった奴ばかりだ。


「へいへい」


　俺は苦笑いしながらルフェイのサインに応じたのだった。


　こうして、俺たちはとんでもない来客を迎むかえ入れ、試験日まで共に過ごすこととなった。





　　　　─○●○─





「…………」


　休日も試験勉強をしている俺たち。その様子を部屋の片かた隅すみでじーっと見てくるゴスロリ少女が一人。むろん、オーフィスなわけだけどさ……。


　あれから数日経過したけど、相変わらず広いリビングにて、部員の皆と共に参考書、教科書を広げて中間テストと中級悪あく魔まの試験勉強をしているわけだが……。リビングの隅っこでオーフィスがちょこんと座って俺たちに視線をずーっと向けているのですよ。


　しかも母さんから渡わたされた茶ちや菓が子しをポリポリ食べながら。この異常な風景がたまらないほどに精神衛生上すごく悪くてさ……。試験日は目前なんだぞ、こっちは。


　皆も気にしないように勉強をしているけど、実際はチラチラとオーフィスに視線を送ってはいた。当然だよな。敵の親玉が部屋の隅で待機してんだからさ。正直、勉強どころじゃない。


　だけど、敵意も戦意も一切感じられない。本当にそこにいるだけだ。


　黒歌とルフェイとフェンリルは兵藤家の地下にある室内プールで遊んでいる。二人と一匹ぴきには家から出ないことを申しつけた。承しよう諾だくしてくれたけど、ルフェイはともかく、黒歌が素す直なおに言うことを聞くとは思えなくてなぁ。隙すきあらば外出しそうだ。外に出たら事情を知らない三大勢力に属するスタッフに見つかって騒そう動どうが起きそう……。怖こわいもんだ……。


　いかんいかん！　勉強に集中しないと！　試験は近いんだ！　せっかくの推すい薦せんをいただいたんだから、サーゼクスさまの期待を裏切る真ま似ねはできない！


　えーと、元七十二柱の各御お家いえの名前はバッチリ。人間界に住むときのルールも当然覚えているし、断絶した家の生き残りと出くわしたときの保護方法も頭にたたき込んだ。


　使い魔が魔物の場合と妖よう怪かいの場合とでの扱あつかいの違ちがいについてとか、旧魔王の政治と現魔王の政治の違いもなんとなくわかった。伝説の魔物──ドラゴンについての知識もいつの間にか頭のなかに入っていたし、各神話体系の神さまについてもそこそこ記き憶おくした。


　……応用問題と冥めい界かいの経済学、各領地に関する民みん俗ぞく学とかはかなり怪しい。うぬぬぬ、木場と朱乃さんはリアスの作った問題をスラスラ解いていくんだよな。俺はペケがいまだに出るので困ってる。


　今日は調子がいいのか、小猫ちゃんも顔を出して俺たちと一いつ緒しよに中間テストの勉強をしていた。


「……小猫ちゃん、だいじょうぶ？」


「……だいじょうぶだよ、ギャーくん」


　友達を気き遣づかうギャスパーに小猫ちゃんは微笑ほほえんで返していた。……まだ心なしか顔が赤いな。体の変化は継けい続ぞく中ってことかな。あれから小猫ちゃんが俺のもとに来ることはなくなった。できる限り顔を合わせないようにお互たがいしてたからな。必死で本能に耐たえているようだった。体はそれを望み、心はそれを拒きよ否ひする。繊細な状態だよな。


　小猫ちゃんと普ふ通つうに話せないのは正直寂さびしい。あちらも寂しげな表情を見せることもあって、なんとかしたい衝しよう動どうに駆かられたけど、いま一番大事なのは小猫ちゃんに俺が触ふれないことだ。


　テスト前に体調不良となった小猫ちゃんだけど、小猫ちゃんもギャー助も成績優ゆう秀しゆうだし、多少勉強しなくても中間テストは問題ないだろう。俺のほうが心配って話だよ！


　そんななか、レイヴェルが突きっきりで俺のわからないところに関して資料やらを通して教えてくれた。


「イッセーさまは伝承に登場する様々な存在と出会っていますから、それに関する問題はすんなり解けそうですわね。経済学と民俗学はやはり人間からの転生者にとって、ひとつの壁かべでもありますわ。悪魔の価値観と人間の価値観は違うところが多々ありますから、経済も民俗も理解しがたいところが出てしまって当然です。根本的に文化が違いますものね。試験では、そこをあえて問題に出してくるでしょうから、悪魔の感性を深く理解できなくても『悪魔がやりそうだ』と思うことを割り切って答えたほうがいいと思いますわ」


「なるほど。てか、御家によって、性格も違うから、それによる領地の統治方法も違うんだよな……。グレモリーは情愛が深くて、領民に対しても不平不満が出ない統治をしているけど、他の領地じゃこうはいかないんだろ？　貴族社会だもんな、悪魔の世界は……」


　文化の違いによる価値観の相そう違い。そこが試験では争点になるか。何せ、元人間の転生悪魔がその世界に飛びこんでいるわけだから、そこの文化を知らなければ昇しよう格かくもできないってことだ。


　人間界の影えい響きようで変わりつつある冥界と言われているが、根本的なものはやはり人間界とは違う。そこの理解度が問題に出そうなんだよね。うーん、上の悪魔になるって、とんでもないほどに難しいことなんだな……。上級悪魔の試験とか、ビックリするほどに困難なんじゃないだろうか……。


　と、アーシアがふいに立ち上がり、オーフィスのもとに──。


「あ、あの、お菓子ばかりだとあれですから。これ、紅茶です」


　紅茶の入ったカップをオーフィスに持っていった！　な、なんて、勇気のある子なんだろうか！　オーフィスは無言でカップを受け取り、紅茶に口をつけていた。


　アーシアはそれを確かく認にんすると、ニッコリ笑ったあと、こちらに戻もどってきた。俺はアーシアに耳打ちする。


「ゆ、勇気あるな、アーシアは……」


「そ、そんなに怖い方じゃないような気がしまして……。昨夜もイリナさんがトランプに誘さそってましたし……」


「はぁ!?」


　俺はその話に驚おどろき、イリナに顔を向けると、彼女は自信満々な笑えみを浮うかべてＶサインをしていた。


「うん。誘ってみたの。最強のドラゴンとトランプできたわ！」


　な、なんて、無む駄だに行動力のある奴やつなんだ！　そ、そういや、ロキ戦のとき、ヴァーリチームのアーサーとも普通に話してやがったな！


　でも、こういうとき天真爛らん漫まんにどんな相手でも話せるイリナの性格がうらやましくなる。


　あ、もしかして、そういうイリナだからこそ、ミカエルさんはＡエースにしたのだろうか。この性格ならどんな相手にでも通じるだろうし、いろんな勢力の存在と出会うことになるだろうここに置いておけば、親善大使としても存分に能力を発揮してくれると思ったんじゃなかろうか。


「……変質、か。伝承に聞くウロボロスとだいぶ印象が違うね」


　木場がそんなことを口にしていた。朱乃さんも同意し、うなずいていた。


「混こん沌とん、無限、虚きよ無むを冠かんするドラゴンとは程ほど遠とおい印象ですわよね」


『無限』と言われた『龍りゆう神じん』──か。こうして見るとドラゴンの神さまと称しようされる存在なんて感じはしないな。グレートレッドのほうがドラゴンの神さまらしいや。


　木場が言うようにこちらの世界に居続けた結果、大きく変質してしまったのだろうか。


　先生が興味を抱いだく理由が少しわかった気がする。このオーフィスってドラゴンは疑問の尽つきない存在なんだろうな。


　で、その龍神に興味を抱かれたのが俺というわけで……。ちらりとオーフィスに視線を向けると、やっぱり、じーっとこちらを見ている。


　いったい、こいつは俺から何を得ようとしているんだ？


　そんなこんなで無限のドラゴンがいる風景のまま、勉強会は続いていった。








　中級昇格試験を目前に控ひかえた深夜のことだった。


　試験勉強を切りの良いところで切り上げて、試験に備えようと早めに寝ねたのだが、深夜にトイレに立ったところで上の階からいつもと違う空気が流れてくるのがわかった。


　訝いぶかしげに思い、俺は階段を上って上階へ──。


　とある部屋の扉とびらが少しだけ開いている。──小猫ちゃんの部屋だ。


　部屋の明かりが廊ろう下かにこぼれていた。


「──っ」


「──っ！」


　……なかから話し声が聞こえてくる。気配を殺し、そっと近づいてみた。


　もしやと思ったんだ。俺の予想が正しければ、おそらく奴が──。


　予想通りの声がなかから聞こえてきた。


「ふふん♪　ひと目で白しろ音ねが発情期に入ったってわかったにゃん。あの男の遺伝子が欲ほしくてたまらないのかにゃ？」


「……姉さまには関係のないことです。ここから出てってください」


「まあまあ。なんだったら、赤龍帝を落とす方法でも伝授してあげてもいいにゃん♪」


　……やっぱり、黒歌だ。小猫ちゃんの部屋に入って、何やら吹ふき込もうとしているんだな。ったく、あれほど、問題を起こすなと言ったのに！　しかもいま小猫ちゃんはとても繊せん細さいな時期だ。


　下手に刺し激げきしてもらっちゃ困るぜ。ただでさえ、黒歌はエロいんだからさ！　一言物申したほうがいいよな。でも、どのタイミングで入室しようか……。小猫ちゃんの部屋だからおいそれと入っていくわけにもいかないし……。


　どうやって、出ていこうか部屋の前で苦く慮りよしていたら──。


「んふふ♪　部屋のなかを覗のぞいているやらしいドラゴンさんがいるにゃ～？」


　──っ。黒歌には気づかれていたようだ！　じゃあ、いいや！　開き直って出ていこう！


　扉は少し開いているけど、いちおうノックをして俺は小猫ちゃんの部屋に入室した。


　ベッドの前で対たい峙じするパジャマ姿の小猫ちゃんと黒歌。小猫ちゃんは猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを出していた。尻尾なんて縦横無む尽じんに振ふり回されて、興奮状態だってすぐに見て取れた。目元も厳しい。でも、顔は赤く、いまだ体調がすぐれないのもわかった。


「黒歌、小猫ちゃんに何を吹き込んでた？」


「心外にゃ。私は白音を見てすぐに発情期に入っちゃってるってわかったから、様子を見にきただけよ。姉として当然でしょ♪」


　黒歌はかわいくウインクするけど、小猫ちゃんは表情を険しくする一方だ。その様子から姉として見にきたというよりは、興味が湧わいたから観察しにきたってのが適切だと思えてしまった。


「この状態はとても敏びん感かんにゃん。たとえば──」


　黒歌がふいに小猫ちゃんの腕うでを引っ張り──俺のほうに突つきだしてくる！　俺の胸に飛びこんでくる小猫ちゃん！　うまくキャッチできたけど……。


「…………っっ！」


　俺の胸に飛びこんできた小猫ちゃんは途と端たんに切ない表情を浮かべ、目元を潤うるませる。


「……にゃぁぁ……先せん輩ぱい……」


　小さな唇くちびるから甘く官能的な声こわ音ねを発した。さっきまでぶるぶると振り回していた尻尾が俺の右腕に巻かれていく。


「どんなに我が慢まんしていても好きな男の肌はだに触れてしまえば途端に子作りしたくなってしまうのよ。──赤龍帝、白音はあんたの子供が欲しくてたまらない状態になっているにゃ」


　そ、そんなことを言われてもよ！　手を出すわけにもいかないだろう！　無理すれば小猫ちゃんの体に大きな負担をかけてしまうってことなんだからさ！


　そうは言っても小猫ちゃんは身をすりすりと俺に寄せてきていた。……せき止めていたものが崩くずれてしまったかのようにエロい表情で俺の服を脱ぬがそうとしてくる！　てか、自分の着ているパジャマまで脱ぎだしているよ！　ちっこいおっぱいがパジャマの隙すき間まから見え隠かくれして非常に危険なことになってる！


　いかんいかんいかんいかんいかん！　いかんよ、小猫ちゃん！　俺とそういうことをしてしまって、もし子を宿してしまったら、小猫ちゃんの体では母子共に危険な状態になってしまうんだ！


「……先輩、私の体じゃ、ダメですか……？　エッチできませんか……？　私は……十分に先輩を受け入れられます……。いろんなところがちっこいですけど、ちゃんとした女の子の体です。だから……先輩の赤ちゃんが欲しいです……」


　んなこと言わないでくれぇぇぇぇぇぇっ！　そんな切ない表情と声で迫せまられたら、築いていた理性が吹っ飛びそうになっちゃうでしょぉぉぉぉっ！


　リアスと約束したんだ！　俺は小猫ちゃんを抱だかないと！　リアスはそれを突とつ破ぱできたら、ご褒ほう美びをくれると言ったんだ！　これは俺のためでもあるし、小猫ちゃんのためでもある！　我慢だ！　我慢だ俺ぇぇぇぇぇっ！


　でも小猫ちゃんのちっこい体もやわらかくてさぁぁぁぁっ！


　後退しようしたが、足に何かが引っかかってその場で尻しりもちをついてしまった！


　そのせいか、目線が同じ高さになり、小猫ちゃんの顔が目の前に──っ！　小猫ちゃんは俺に覆おおい被かぶさるように抱きついてきた。とんでもない状じよう況きようになりつつある！


「……鳥とり娘むすめには負けたくない……。先輩を取られたくないです……。マネージャーはできなくても、こうして先輩の欲求を満たすことはできると思います……」


　……小猫ちゃん、何気ない素振りを見せていたけど、レイヴェルのことを気にしていたんだな。同じ学年だからこそ、気にしてしまっていたのかもしれない。けど、体で俺の役に立ちたいってのは違ちがうと思う！　小猫ちゃんには小猫ちゃんの良さがあるんだから！


　この様子を黒歌は楽しそうに笑って見ていた！　おのれ、猫ねこ又またお姉さんめ！　この展開を楽しんでやがるな！


　このまま様子を見守っているのかと思われたが──黒歌がこちらに向かってきた。


　……するっ、するするっと、着物の帯を解いて……着ているものをはだけさせていく！


　豊満なバストが「ぶるん！」とお目見えして、ピンク色の先せん端たんまで目に飛びこんできてしまった！　デカい！　リアスや朱乃さんに負けていないサイズのおっぱいだ！


「ふふふ、白音の目の前で赤龍帝の貞てい操そうをいただくのも乙おつよね」


　ぺろりと唇をなめる仕草がエロすぎて、ついついごくりと生なま唾つばを飲み込んでしまった。


　黒歌は俺の体から小猫ちゃんを取り払はらうと、代わりに黒歌が俺に抱きついてきたぁぁぁぁっ！　もにゅんっとおっきな生なま乳ちちが俺の体に押しつけられる！　なんて極ごく上じようの感かん触しよくだよっ！　やわらかく、それでいてもっちりと！　朱乃さんのもっちりやわらかおっぱいに似ている面もあるが、それでいて弾だん力りよくもリアスのおっぱいに負けていない！


　いい塩あん梅ばいの乳のバランスに俺は心中で猫又のおっぱいに感激していた！　足もバランスの良い肉づきなものだから、たまらないものがある！　猫又に誘ゆう惑わくされて子作りをしちゃった人間が過去たくさんいたようだが、わかる気がしてきた！　エロすぎる！


　俺の上に騎き乗じようする格好の黒歌は俺を見下ろしながら一言つぶやいた。


「まだ経験無しでしょ？」


　──っ！　見み抜ぬかれた!?　わかっちゃうものなのですか!?


「スイッチ姫ひめちゃんともう毎晩やりまくりだと思ったんだけどね。そうでもないのかにゃ。それじゃ、溜たまっちゃってしょうがないわよね。いいわ……お姉さんがキミの初めての女になってあげちゃうにゃん♪　だいじょーぶ。一から全部教えてあげるから」


　脳みそが沸ふつ騰とうしそうなエロいことをつぶやかれ、頭のなかが吹っ飛びそうになる俺！


　そんな俺なんておかまいなしに黒歌は俺のへそから舌を這はわせ、首筋まで舐なめ取っていく！　ざらざらだけどやわらかくてぬめっとしたあったかい感触に気がどうにかなりそうだった！　ツーッとたれる唾だ液えきの糸をベロで舐め取る黒歌。


「これが赤龍帝の味。覚えたにゃん。まさか、ヴァーリよりも早く覚えちゃうなんて、わからないものねー」


　覚えられましたか、俺の味！　それが何を意味するかわからないけど、エロいのは確かです！　エロい！　エロすぎるよ、猫又のお姉さん！　こんなにエロいお姉さんに過去子作りを迫られて拒きよ否ひったヴァーリはホモなんじゃないかって思える！　あいつ、どんだけ戦せん闘とうにしか興味ねぇんだ!?　黒歌は小猫ちゃんを手招きすると言った。


「白音、お姉ちゃんが猫又流の交こう尾びを教えてあげるわ。ほら、この男を舐めて味を覚えるの」


　小猫ちゃんは理性を失いつつあるのか、曖あい昧まいな瞳ひとみを浮うかべたまま、黒歌の言うことを聞いて、小さな舌を俺の首筋に這わせていく──。てか、交尾って！


　～～～～～ッッ！


　形容しがたい快感が俺を襲おそう！　こんなの！　こんなの！　とっても卑ひわいじゃないかっ！　たまらんわっ！


　たがの外れた状態の小猫ちゃんはペロペロと俺の体をひたすら舐めていく。かんべんしてくれ！　気持ち良過ぎてこちらの理性まで崩ほう壊かいしそうになるよ！


　いまだ止やめる気配のない小猫ちゃんの首筋を黒歌が指でちょんと突つついた。すると、小猫ちゃんの体がびくんと一度だけ跳はねる。途端に力が抜け落ちたように俺の体に倒たおれ込んできた。見ると、小猫ちゃんは体から力が抜けてへたりこんでいる様子だった。……黒歌が何かの術で小猫ちゃんを止めたのか？　意識だけはあるようだけど……。


　黒歌は横に小猫ちゃんを寝かすと言った。


「とりあえず、白音、ここで止めておいたほうがいいわよ？　他の女に感化されて、その体で発情期が来てしまったようだけれど、その体で子を宿せば母子で死ぬにゃん。どうしてもこの男の子供が欲しいなら──。私みたいに発情期をコントロールできるようになるまで待つべきにゃ。ねえ、赤龍帝。私のほうがお得よ？」


　そうか。黒歌みたいに大きくなれば発情期を自在にコントロールできるようになるんだな。それまで子作りは待ったほうがいいってことだ。


　それを宣告され、理性を失いかけていた小猫ちゃんの瞳に強いものが戻もどる。


「……ダメッ！」


　力の入らない体を必死に揺ゆり動かして、黒歌から俺を守るように俺の体に抱きついてくる。


「……先輩は、私の先輩です。姉さまには絶対にあげません！」


　小猫ちゃんの必死の叫さけびだった。


　小猫ちゃん……。俺は心の底で感動していた！　こんなにも俺のことを思っていてくれるなんて……！　俺、うれしいよ！　でも、黒歌もエロくていいなーなんて思ったり……いやいや！　ここは小猫ちゃんの味方をせねば！


　その様子を見ていた黒歌はぽかーんと呆あつ気けにとられたあと、ふっと小さく笑えんだ。


「……ちょっと、そこの黒くろ猫ねこさん？」


　──っ！　突然の第三者の声！　首だけ振り返ればそこにはレイヴェルが！


「ありゃりゃ、フェニックス家のお嬢じようさんじゃないかにゃ」


　レイヴェルはつかつかと黒歌に近づき物申す。


「あなた、小猫さんのお姉さんだそうですね？　小猫さんはいまとても体調が優すぐれませんわ。その子に何かをするのでしたら、クラスメートの私が許しませんわよ！　それにイッセーさまからも離はなれてください！」


　おおっ！　レイヴェル、鼻息も荒あらくしてあの黒歌に食ってかかってる！　それも小猫ちゃんを心配してのことでだ！　俺のこともついでに気にしてくれてありがとう！


　レイヴェルに物申され、黒歌は面食らったようにしばしきょとんとしていたが……。


「白音の友達、かにゃ。ふーん。知らない間にこの子を心配する子が次々と増えるのね」


　黒歌はレイヴェルの縦ロールを手のひらに載のせてバネを弾はずませるように触さわったあと、「白音の友達に怒おこられちゃったにゃ♪」とペロリと舌を出した。着崩れた着物を直しつつ部屋を出ていこうとする。


　すれ違い様ざまに黒歌はしゃがんで俺の耳元で囁ささやく。


「いまの白音は不安定なだけにゃん。無理はさせないで欲しいの」


　──っ。……やさしい声だった。


　それだけ言うと黒歌はレイヴェルをのけて、退室していく。


「貴重な猫[image: ]、大事にしてもらわないと種族的に危機にゃん♪」


　後ろでに手を振って去っていった。


　…………。あいつ、もしかして……。


「小猫さん、だいじょうぶですか？」


　小猫ちゃんの体調を気き遣づかうレイヴェル。


「レイヴェル、どうしてここに？」


　俺が問うとレイヴェルは頰ほおを赤く染めて恥はずかしそうに答える。


「……そ、その、いちおう、クラスメートですから、毎晩小猫さんの様子を見に来ていただけですわ！　まだ日本に慣れない私の面めん倒どうを見るのが小猫さんの役目ですもの！　早く復調していただかないと私が困るんです！　それだけです！」


　あー、レイヴェルなりに心配だったのか。しかも毎晩様子を見に来ていたと。まったく素す直なおじゃないね。


「……二人ともゴメンなさい。先せん輩ぱい、私のせいで……」


　申し訳なさそうに俺とレイヴェルに謝る小猫ちゃん。


　──っ。あれ、心なしか、小猫ちゃんの表情から赤みが消えて、正常な顔色に戻っているような……？


　俺は「ちょっとゴメンね」と先に断りを入れてから、手で小猫ちゃんの頰に触ふれた。


　…………十秒ほど、触れたままだったけど……。小猫ちゃんが興奮する様子、変化する様子もない。


「なあ、小猫ちゃん、体の調子はどう？」


　俺が訊きくと小猫ちゃんは自身の体の変化に気づいたようで額に手を当てたり、お腹なかに手を当てたりして、驚おどろいたようだった。


「……普ふ通つうに戻ってます」


　やっぱり！　発情期が止まったんだ！　だから、俺が十秒も触れても何も起こらなかった！　さっき触れたときとはまるで違う！


「……何が起こりましたの？」


　レイヴェルも怪け訝げんな様子だった。俺はわかってしまった。──黒歌だ。


　さっき黒歌が興奮する小猫ちゃんの首筋に指で突いた。すると小猫ちゃんは倒れ込んでしまったわけだけど、いまの様子を見る限り、あの黒歌の行動は何かの術で小猫ちゃんの発情期を止めたのだと思う。


　……黒歌の奴やつ……。真意は知らない。姉心なのか、単に気まぐれなのか。


　けど、小猫ちゃんの体が復調しそうなのは確かだと思う。それは素直に喜ばしいことだ。


　……ちょっと残念な気もするけど。あ、あんなにエロい小猫ちゃんはそう見られるものでもないからね……。脳内保存だけはしておこう！


　でも、これで試験までの憂うれいのひとつが取れた。それに俺は心から安あん堵どした。





　　　　─○●○─





　試験日当日。俺たちは兵藤家の地下にある転移用の魔ま方ほう陣じんに集結していた。


　格好は駒く王おう学園の制服だ。もうこれがグレモリーのユニフォームになっているな。鞄かばんも手にしている。なかには試験に大事なものが入っていた。


　雰ふん囲い気き的に高校受験のときを思いだす。


　試験会場となる昇しよう格かく試験センターに行くのは俺と木場と朱乃さん、マネージャーのレイヴェルだ。リアスや先生、部員の皆みんなも冥めい界かいまで付いてきてくれるけど、会場近くのホテルで待機する予定だそうだ。


　転移は一気に会場まで行くとのこと。まずは俺たち受験者だけで。


　そのあと、リアスたちがホテルにジャンプ。


　グレモリー領にジャンプしてから、車か他の移動手段で会場まで行くのかなと思ったら、そういうわけにもいかないようだ。


　理由は……俺たちが人気者ってのもあるが、それ以上に俺とリアスの関係があちらではなかなかの注目度らしくて、人目に付く場所に出るのは避さけたほうがいいとのことだった。


　そう、ゲーム中、例の告白を大衆の面前でやってしまったからね。あれからマスコミが一いつ斉せい報道。『身分を超こえた真しん剣けん恋れん愛あい！』と題されて、冥界の住民から注目されているそうなんだ。だから、少しでも外に出るとマスコミに囲まれてしまうと言われた。


　……リアスがグレモリーの姫さま、しかも魔王の妹君だからね。で、相手の俺は赤龍帝で「おっぱいドラゴン」だ。いま冥界でホットな二人が急接近ということで連日俺たちの仲をあーだこーだ言っているってさ。


「純血であり、姫でもあって、魔王の妹であるリアスと、それの眷けん属ぞく下僕悪魔であり、赤龍帝でおっぱいドラゴンなおまえとは身分違ちがいの恋愛ってことになる。貴族社会でそんなニュースが出てみろ。そりゃ、こぞっておまえたちの様子をうかがいたくもなるだろう？　一いつ般ぱん市民の女性の間じゃ、身分違いの恋こいがキャーキャー言われているようだぞ」


　と、先生は言っていた。……そういうものなのか。身分違いの恋ね。けど、冥界ではどちらかというと応おう援えんムードだそうだ。


「お兄さまのもとにもマスコミが取材を申し込んできていて大変なことになっているそうですわ」


　レイヴェルもそう言っていた。そっか、ライザーはリアスの元婚こん約やく相手だ。破談になった経けい緯いから察するに、マスコミが好きそうな事件だよな。当時、破談の件は上流階級の間で有名になっただけで、マスコミもそこまで注目しなかった。


　けど、いまは違う。「おっぱいドラゴン」で人気者になってしまった俺たちのもとに冥界メディアはこぞって集まってくるだろう。


　そういうことも考こう慮りよして、試験会場に直接転移という形になった。すでにメディアは俺たちが試験を受けるという情報をつかんで、会場周辺に集まっているそうだからね。


　いやー、まいった。こういうのって、普通なら喜ぶべきなのかな？　俺はまったくもって静かに見守っていてほしいところだけどね！　まだ告白したばかりだぞ？　これからどうやってリアスと向き合っていこうか一生懸けん命めい考えているのにさ。


　……結局、告白してから一度もデートができなかった。俺、誘さそおうと思っていたのに。試験勉強やら、小猫ちゃんの体調不良やら、オーフィス来訪やらで何もできなかったよ。


　きょろきょろと見み渡わたすと──ギャスパーの姿だけない。


「ギャスパーは見送りに来ていないのか」


「あいつなら、一足早くここで転移して、冥界──グリゴリの神器セイクリツド・ギア研究機関に行ったよ」


　先生がそう答えた。


「──っ。あいつ一人で、ですか？」


　思ってもみなかった答えに驚く俺。先生はうなずく。


「バアル戦が終わってすぐにな。あいつ、泣きながら俺のところに来たんだよ」


『先せん輩ぱいたちのように強くなりたいんです！　もう、守られるだけじゃ嫌いやです……！　僕はグレモリー眷属の男子だから、情けない姿だけはもう嫌なんです……！』


　奴はそう先生に懇こん願がんしたという。……そんなことがあったのか。


「引きこもりの上に臆おく病びようだったあいつが、それだけの決心をして一人でグリゴリの門を叩たたいたんだ。生半可な決断じゃないだろう。今いま頃ごろ、研究員指導のもと、自分の神器セイクリツド・ギアと向き合い始めたはずだ」


　……そうか。あいつ、本当に強くなりたいから、基き礎そトレーニングだけじゃなくて、自分の能力にも深くまで向き合うことにしたのか。堕だ天使の研究施し設せつにまで行くほどにギャスパーは切せつ羽ぱ詰つまったのかもしれない。


　……そうだよな。男、だもんな。何かつかんで帰ってこいよ、ギャスパー！


　──と、ギャスパーもそうだけど、こいつらどうするんだ？　俺の視線がオーフィスと黒歌たちに向く。


「オーフィスと黒歌たちはどうするんですか？」


　先生に訊く。


「俺たちと共にホテル行きだ。さすがに会場まではマズいだろう」


　そりゃそうだ。でもホテルならＯＫなのか？


「それにな。おまえらの試験が終わったら、一度サーゼクスのもとにオーフィスを連れていくつもりだ。いい機会だからな。オーフィスもおまえが行くなら付いていくと言っている。だから、おまえたちも試験が終わったら、その足でサーゼクスのところに行くぞ」


　先生はすでに先のことまで計画していたのか。


「わかりました。何ができるかわかりませんけど、オーフィスをサーゼクスさまと会わせるのには大きな意味があるんですよね？」


「ああ、少しでも良い方向に向かわせたいからな。無理だと思われていた話し合いが可能かもしれない。大きな一歩だ。オーフィスは何を考えているかわからないが、だからこそ、戦いを避けられるかもしれない。うまくいけば敵の組織自体を瓦が解かいさせ、分散できるだろう。そうすれば各個撃げき破はも可能となる。──オーフィスの『蛇へび』を失えば、奴らの打だ倒とうも予想以上に早まるだろうさ。この案件を申し出てきたヴァーリに感謝したいところだ」


　ヴァーリ、か。オーフィスのことを先生に任せたのもあいつが始まりだ。


「あいつもあいつで何を考えているんでしょうか。わざわざオーフィスをこちらにけしかけてくるなんて」


　俺の言葉に先生は目を細めながら、ぼそりとつぶやく。


「……オーフィスを隠かくそうとしたのかもな。──脅きよう威いから」


　…………？　脅威？　オーフィスは何かに狙ねらわれているのか？　まあ、テロリストの親玉だから当たり前か。どこの勢力だって、こいつを倒たおせば組織を崩くずせると思うだろうし、狙うよな。ただ、最強の存在だから、下手に手を出せないでいるだけでさ。


　しかし、ヴァーリはオーフィスを隠そうとした？　その脅威とやらから？　うーん、先生はわかっているようだけど、俺には皆かい目もく見当も付かん。


　まあ、それをここで考えても仕方ないか。いまは目先の昇格試験をこなすことだけ考えよう！　せっかく皆に試験勉強を見てもらったんだ、結果を出さなきゃ合わす顔もない。


　それにこれが終わったら、中間テストもあるし……。俺の苦難はまだ終わらないな。


　先に俺と木場と朱乃さんとレイヴェルで転移しようとしたときだった。


「待って」


　リアスが俺たちを引き留める。俺のもとに来ると──頰にキスをしてくれた。


「おまじないよ。イッセー、必ず合格できるって信じているわ」


　なんとも最高のおまじないをもらっちまったもんだぜ！　よし！　ついでだ！　リアスにこの胸に抱いだいた思いも告げてしまおう！


「俺、絶対に合格します！　ご、合格したら、俺とデートしてください！」


　言えた！　きちんと言えたぞ！　デートのお誘いを俺から告げることができた！


　デートのお誘いに一いつ瞬しゆんポカンとするリアスだけど、すぐに満面の笑えみを見せてくれた。


「うん、デートしましょう。──約束よ。私、待ってるから」


　よっしゃぁぁっぁあぁぁぁぁああああっ！　デートの約束を取り付けたぞ！　リアスとデート！　最高だ！　あとは合格するだけ！　気き合あいを入れて合格してやるぜ！　何せデートがかかっているんだからな！


「……ったく、人前でイチャイチャしやがって……若いっていいね！」


　おもしろくなさそうに嘆たん息そくする先生。改めて言わないでくださいよ！　は、恥はずかしい思いをしながらやっとデートのことを口に出したんですから！


「てなわけで、行ってきます！」


　俺たち四人はリアスたちに一時の別れを告げ、転移の光に包まれていった。


　待っていてください。リアス！　大好きです！





　　　　─○●○─





　……光が止やむとそこはどこかの広いフロアだった。足あし下もとには転移用の大型魔方陣が淡あわい光を発している。ここが試験会場となる昇格試験センター？


「ようこそ、お出いでくださいました。リアス・グレモリーさまのご眷属の方々ですね？　話はうかがっております。一応の確かく認にんをできるものをご呈てい示じください」


　カッチリと正装をしたスタッフのヒトたちが俺たちに確認を求めてきた。


　えーと、確かこっちに来たら、グレモリーの紋もん様ようが入った印と推すい薦せん状を見せるんだっけか。俺たちは推薦状と紋様の入った印を見せる。この印ってのはとある魔物の骨を手のひらサイズに円形に薄うすく削けずって作ったものだ。紅色で紋様が刻まれている。


　推薦状と印を確認したスタッフに「こちらにどうぞ」と案内されることに。


　石造りの廊ろう下かを進む。豪ごう華かってほどの内装じゃないが、シンプルで丁てい寧ねいに造られているって感じだ。


「ここはグラシャラボラス領にある中級悪魔の昇格試験センターなんだよ」


　と、木場が歩きながらこっそり教えてくれた。


　へー、グラシャラボラス領なのか。そういや、勉強するのに必死で試験会場の場所まで聞いてなかったもんな。


　グラシャラボラス領というと、あの『働いたら負け』とか言っていた魔王アスモデウスさまの御お家いえの領地か。で、サイラオーグさんにボコボコにやられたヤンキー悪魔の故郷でもあるわけだ。


「戦術家でもあるファルビウム・アスモデウスに倣ならってここに中級悪魔の昇しよう格かく試験センターを造ったそうです」


　朱乃さんもそう言う。……俺のイメージではやる気のない魔ま王おうさましか浮うかばないからどうしても試験会場とあの方が結びつかない。


「どちらかというと術式に精通したアジュカ・ベルゼブブさまのアスタロト家の領地に試験センターがあるイメージだな」


「アスタロトの領地にも試験センターはあるよ。冥めい界かいの各地に昇格試験センターはあるけど、冥界でその筋一番の権けん威いといえば本来アスタロトでおこなわれる昇格試験だろうね。何せ上流階級の悪魔が通う名門と呼ばれる学校もあるほどさ。部長もアスタロト領の学校か、魔王領にある学校かで迷ったそうだからね。結局、魔王領の学校にしたそうだけど」


　木場はそう答えた。あ、そうなのか。じゃあ、なぜ今回はグラシャラボラス？


「ただ、先日の事件でアスタロト家の権威は失しつ墜ついしてしまったからさ……」


　先導するスタッフに聞こえない小さな声で木場はそう漏もらした。


　……そうか、ディオドラ・アスタロトの一件が尾おを引いているのか。あいつのせいで、アスタロト家は危機的状じよう況きようになったと聞く。術式プログラムの第一人者たるアジュカさまの影えい響きようもあるものだから、最悪の事態だけは避けられたようだけど、他の冥界住民や貴族からの目が厳しくなったのは確かだそうだ。次期魔王の輩出権利も失ったそうだしな。


　スタッフに連れて行かれてたどり着いたのは受付らしき場所だった。窓口がいくつか開かれており、受験者たちが受付のヒトと話していた。


　……思ったほど、悪魔の数は多くないな。そこそこ広い受付の場所は人ひと気けもあまりなく、ガランとしていた。スタッフの方が説明をくれる。


「そこの受付で必要書類事じ項こうに記入の上、受験票を受け取ってください。それが終わりましたら、そのまま上階の筆記試験の受験会場に向かってくださってけっこうです。試験は第一部が筆記、第二部が実技です」


　先に筆記か。勉強してきたけど、実技で大きく点数を稼かせぎたいところだ。


「お持ちのレポートも筆記試験の前に担当の試験官に提出してください」


　レポートは筆記試験の前ね。いちおう、グレイフィアさんの言っていたテーマで書いてきたけど……。悪魔文字を書くのはいまだ慣れないから辞典を片手に必死こいてペンを動かしてきたよ。


「では、私はこれで。良い結果を」


　それだけ言ってスタッフの方は去っていった。


「記入する書類を持って来ますわ」


　言うやいなや、レイヴェルはパタパタと走っていった。おおっ、本当に気が利きくなぁ、あの子は。


「……あんま受験者いないようだな」


「そりゃね。昇格試験に臨のぞめる悪あく魔まなんて、いまの冥界では少ないほうだよ。上級悪魔の試験センターなんてもっと空すいているんじゃないかな」


　木場はそう答える。そっか、現在は戦いくさもないものだから、悪魔稼か業ぎようの契けい約やくで大きなものを取るか、レーティングゲームで活かつ躍やくしない限りは昇格できるものでもないって話だったな。前者は難しくて、後者が主流らしいけど。それでも俺たちはやっぱり特例なんだ。


「イッセーくん、試験の開始前にひとつ」


　木場が俺の隣となりに立ち、真しん剣けんな表情を浮かべていた。


「……なんだよ、改まって」


「キミと出会えて良かった」


　──っ。……何を言いだすかと思いきや。


「……キモいことを平然と言うようになったよな、おまえ」


　俺が嫌そうな顔で言うと、木場も半笑いしていた。


「ハハハ、でも、キミがいなければ僕は昇格なんてできなかったと思うよ」


「そうか？　おまえ、十分強いじゃないか。昇格なんて遅おそかれ早かれだっただろう」


「いや、僕はキミの生き様──戦いを見たからこそ、いまここに立っている。僕にないものをキミは見せてくれた。それを知らなかったら、僕はここにいないよ」


　そういうものかね。俺もこいつに大いに刺し激げきを受けたけどね。こいつがすぐそばの目標だったからこそ、がんばれた部分も大きい。


　俺は頰ほおをかきながら息を吐はく。


「よくわかんねぇや。イケメンの考えることなんざ、俺には理解不能だ。──ただ、一いつ緒しよに合格しようぜ？　俺たち、グレモリー眷けん属ぞくの男子だもんな。だろ？　ダチ公」


「もちろん。どうせならこのまま最上級悪魔まで目指そう。僕も目標ができたんだ。──最強の『騎士ナイト』になる。キミと並べる存在になりたいからね」


　木場が握あく手しゆを求めてくる。それに応じて、俺は笑った。


「いいねぇ。わかりやすくていいぜ、そういうの。──おまえと何千年の付き合いになるかわからないけど、冥界に轟とどろく男になろうぜ」


　俺たちの握手に朱乃さんも手を重ねてきた。


「うふふ、熱い友情ですわね。──皆みんなで必ず合格しましょう」


「「はい！」」


　俺と木場は同時に返事をした！　よし！　俺たち三人で中級悪魔になろうぜ！


「皆みなさん、書類を取ってきましたわ！　あちらのスペースで記入しましょう！」


　レイヴェルに先導され、俺たちは受付用の書類にもろもろ記入することに──。


　試験が始まる！








「がんばってきてください！　ここでお待ちしておりますわ」


　二階に続く階段でレイヴェルと一時の別れを告げ、俺たち三人は上階へ上がっていく。


　悪魔文字で『中級悪魔昇格試験・筆記試験会場』と書かれた立て札が見えた。たどり着いた先は長机が並ぶ室内だった。大学の教室みたいだな。って、俺も大学の教室内部は駒王学園の大学部の見学に行ったときに見たぐらいだけどさ。


　受験票が書かれた番号──「０１２」が記された席に座らなければ。ちなみに木場が「０１１」で朱乃さんが「０１０」。


　三人並んで席に着くと──周囲の受験者からひそひそ声が聞こえてくる。


「……あれって、グレモリー眷属の？　聖魔剣と赤龍帝、雷光の巫み女こ……」


「あのサイラオーグ・バアルを倒した『おっぱいドラゴン』！　赤龍帝か！」


「魔王さまからの昇格推薦の噂うわさは本当だったんだな……」


「だから外にカメラを持った奴やつが何人もいたのか……」


　……なんとも恥ずかしい感じだ。俺たちのこと、皆知ってる。まあ、特とく撮さつ番組やニュース報道、この間の試合で有名になっちまっているからな。話から察するにやはりこのセンターの外に冥界メディアが嗅かぎつけて来ているようだ。


　人間界風に言うとパパラッチ？　怖こわい怖い。


　でも、これは予想できたことなんだ。だからこそ、恥はじを振ふりまかないよう毅き然ぜんとした態度で試験に臨まないといけない。キリッと真剣な顔と動じない態度を作った！


「……そこまで力を入れなくても普ふ段だんの感じでいいと思うよ？」


　木場はそう言うけどさ！　グレモリーの看板背負って来ているんだから！


　そうこうしているうちに受験者は集まり、試験会場は昇格試験に臨む悪魔で席が埋うまっていく。……って言っても、百人以上収容できるだろう室内は満席になる気配もないけど。


　元人間の悪魔ばかりだが、獣じゆう人じんらしき者や妖よう怪かい、魔物系の悪魔も来ていた。そりゃ、人間だけが転生しているわけじゃないからな。多種多様な悪魔が昇格試験に臨めるわけだ。


　パッと見み渡わたしてみたけど、俺たちを含ふくめて四十人もいない。少ないな。昇格は狭せまき門とは聞いていたけど、こんなにか！　席がガランガランじゃん！


　……サイラオーグさんの夢、目標がわかった気がする。実力のある者にもっとチャンスを与あたえてもいいかもね。まあ、現状の冥界ではそれが難しいことなんだろうけど。魔王派と大王派なんてものに政治家さんたちが分かれているとか先生も言っていたし。


　そうこうしているうちに試験官が入室し、レポートの提出を促うながしてきた。俺たちは試験官の先導のもと、レポートを提出して、ついに筆記試験に臨むことに。


　筆記道具を出して、配られた試験用紙を前に息を整える。木場と朱乃さんは落ち着いたものだ。落ちるわけがないと思っているんだろう。……俺は実技はともかく、筆記は自信薄だ。それでもリアスやレイヴェル、皆が協力してくれたんだ！　結果は残す！


「時間です。開始してください」


　試験官の開始を知らせる声！　受験者は皆一様に試験用紙を表に返して、テスト開始！


　何はともあれ、ひとつでも多く解答を埋めていくぜ！





　　　　─○●○─





「あー、あの問題とか、ありゃ卑ひ怯きようだよなー。んだよ、『レヴィアたん』の第一クールの敵幹部の名前とかさ……」


　センター内の食堂。俺はテーブルに突つっ伏ぷして情けない声を出していた。


　複数の項目に分かれていた筆記試験も数時間かけて終しゆう了りよう。脳みそを使う作業から解放されたものの、俺は筆記での問題にため息を吐ついていた。


　悪魔についての基本問題などはだいたい解けた。ただ、社会学とやらでセラフォルー・レヴィアタンさまが制作している魔女っ子番組『マジカル☆レヴィアたん』についての問題とかが出てきて呆あつ気けに取られたよ！　敵幹部の名前を答えよって出たんだ。んなもん、「知るかー！」って話でして。


　つーか、『乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン』についての問題まで出てきたしさ！　最近起きた冥界の出来事としての問題になっていたんだ。


『禍の団カオス・ブリゲード』についての問題も出てきたしね。その辺は被ひ害がい者なので、下手な上層部よりも奴らのこと知っているからスラスラ書けた。ま、一いつ般ぱんに教えてはいけないような情報までは書かなかったけど。本当、冥界は真ま面じ目めなのか不真面目なのかわからん！


「イッセーさま、お茶のおかわりいただいてまいりましたわ」


　レイヴェルがお茶のおかわりを持って来てくれた。本当に気の利く子だ。さすがマネージャー！


「ありがとう、レイヴェル。おかげで筆記試験のほうは酷ひどい有あり様さまにはなりそうにないよ」


「と、当然ですわ！　私がマネージャーをしているのですから、合格してもらわないと困りますわ！」


　おー、ツンツンしちゃって。


「空くう欄らんはほとんど無かった。自信はけっこうあるかも」


　正直な感想だった。確かに難しかった。解答も悪魔文字じゃなければいけなかったし。


　けど、皆に教えてもらったところがまんま出たりもしたから、まったく通じなかったってことはなかった。必死こいて、勉強して良かった。


　……昇しよう格かく試験で一番難しいのは、試験に挑ちよう戦せんできる権利を手に入れることなのかな。そんなふうに思ってしまった。だから、こんなに受験者が少ないんだろう。この食堂だって、広い割に悪魔の数は少なすぎる。


　どちらにしても筆記は結構やれた。万が一点数がギリギリ足りなくても実技の試験で挽ばん回かいできそう。


「次は実技だね」


　木場が体をほぐすように上半身をひねりながらそう言った。


「ああ、チョー得意分野だ！」


「センター内の屋内会場でおこなわれるようですわ」


　資料に目を通しながらレイヴェルは言う。


「あらあら。気き合あいを入れるのはいいけれど、イッセーくん、力の入れすぎはダメですわよ？」


　朱乃さんにそう言われる。


　…………？　先生にも実技のほうはそんなに気合入れなくていいって言われたけどさ。


　でも、せっかくの試験なんだから、力入れないと！　俺的に一番点数が取れる試験だと思うし。


　そうこうしているうちに実技試験の時間となっていく。


　俺たち三人は再びレイヴェルと別れて、ジャージに着き替がえて屋内会場に向かった。


　そこは広い体育館みたいなところだった。


　受験者がそれぞれ動きやすい格好に着替え、自分なりのほぐし方で体を温めているようだった。うし！　俺も体を温めよう！


　その場を軽く駆かけだし、そのまま会場の陸上トラックを回っていく。


　木場と朱乃さんとストレッチをしていると、試験官の方々が集まり、俺たちの点呼をし始める。ジャージに受験番号のバッジがつけられた。


　試験官の一人が説明をし始める。


「実技試験は至ってシンプルです。受験者の皆さんで戦せん闘とうをしてもらいます。このあと、皆さんに抽ちゆう選せんをしてもらい、それによって、戦う相手を決めてもらいます」


　おー、わかりやすい。抽選で決まった相手と戦うわけか。それに勝てばいいのかな？


「戦闘は総合的な戦闘力などを見るので相手に負けたとしても、合格の目が無くなるわけではありません。もちろん、勝利をしてもらったほうが得点は高いです。しかし、戦闘の中身も見ますので、心技体、規定を満たしていればそれ相応の点数を得られます。できるだけ良い試合をするようにしてください！　ルールは簡単です。持てる力で相手と戦ってください。武器の使用は原則的に許可しております。相手を死亡させた場合は失格となりますが、事故による死亡は我々試験官による審しん議ぎによって是ぜ非ひが決まります。事故死による項目はお手元の参考資料を参照してください。次に──」


　ルール説明は続くが、うんうん、試験官のヒトに良い戦いを見せればいいんだな！


　……って、良い試合ってなんだ!?　俺は戦闘の中身とやらに頭を抱かかえた！


　お、俺！　いままでの戦闘、ゴリ押しとか、殴なぐり合いばっかりだったぞ！　魔ま力りよく合戦やテクニック重視の戦いなんてやったことすらねぇや！


　試験官の補足説明もされる。


「なお、『兵士ポーン』の方は試験センター特例のプロモーション承しよう認にんカードが発行されておりますので、試合中にプロモーションができます」


　へー、できるんだ、プロモーション。センター特例の承認カードなんてあるんだな。修学旅行のときにリアスがアーシアに持たせたものの派生カードかな？


「アジュカ・ベルゼブブさまはプロモーション用の特例カードをこういうところに発行していると聞くよ。もちろん、ベルゼブブさまでなければその特例カードを作成もできないし、ましてやコピーなんて無理と言われるほどの代しろ物ものだけどね」


　木場がそう説明をくれた。つまり、ベルゼブブさまでなければ、その手のものは生みだすことはできないってことか。あの方、どれだけすごい技術肌はだなんだ……。ある意味でアザゼル先生を超こえているな。


「実技試験のルールも基本相手を殺さないように戦えば良いみたいですね。中級悪魔の試験は上級悪魔のと違ちがって、戦術──タクティクス試験が無いので案外シンプルですわね」


　と、朱乃さんが言う。


　上級悪魔の試験は戦術の試験があるの!?　そ、そりゃそうか。『悪魔の駒イーヴイル・ピース』を得て眷けん属ぞくを作るんだから、それをうまく導くための頭があるか試験して当然だ。……やべぇ、もし中級悪魔の試験が合格したら、俺も戦術の勉強しなきゃダメだ！　どう考えても俺には戦術なんて無理そうですけどね！


　試験官の説明も終わり、抽選となった。箱のなかに手を突っ込み、番号の振られた玉を取る。……こういうところは人間界そっくりだな。まあ、昇格センターに来るのは元人間が多いから、親しみやすく、わかりやすくしているんだろうけど。


　──と、俺の玉は『４』か。序じよ盤ばんの試合になりそうだな。


　木場は『26』、朱乃さんは『32』だった。おおっ、全員分かれたな。同属対決になったらどうしようかと思ったんだけど、それはないようだ。つーか、二人は後半戦になりそうだな。


「試合は二組ずつおこなわれます！　まずは『１』の方と『２』の方、そして『３』の方と『４』の方の試合です！」


　マジか。もう俺の試合じゃん！　早っ！　心の準備ができないままに試合開始になりそうですよ！


「まずは俺か」


「がんばって」


「イッセーくんならやれますわ」


　木場と朱乃さんにも応おう援えんをもらう。


「い、いくか」


　若じやつ干かんの緊きん張ちようをまといながら、俺は魔力で円形に描えがかれたバトルフィールドに入っていく。


　さて、どうしたものか。トリアイナはコンボできないな。


　プロモーション可能って言ってもコロコロ変えるのは卑怯くさいしな。一回プロモーションしたら、それで試合を決めるしかない。そうなると、通常の『女王クイーン』か？　真『女王クイーン』はまだ不安定だから、使える状態じゃない。でも、試験で力を見せるとなるとやったほうがいいのかなぁ……。


　そんなことを考えているうちに俺の相手となる悪魔がフィールドに現れる。中肉中背の男性だ。見た目はすごくオーラを漂ただよわせているわけじゃないけど……。このヒトも昇格試験に来られるほどの悪魔なんだ。油断はできない。


　試験官が間に入り、俺たちを交こう互ごに見てくる。


「どちらも準備はだいじょうぶですね？」


　うなずく俺と対戦者。試験官の手が上げられ──下ろされた！


「はじめてください！」


　──っ！　始まった！　俺はすぐさま籠こ手てを出現させ、カウントを開始させる！


「『女王クイーン』にプロモーション！」


　俺が選せん択たくしたのは普ふ段だん使っている『女王クイーン』だった！　どちらにしろ、真『女王クイーン』は禁手バランス・ブレイカーにならないとプロモーションできない！　それなら普段の『女王クイーン』に昇格して、いつもの禁手バランス・ブレイカーとなって戦う！　トリアイナじゃなくても十分にトレーニングしているんだ！　通用しないわけがない！


「はっ！」


　相手の男性が手元を魔力で光らせて、巨きよ大だいな炎ほのおの球体を撃うちだしてくる！　魔力の攻こう撃げきはなかなかのものだ！　もし神器セイクリツド・ギア所有者なら、このあとの攻撃でそれを披ひ露ろうしてくるだろう！　その前に禁手バランス・ブレイカーになる！


「──『凍結なるフリージング・霊鳥アーキオプテリクス』ッ！」


　男性の周囲に冷気が漂いだしていく。──宙に氷が集まっていき、巨鳥となった！


　神器セイクリツド・ギアか。氷でデカい鳥を創つくったわけだ。


　俺は氷の巨鳥の猛もう襲しゆうと男性の魔力攻撃をうまく避よけて、禁手バランス・ブレイカーのカウントが終わるのを待った！　俺の弱点は禁手バランス・ブレイカーになる前のこの素すの状態だもんな！　でも、真『女王クイーン』への道を開いたことによって、禁手バランス・ブレイカーのカウントもさらに短縮したんだ！


　相手の放つ魔力攻撃の連発を避けまくって、ついにカウントが終わる！　おし！　ここからが本番だっ！


「禁手化バランス・ブレイクッ！」


　俺の体を赤いオーラが覆おおい、鎧よろいを形成させる！　──赤龍帝のブーステツド・ギア・鎧スケイルメイル！


　バッ！　ドラゴンの両りよう翼よくを羽ばたかせて、俺は力を漲みなぎらせた！


　──負けられない！　勝って俺は昇格試験に合格するんだっ！


『JETジエツト!』


　ゴオオオォォォォッ！　背中のブーストを最大に噴ふかして、俺は相手に飛びだしていく！　相手は俺のスピードに反応できずにいた！　いける！


　俺は拳こぶしを突つきだして、一気に殴りかかった！　とりあえず、一発め！


　ドンッ！　氷の巨鳥を難なく破は壊かいして、その勢いで男性にも拳けん打だを浴びせる！


「──っ！」


　相手は魔力で防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを前方に展開したものの、俺のパンチに対たい抗こうできずに会場の後方までぶっ飛んでいった！


　ドガァァァァンッ！


　会場の壁かべに激げき突とつし、そのまま壁を突き抜ぬけていって──。


　…………。俺は拳を突きだしたまま、制止していた。


　……あら？　あのヒト、思いのほか勢いよく吹っ飛んでいったよ？　増大させた一発じゃなかったけど、決して力を抜いたパンチでもなくて……。


　試験官の一人が吹っ飛んでいった俺の試合相手のもとに急いで向かった。


　試合を見守っていた他の受験者の声が聞こえてくる。


「…………じょ、冗じよう談だんじゃない！　なんてパワーだ！」


「なるほど、一いつ般ぱん的な下級悪魔のレベルを遥はるかに超ちよう越えつしてますね」


「対戦者は不幸と言うしかない。バケモノじゃないか……ッ」


「……パワーだけなら、上級悪魔の上クラスじゃないのか……？」


「これが悪神ロキ、サイラオーグ・バアルを倒たおした赤龍帝の力か……」


　などという声が耳に届いた。……えーと。反応に困る俺。俺は試験に落ちたくないから、持てる力で向かっただけで……。相手も昇しよう格かく試験に臨む悪魔だから、気が抜けないと思ったわけで……。


　空いた壁の穴から気を失った様子の試合相手を抱だきかかえてきた試験官が戻もどってくる。その試験官が俺の試合を担当している試験官に首を横に振ふってみせた。それを確認した担当の試験官は高らかに告げた。


「『４』番、兵藤一いつ誠せい選手の勝利です！」


　…………。


　……え？　こ、これで実技は終わり……？　……ウソ。これで本当にいいの？


　俺は難なく勝ち取った勝利にポカンと呆あつ気けに取られるしかなかった。








　実技試験も終わった俺たちは連れん絡らく用の魔方陣をレイヴェルに展開してもらい、先生に事後報告をすることにした。


「せ、先生！　実技なんですけど……！」


『おー、どうした。こっちはホテルのレストランで貸し切りの昼酒中だ』


　また昼酒ですか!?　いいご身分ですね！　じゃなくて！


「実技の試験なんですけどね！　あ、あの、俺も木場も朱乃さんも問題ないというか、むしろ俺たち……」


『圧あつ倒とう的、だったろう？』


　──っ。にやける先生の言葉に俺はうなずいた。


「あ、はい」


　嘆たん息そくする先生。


『当然だ。おまえら、下級悪魔のなかでは異例の強さを誇ほこるからな。そこに試験に行くのは強くても中級悪魔の上クラス相当だぞ？　で、おまえらの実力はというと、上級悪魔クラスだ。特にイッセーはトリアイナや真「女王クイーン」形態を発揮すればそれ以上のクラスと比べても遜そん色しよくがない。まあ、それはサイラオーグも一いつ緒しよか』


「……知りませんでした。俺──俺たち、そんなに強くなっていたんですね」


　試験は俺をはじめ、木場も朱乃さんも圧倒的な力で勝利を収めた。むしろ、俺がやり過ぎてしまって会場を壊こわしたのが申し訳ないほどだ。二人とも会場を傷つけない程度に力を抑おさえて勝利を得た。


　……本気を出すなって言っていたのはこういうことなんだ。他の受験者と俺たちの力に差が生じているから、やり過ぎると会場に影えい響きようを与あたえてしまう。


　下手をすると、俺は受験者を殺していたかもしれないしな……。そう考えると俺は気き合あいが入りすぎていたってことになるのか。で、でも、試験に落ちたくない気持ちと、相手に油断しないことで頭がいっぱいだったから……。


『おまえらが相手にしてきたのは、伝説級がゴロゴロのヴァーリチーム、北ほく欧おうの悪神ロキと最悪の魔ま物ものフェンリル、それに最強の神滅具ロンギヌス「黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス」だぞ？　そいつらと戦って全員生きて帰ってくるなんざ、正気の沙さ汰たじゃない。異常だって言われて当然のレベルだ。少なくともグレモリー眷属では、おまえと木場、朱乃、ゼノヴィア、ロスヴァイセは上級悪魔クラスの実力を持つ猛も者さ揃ぞろいだ。仙術の使い方を覚えてきた小猫も直に上級悪魔に匹ひつ敵てきする力になるだろうな』


　そ、そっか。俺たち、修しゆ羅ら場ばをくぐりすぎて、一般的な中級悪魔の実力を大きく超こえていたのか。そうだよな。考えてみりゃ、俺たちの相手は異常な連中ばかりだった。それに負けるまいと修しゆ行ぎようしまくって相対してきたんだ。


　……改めて実感する。俺たち、とんでもなく強くなっちまっているんだ。それでも、俺たちを襲おそってくる連中はもっと強いってんだから、頭がおかしくなりそうだ。


『よくもまあ、これだけのメンツと巡めぐり合ったよ、おまえの惚ほれた女は』


　先生が感心するように言った。


「はい、リアスは最高の女性です！」


　当然さ！　リアスの巡り合いの強さは折り紙付きさ！　そのおかげで俺とリアスと皆みんなは出会えたんだから！


『おい、リアス。イッセーが「リアスは最高の女性です」だってよ』


　先生がいやらしい声こわ音ねで違ちがう相手に話しかけていた！


　なななななな！　近くにリアスがいるんですか!?


「ちょ、ちょっと、先生！　何、それを報告してるんですか！」


『ははっ！　リアスの奴やつ、おまえのそれを聞いて真っ赤っかだぞ！　ったく、お熱いこって！　クソ！　涙なみだが出てきやがる！　俺、独り身を極きわめっかな、ちくしょうッ！』


　あ、先生ったら、悔くやしさが入り交じった声音だった。でも恥はずかしいからあまり俺とリアスを煽あおらないでくださいよ！　どうか、平和にすごさせてください！


　先生は気を取り直して続ける。


『ま、リアスにもちょうど言ってはいたんだよ。リアス自身が猛もうトレーニングをして強くなることもないってな』


　リアスが……トレーニング？　そういや、レグルスとの戦いで活かつ躍やくできなかったことをかなり気にしていた。でもあれは相手があまりにも桁けた違ちがいだっただけで。何せ所有者無しで独立して動くレアな神滅具ロンギヌスだもんな。しかも獅し子し王おうを冠かんする魔ま獣じゆうだ。


『おまえの惚れた女が持つ一番の武器は、巡り合わせの良さだ。グレモリー眷けん属ぞくの豊富さは他の上級悪魔が持つ眷属の比じゃない。ライザーの野や郎ろうも言ってたことらしいな。こいつばかりは教えて得られるものじゃない。そいつが生まれながらにして持ってるものが必要だ。そういうのは今後も続くもんさ。俺的にはさっきも言った生存率の高さを評価したい。修羅場を全員体験して生存するなんざ、奇き跡せきを通り越こしてイカレてるレベルだ』


　奇跡を超えたレベルか。それは実感できるかも。よくこれだけのメンツが集まって修羅場を越えてきたと思うよ。


『何はともあれ試験は終わったんだろう？　センターの転移魔方陣でこっちのホテルまで移動してこい。合否はまだだが、こっちで打ち上げをしよう』


　先生との連絡はそれで終わり、俺たちは息を吐はいた。


「お疲つかれさまでした、イッセーくん、朱乃さん」


　木場が笑え顔がおで俺と朱乃さんにそう言う。


「これであとは合否までくつろげそうですね」


「いえ、朱乃さん、俺的に中間テストも気が抜けないです」


　ため息を吐つく俺に木場が言う。


「昇格試験で力を大いに揮ふるった赤龍帝も中間テストではそのパワーを発揮できないものね」


　木場の皮肉な冗談に朱乃さんとレイヴェルが笑みをこぼしていた。


　……はいはい、どうせ俺はパワーバカですよ。




　Life.3　反逆の英えい雄ゆうです







「てなわけで、試験お疲れさん。乾かん杯ぱい」


　先生がそう言うと注つがれたグラスを呷あおっていた。……昼からどれぐらい飲んでいるんだ、この酔よいどれ総そう督とくは……。


　俺たち四人はホテルに移動して、貸し切りのレストランで試験後の疲れを労ねぎらってもらっていた。レストランには俺たちのもとを一いつ旦たん離はなれているギャスパーとロスヴァイセさん以外のオカ研メンバーがそろっていた。皆、レストランの食事に舌した鼓つづみを打っている。


　俺も腹が空すいたので運ばれてきた豪ごう華かな料理をモリモリ食べていた。


「どうだった？」


　横に座るリアスにそう問われた。


「えーと、そうですね。どちらも手て応ごたえがありました。これも皆が協力してくれたおかげです。でも、実技でちょっとやり過ぎまして……」


　赤せき龍りゆう帝ていのパワーで相手をふっ飛ばしちゃったもんな。しかも試験会場に穴を空けてしまった。


「壊してしまった壁かべの修理代はこちらで払はらっておくから、気にしなくていいわ。けれど、今後他の中級悪魔と出会っていざこざに発展したとしても、いきなり本気で殴なぐりかかってはダメよ？　あなたは現時点でかなりの強さなのだから」


　……リアスに注意されてしまった。はい、反省しとります。


　自分のパワーがここまで他の下級悪魔とかけ離はなれすぎていたなんて、思ってもいなかったものだから、面食らってしまった。


　実力で見たら、俺は上級悪魔クラス、か。実感はない。いや、強さの実感はある。けど、貴族の方々と肩かたを並べるほどの力を持っているってのがいまいち実感がわかない。


　上級悪魔のライザーとディオドラをぶっ倒たおしたのも勢いに任せたところがあったから、自分が悪魔のなかでどれぐらい強いかなんて考えもしなかった。


　ただ、無我夢中で襲いかかってくる敵──そしてライバルのヴァーリに負けないように力を高めていただけだ。ドライグがクククと俺の内で笑っていた。


『おまえの場合、天てん龍りゆうの俺を宿しているだけで常じよう軌きを逸いつしているのに、目標としているライバルが歴代最強の白はく龍りゆう皇こうだからな。最初から目標があまりに高すぎた。その上でそれを目指して力を発展させていったのだから、知らずのうちに他の悪魔をごぼう抜ぬきなんて当然のことだろう。夏の終わりには主あるじであるリアス・グレモリーも超えてしまったではないか。あの女も決して弱いわけではないぞ。──赤龍帝の成長率が凄すさまじかっただけだ』


　それでも、歴代と比べると成長が遅おそいほうなんだろう？　それはそれで自分の才能の無さに泣くところだ。


『確かに遅い。──が、いままでにない異例の成長を見せているおまえを他の赤龍帝と比べるのもな。いまだ成長の頂上が見えないのが怖ろしいほどだよ。……まあ、その成長の要因が乳ちちなわけだが……はぁ……』


　……赤龍帝殿どのがまた深いため息を吐いていらっしゃる。この話題はここまでにしておいたほうがいいな。──と、俺の視界に微笑ほほえましい一場面が映り込む。


「ほら、小こ猫ねこさん。これとこれとこれを食べたほうがいいですわ」


「……別に取ってもらわなくても自分で食べられる」


「私だって好きでお世話しているわけではありません。あなたが元気にならないとイッセーさまが悲しむんです」


「……わかった。食べる。……ありがとう」


「いいえ、こちらこそ。元気になってもらわないと張り合いがありませんもの」


　というレイヴェルと小猫ちゃんのやり取りを見かけてしまった。


　口くち喧げん嘩かする割には打ち解け合ってきているよね。いい傾けい向こうだ。


「……我、じーっとドライグを見る」


　……レストランの隅すみではこちらをじーっと見つめてくるオーフィスの姿が。もぐもぐとパスタ料理を口に運んでいた。……あれがテロリストの親玉なんてホテルの従業員に知られたら大変なことになるだろうな。むろん、内ない緒しよだけど。


　黒くろ歌かやルフェイたちもレストランの隅の席で甘い物を食べているようだった。フェンリルは姿を見せていないが、ルフェイの影かげのなかに潜ひそんでいるらしい。器用な狼おおかみだ。まあ、ペットはホテルに持ち込み禁止だからな。──って、最悪の魔物がペットって……。


　黒歌は、はぐれ悪魔であり、冥めい界かいでは指名手配のため、猫ねこ耳みみと尻尾しつぽをしまい、服装もルフェイと同質のローブを着込んでいた。色違いだけどね。


　いちおうサングラスもつけてる。さらにその手の使い手に感知されやすい『気』の質も変えているようでちょっとやそっとじゃバレないらしい。その術はルフェイやオーフィスにもかけているようで彼女たちが怪あやしまれない要因のひとつになっている。


　……まあ、いままで捕つかまらなかった黒歌たちならここでもバレないだろう。


　しかし、合が点てんがいくな。こいつらが神出鬼き没ぼつなのは、こうやってうまく忍しのび込める能力を持っているからなのか。思えば兵ひよう藤どう家に訪問してきたときも俺の仲間はまるで気づかなかった。……その点ではあっちのほうが上手ってことか。


　などと思っていたら、酔った先生が俺と木き場ばに言う。


「イッセー、木場、おまえら二人はグレモリー眷属でも破格だな」


「破格……ですか」


　木場の言葉に先生はうなずいた。


「とんでもない可能性を持った若手悪あく魔まってことだよ。イッセーは才能こそないものの、赤龍帝を宿す者。歴代所有者とは違う方向から力を高め、ついに『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とは真逆の能力に目覚めた。木場は後付けに得たものがあったとはいえ、それでも才能が抜きんでている。禁手バランス・ブレイカーをふたつも目覚めさせるなんて信じられないほどの才だ。しかもイッセーも木場もいまだ発展途と上じよう中ときた。さらに言うならお互たがいにトレーニングして高め合っているなんてな。……おまえら、リアスがプロデビューする前に最上級悪魔になるんじゃないか？」


　プロデビュー前に最上級悪魔とか……。中級悪魔の昇格の話ですら仰ぎよう天てんしたのにそんなことまであったら、俺、慌あわてふためいて十日は混乱しそうだ。


　プロデビュー前に眷属が中級悪魔に昇格ってのも異例だそうだし、俺たちはそういう意味ではリアスのステータスになるんだろうな。木場が遠えん慮りよがちに言う。


「僕は恵めぐまれています。すぐ近くに天龍──赤龍帝のイッセーくんがいますから。練習相手として、これ以上の相手はいません。しかもいまだ成長途上のなか。イッセーくんと模も擬ぎで戦っているだけで光栄ですね」


　なんて恥はずかしいことを堂々と言う野郎だ！


「笑顔で恥ずかしいことを言うな！　……ったく。俺もテクニックタイプの天才のおまえが相手だから修しゆ行ぎようがはかどるよ。俺の弱点はテクニックタイプだからさ」


　そう俺が言ったら、先生が首を横に振ふった。


「いや、おまえにはもうひとつ大きな弱点がある。というよりも露ろ呈ていされた。強力なトリアイナと真『女王クイーン』、その弱点はずばりスタミナだ。どちらも使用するには体力とオーラの消しよう耗もうが激しすぎる。イッセー、現状で真『女王クイーン』の使用時間がどれほどだ？」


「……正直、力が安定しなさすぎて攻こう撃げき一回で状態が解除されることもあります。制せい御ぎよがあまりに難しすぎるんです」


　そう、あの真『女王クイーン』はあまりに制御が難しい。


　真『女王クイーン』の力の安定にはトリアイナ状態での能力向上が必ひつ須すだ。真『女王クイーン』のパワー出力と防御を高めたいのなら、トリアイナの『戦車ルーク』を使い続けて慣れていくしかない。真『女王クイーン』の速度なら、トリアイナの『騎士ナイト』。砲ほう撃げきならトリアイナの『僧侶ビシヨツプ』。


　それぞれの成なり駒こまを成長させることが真『女王クイーン』の力を上げる根底となる。そういう仕組みなんだ。真『女王クイーン』の力を高めるにはトリアイナの各駒を鍛きたえていくしかない。


　京都でのトリアイナ開かい眼げん、バアル戦での真『女王クイーン』覚かく醒せい、そのおかげで天龍本来の力が解放され、神器セイクリツド・ギアとしての限界値は格段に上がったそうだ。あとは鍛えてそこに向かうだけ。所有者の俺がしょぼいから力の限界値が上がっても一歩一歩進むしかないけど。


「トリアイナでそれぞれの駒の力に慣れていき、同時に高めていくしかないです。真『女王クイーン』は各駒の総そう括かつ版みたいなものだから」


　鍛えた結果がすべて真『女王クイーン』に反映される。


　現状で真『女王クイーン』が不安定なのは、まだ鍛え方が足りないってことだ。もっと通常の禁手バランス・ブレイカー形態とトリアイナを向上させないとダメだろう。サイラオーグさんとの戦いで真『女王クイーン』の伸のびしろを感じたのはそれだ。各駒の能力が鍛え足りないってことだな。


　けど、それをしていけば、激しいスタミナ消耗の解消にも繫つながるのか？


　そう考える俺だが、先生はいまの想像をぬぐい去るようなことを言う。


「力の安定が可能になったとしてもすぐには消耗の根本的な解決にならないかもしれないな。心身に深刻な影えい響きようを与あたえないために発現した新しい力だが、とにかく、消耗するものが凄まじい。命を削けずらず、生命的な危険が無い分、体力やオーラを余計に食うんだろうな」


　命にかかわる代だい償しようが無いからこその大きな消耗なのか。これが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』以外の選せん択たくを突つき進んだ俺の力の答え──。


　うーん、どうにかしてこの弱点を補強する術すべを考えないといけないか。このままだとトリアイナ、真『女王クイーン』での長時間の戦せん闘とうは無理だ。俺の相手は伝説級ばかりだ。短時間での戦闘なら問題はないだろうけど、相手がおいそれとやられてくれるはずもないだろうから、長時間戦闘も見み越こしておくのが当然になる。


　通常の禁手バランス・ブレイカー──鎧よろい姿での維い持じ時間は相当増えた。よほどのことがない限りは解けることがないだろう。まあ、そのよほどのことがトリアイナの燃費の悪さなんだけどね。コンボを使えば一気にごっそりスタミナが持っていかれるもんな。戦闘後の疲ひ労ろう感はハンパじゃない。死ぬまで暴れて生命力を空にする『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』よりは遥はるかにマシだけどね！


　ふと思った。俺はそれを先生に訊たずねる。


「そういや、サイラオーグさんのところのレグルスとかいう自律した神滅具ロンギヌス、あれも『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』みたいなことができるんですか？　強力な魔物やドラゴンが封ふう印いんされたタイプの神器セイクリツド・ギアって、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』みたいなことができるって、冥界での合宿のときに先生言ってましたよね？」


「システム上では可能だな。『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』や魔物封印系神器セイクリツド・ギアだと覇はの獣けものと書いて『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』だ。天龍の『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』のほうが強力だがな。あれは特異だ。まあ、これらは凶きよう悪あくだから使用可能になったとしても使わないほうがいい。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』みたいに生命力を神器セイクリツド・ギアに吸われて、大暴れしたあげくに死ぬだろうさ」


　あー、同じなんだ。じゃあ、使いづらすぎるね。


「神滅具ロンギヌスのことは同盟したいま、発見しだい三大勢力のトップ陣じんに知らされることになっているんですよね？　でも、先生はあの獅し子しがサイラオーグさんのところにいることを知らなかった。それって、バアル側の同盟違い反はんでは？」


　俺の疑問だった。神滅具ロンギヌス所有者のことを調査、監かん視ししている天界、冥界のトップ。


『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』のあの獅子は悪あく魔まサイドに属することになるから、サーゼクスさまや先生に報告がいって当然だと思ったんだ。


　けど、先生があの神滅具ロンギヌスの正体と所属を知ったのは先日のゲームのときだった。あのサイラオーグさんが故意に隠かくしていたとは思えない。裏があるように感じていたんだ。


　先生が息を吐はいて言う。


「サーゼクスすら知らなかったようだからな。どうにも大王派の連中がサイラオーグに『兵士ポーン』の正体を隠すよう打だ診しんしていたようでな。サイラオーグは魔王に報告すべきだと訴うつたえたようだが。次期当主ともなると現当主によって行動を縛しばられる部分も出てくる。その上、大王派はゲームでも徹てつ底てい的に隠すべきだと主張してな。出したとしても正体を晒さらすな、と」


「でも最後に出てきて正体晒しましたよね」


「さすがにサイラオーグも黙だまっているのが我が慢まんの限界だったらしくてな、使える場面があれば使う気だったようだ。あの終盤戦エンドゲームを誰だれも予想なんてできなかっただろうが、それでもああいう形で晒されたわけだ。おかげで現在、大王派は魔王派の連中に相当追つい及きゆうされているようだぜ？　グリゴリと天界も同盟関係上、いちおうの文句を悪魔サイドに発信したけどな」


　──っ。あの試合、そんなことがあったのか。大王派の上の方々はサイラオーグさんにあの獅子を出さないように言ってきていただなんて……。真っ正面から本気でぶつかりたかったサイラオーグさんは獅子を出すことを躊躇ためらわなかった、と。


　……現悪魔の派は閥ばつは俺の想像もつかないようなことになってんだな。旧魔王派とのいざこざみたいな内戦にならないことを祈いのるばかりだ。──で、俺は魔王派に属することになるのかな。しかもルシファー側の直属の神滅具ロンギヌス所有者的な。めんどくせぇっ！


　あ、神滅具ロンギヌスと能力のことでもうひとつ思いだした。


「……先生、『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』の『覇輝トウルース・イデア』っていうのは？　それも『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』や『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』みたいな現象なんですか？　あれにも魔物が封印されている？」


「……あの槍やりにはな、魔物が封印されているわけじゃないんだ。あれに封印されているのは『聖書に記されし神』の遺志みたいなもんさ」


　──遺志、か。それはそれですごい壮そう大だいなイメージが浮うかぶ。うーん、最強の槍は隠されたものまで桁けた違ちがいってことか？


「──『神』という存在を殺せる槍。始まりの神滅具ロンギヌス。それを『聖書に記されし神』は現世に遺のこした。しかも人間だけの能力──神器セイクリツド・ギアとして、だ。それが何のためかは俺の組織でも意見が割れてるところだな。自分が消しよう滅めつしても信徒の布教が進められるように他の神話体系の神々を殺すための侵しん略りやく兵器を作ったとか、逆に信徒のもとに襲おそいかかってくるかもしれない他勢力の神々に対たい抗こうさせるための防衛手段だとか、単に偶ぐう然ぜん作りだされたとか、説は様々だ。天界でも結論は出ないって話だな。どちらにしてもあの聖せい槍そうのあとに他の強力な神器セイクリツド・ギアが発見されて、神滅具ロンギヌスってものが定義されていったわけだ」


　始まりの神滅具ロンギヌス、か。……俺の神滅具ロンギヌスはあの槍のあとに定義されたってことか。


「今世に限っては各神滅具ロンギヌスの状態が前例のない変化を見せている。──十三種以外の神滅具ロンギヌス、十四種め、十五種めが偶然発現されてもおかしくない流れだ」


　そんなことを先生は言う。


　……新しい神滅具ロンギヌスが生まれるかもしれないって……。神滅具ロンギヌスを宿している身としてはこれが凶悪なのは十分理解できる。ただでさえ、凶悪なのにまたそんなのが増えていくなんて怖こわいことだな。……いままでの流れだと敵として現れそうで怖いよ。


「…………」


　近くに座るアーシアが考え事をしている様子だった。食事もあまり口に運んでいない。ジュースを延々とちびちび飲んでいた。


「どうした、アーシア？」


　俺が話しかけると、アーシアは静かに言う。


「……私も神器セイクリツド・ギアについてもう少し深く知ろうかなって思いまして」


「回復を……強化するってこと？」


　俺が訊きくと彼女はうなずいた。


「ギャスパーくんも神器セイクリツド・ギアを深く知ろうとアザゼル先生の研究施し設せつに向かったといいますし、私も次、そこにお世話になろうかなと思ったんです」


　──っ。……あのバアル戦以降、眷けん属ぞくの皆みんなが自分の能力にさらに向き合い始め、奥手のギャスパーですら自らを鍛えるためにグリゴリの門を叩たたいた。


　でも、アーシアの回復能力は強力だ。近距きよ離りでも遠距離でも彼女の回復は凄すさまじいサポートを発揮する。それで俺たちが何度窮きゆう地ちを救われたか。


　それでもアーシアはそのことに満足はできていない様子だった。いつにない真しん剣けんな面おも持もち。いつもかわいく微笑ほほえんでいたアーシアは、いま強い眼まな差ざしをしていた。


「先生、ふたつ、お訊きします。『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』は禁手バランス・ブレイカーになることが可能なのかということと、私も禁手バランス・ブレイカーになれるのか、それが知りたいです」


　アーシアの質問を聞き、先生は酒を一口呷あおったあとに口を開いた。


「ひとつめの質問だが、ある。『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』にも禁手バランス・ブレイカーの状態が予測されている。ふたつめの質問もＹＥＳだ。いろんなイレギュラーな現象を起こしている赤龍帝イッセーのそばにいれば、修しゆ行ぎよう──努力しだいで至れるだろうし、亜あ種しゆの禁手バランス・ブレイカーになることもセンスしだいで可能だろう。──だがな、アーシア。おまえの能力はすでに完成の域に達しているんだよ」


　先生の言葉に若じやつ干かん訝いぶかしげな様子のアーシア。


「それはどういうことなのでしょうか？」


「言葉の通りだ。おまえの回復能力はすでに極きわめて高くてな。見ての通り、おまえの能力でイッセーたちは何度も危険な場面を抜ぬけ出ている。アーシアは神器セイクリツド・ギア能力をすでに引きだしきっていると言っていい。他の『聖母の微笑トワイライト・ヒーリング』所有者と比べても回復能力の高さ、回復の速度、どれを取っても一級品だ。遠距離での回復も平均値を超こえたものをたたき出している。仮に禁手バランス・ブレイカーになったとしてもそれらのスケールアップのものになるだろうな」


　先生はアーシアの能力を大絶賛した。俺もその通りだと思った。アーシアの能力は現時点でも相当なものだ。アーシアを狙ねらわれない限り、俺たちは安心して戦闘ができる。傷を負っても、アーシアの回復を受ければすぐに戦線に戻もどれると実感しているからだ。


　先生から絶賛され、強くなりたい思いとは裏腹の複雑な表情をアーシアは浮かべていた。そのアーシアに先生は話を続ける。


「アーシア、おまえは眷属の要かなめだ。回復要員は貴重であり、重要。グレモリー眷属──否いな、ここにいるメンバーでの戦闘で一番大事なのはおまえだ。それは他のメンバーからも聞いてわかっているだろうし、おまえ自身も自覚しているな？」


　先生の言葉にアーシアはうなずいた。


「では、おまえの弱点はわかるか？」


「……回復以外でお役に立てないということでしょうか？」


「いや、少し違ちがうな。おまえは回復に専念すべきだ。他ほかのことはイッセーたちに任せればいい。だが、おまえは狙われる。回復を潰つぶせばそれだけでこっちが大打だ撃げきだからだ。そうなるとおまえを守護するためにアタッカーか、後衛が守備に回らないといけなくなる。それは陣じん形けいが乱れ、戦闘のテンポが途と切ぎれることに繫つながるだろう。──おまえの弱点は自ら守る術すべがないことだ。だからこそ、おまえが今後伸のばすべきは自分を守る能力を得ること。……そうだな、おまえには結界系か、幻げん術じゆつ系、または召しよう喚かんの魔力、魔法が合うかもしれん。壁かべとなる魔物と契けい約やくして召喚すればおまえの守備にイッセーたちが回らなくても済む。リアス、アーシアは気難しい『蒼雷龍スプライト・ドラゴン』と契約を結んでいるんだろう？」


　先生の問いにリアスがうなずく。


「ええ、アーシアの使い魔になっているわ」


　使い魔の森でアーシアがゲットした上位ドラゴンの子供。家でよくアーシアと遊んでいたりする。あれが成長するとタンニーンのおっさんと同じサイズ──十数メートルの怪かい獣じゆうになるってんだから、これからが怖くなる。……エサ代とかどうしたものか。


「案外、魔物を使し役えきする能力が高いかもしれないな。盲もう点てんだった。伝説級の魔物と出会って片かたっ端ぱしから契約を持ちかけてみるのはどうだろうか？　意外にもすんなりいくんじゃないか？　壁役となる魔物というと──」


　先生ったら、楽しそうにアーシアの能力強化をぶつぶつと独り言ごちし始めたよ。


　でも、アーシアが自分の力で壁役を召喚するってのは大いにアリだ。若手レーティングゲームのバアル戦で最後の団体戦、あそこでアーシアを出せなかったのはアーシアを守るだけの余よ裕ゆうが生まれそうになかったからだ。回復役のアーシアは確実に狙われるため、彼女を死守しながらの攻こう防ぼうは余裕がなくてリスクが高すぎた。


　もし、アーシアが自分で強力な壁役を召喚できたなら……。あの最後の試合の内容は様変わりしていたかも。


　なんだか、ここに来て、眷属全員の強化プランが固まってきたんじゃないか？　まだパワーアップの手段を内ない緒しよにしているメンバーもいるけど、バアル戦での反省がこれからの成長に大きく影えい響きようを与あたえそうだ。ここにいないギャスパーとロスヴァイセさんもきっと以前よりも強くなって帰ってくるはずだ。


　……俺も負けていられない！　もっともっと強くならないと。何せ俺のライバルたちは皆すげえ強いもんな。ファイトだ俺！　──と、決意を新たにしたときだった。


　──っ。…………違い和わ感が俺を襲った。全身をぬるりとした嫌いやな感覚が包み込んでいく。この場の空気が一いつ瞬しゆんで変化し、同じ風景なのにまるで違う場所に瞬時に転移したかのような錯さつ覚かくを覚えて──。


「…………」


　先生も俺と同じものを感じたのか、顔を険しくして目線をレストラン内に配らせた。木場も同様だった。つかつかと俺たちに近づいてくる人ひと影かげがある。──黒歌だ。


　猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを再び出して、ピクピクと耳を動かしている。服装もいつもの着物に戻っていた。口元が皮肉げな笑えみを浮かべているように思えた。


「ありゃりゃ、ヴァーリはまかれたようにゃ。──本命がこっちに来ちゃうなんてね」


　……ヴァーリ？　本命？　黒歌がわけのわからないことを言った刹せつ那な──。


　見覚えのある霧きりが俺たちの周囲にたちこめて、辺あたりを包み込んでいった──。





　　　　─○●○─





　ホテル内のレストランを飛びだしていく俺たち。黒歌やオーフィスたちを含ふくめた──レストランにいたメンバーの全員がこの場にいる。


　走りながら俺は禁手バランス・ブレイカーのカウントをスタート！


　……建物内の人ひと気けが一いつ切さい無くなってやがる！　どう考えてもあの現象だ！　京都で二度も体験したあの霧とまったく同一のものだった！


　俺たちはまた強制的に転移させられたんだ！　俺たちのいたホテルとまったく同じものを異空間に作りだして、俺たちだけをそこに転移させやがった！


　俺の隣となりに位置したゼノヴィアが叫さけぶ。


「イッセー、これはまさか！」


「ああ、ゼノヴィア。だろうよ。忘れたくても忘れられない霧だった！」


　こんなことができるのは脳のう裏りを過よぎるあの霧使い──っ！


　レストランから広いロビーに到とう着ちやくすると──。俺たち以外に人気がまったくないロビー、その近くに備えられた黒いソファに堂々と座る二人の男性の姿が！


　──っ！　刹那、俺たちのもとに球状の火か炎えんが飛びこんでくる！　狙いはアーシアとイリナ！　しかし、その火炎は二人に衝しよう突とつはしなかった！


　オーフィスが二人の壁になって、火炎を難なく打ち消したからだ。


　……オーフィスがアーシアとイリナを守った？


「あ、ありがとうございます」


「…………」


　アーシアの礼にオーフィスは無反応だが……。


　俺は視線をソファに戻した。


　見覚えのある学生服にローブを羽織った青年と──同じく学生服の上から漢服を着た黒くろ髪かみの青年がこちらを見み据すえていた。


　漢服の青年は座ったまま槍やりを肩かたにトントンとすると俺たちに向けて言う。


「やあ、久しいな、赤龍帝、それにアザゼル総そう督とく。京都以来だ。いきなりのあいさつをさせてもらった。先日のデュランダルのお返しだ」


「……曹そう操そうっ！」


　俺はしぼり出すようにその男の名を呼んだ。


　最強の神滅具ロンギヌスを持った聖せい槍そう使いの男！　『禍の団カオス・ブリゲード』英えい雄ゆう派のリーダー！　京都で俺たちを襲しゆう撃げきしてきた張本人！　俺が負わせた目の傷はキレイさっぱり無くなっている。


　……失明してもおかしくないケガだったはずなのに。……何かあるかもしれないな。用心するか。てか、いきなりアーシアたちに炎ほのおを放ってきやがって！　京都でのゼノヴィアがやった開幕攻撃のお礼だと!?　曹操は拍はく手しゆしていた。


「この間のバアル戦、いい試合だったじゃないか。禁手バランス・ブレイカーの鎧よろいをまとった者同士の壮そう絶ぜつな殴なぐり合い。戦せん闘とうが好きな者からすれば聞いただけで達してしまいそうな戦いだ。改めて賛辞の言葉を贈おくろう、グレモリー眷属。若手悪あく魔まナンバーワン、おめでとう。いい眷属だな、リアス・グレモリー。おそろしい限りだ」


「テロリストの幹部に褒ほめてもらえるなんて、光栄なのかしら？　複雑なところね。ごきげんよう、曹操」


　リアスは最大に警けい戒かいしながらも皮肉げな笑みを見せていた。


「ああ、ごきげんよう。京都での出会いは少ししかなかったから、これが本当の初めましてかな。あのときは突とつ然ぜんの召喚で驚おどろいたが。いやー、なかなかに刺し激げき的だった」


「言わないで！……思いだしただけでも恥はずかしいのだから！」


　曹操の言葉にリアスは手を前に出して、「やめて！」と最大限に強調した。ですよね！　俺のせいとはいえ、とんでもない方法で京都に呼びだしたわけだからさ！　あれが初対面というのは確かに酷ひどすぎる！


「それで、またこんなフィールドを別空間に作ってまで俺たちを転移させた理由はなんだ？　どうせろくでもないことなんだろう？」


　先生がそう訊きくと曹操は視線を俺たちの後方に向けた。そこには──オーフィスの姿があった。


「やあ、オーフィス。ヴァーリとどこかに出かけたと思ったら、こっちにいるとは。少々虚きよを突つかれたよ」


　オーフィスの前に黒歌が立つ。


「にゃはは、こっちも驚いたにゃ。てっきりヴァーリのほうに向かったと思ったんだけどねー」


「あっちには別働隊を送った。今いま頃ごろそれらとやりあっているんじゃないかな」


　…………？　何を言っているんだ、こいつらは。俺は両者の会話の内容についていけなかった。ヴァーリ側と曹操側が袂たもとを分かったのは知っている。


　怪け訝げんな様子の俺や仲間たちを前にルフェイが笑顔で突然挙手した。


　コホンと咳せき払ばらいすると、嬉き々きとして説明をし出す。それと同時に彼女の陰かげから灰色の狼おおかみが現れ、曹操たちを鋭するどくにらみだした。


「えーとですね。事の発ほつ端たんはふたつありました。ひとつはオーフィスさまが赤龍帝『おっぱいドラゴン』さんに大変ご興味をお持ちだったこと。それを知ったヴァーリさまが独自のルートで『おっぱいドラゴン』さんとの出会いの場を提供されました」


　それは知ってる。それでオーフィスは俺たちのところに電撃訪問してきたんだ。


　ルフェイは一本だけ出していた指を二本にした。


「ふたつめ、オーフィスさまを陰で付つけ狙う方がいるという情報をヴァーリさまが得たので、確証を得るため、いぶりだすことにしたのです。運が良ければオーフィスさまを囮おとり役にして私たちのチームの障害となる方々とも直接対決ができる──と。……えーとつまりですね」


　遠えん慮りよがちにルフェイが曹操たちに指を突きつけた。


「そちらの方々がオーフィスさまと私たちを狙っているので、ヴァーリさまがオーフィスさまをアジトからお連れして動けば、そちらも動くでしょうから、狙ってきたところを一気にお片付けしようとしたのです。ただ、オーフィスさまを危険に晒さらすこともないので、美び猴こうさまが変化された偽にせのオーフィスさまをヴァーリさまがお連れして、本物のオーフィスさまは『おっぱいドラゴン』さんのお家うちにお連れしたのです」


　……ちょ、ちょっと待て！　俺はルフェイの発言を聞いて、曹操と──オーフィスと、先生へと視線を配った！　待て待て待て待て！　ヴァーリチームと英雄派は仲が悪いのは知ってる！　オーフィスが狙ねらわれているってのもわかった！


　で、オーフィスを狙っている奴やつらが──曹操!?　つまり、英雄派がオーフィスを狙ってるってこと!?　ちょ、ちょっと、どういうことだよ!?　だ、だって、同じ『禍の団カオス・ブリゲード』のメンバーなんじゃ……。てか、オーフィスはそいつらのトップだろう!?


　ビックリする俺とグレモリー眷けん属ぞく＋αの面々！　平然としているのは先生、黒歌、ルフェイ、曹操たちだけだ！　曹操の野や郎ろうはルフェイの話を聞き、うんうんとうなずき、槍やりを肩にトントンとしていた。


「ま、ヴァーリのことだから、オーフィスをただ連れ回すわけもないと踏ふんでいた。どうせ俺たちと相対するためにオーフィスを囮にするんだろう──と。だが、ヴァーリのことだ、オーフィスを無む闇やみに囮にするはずもないと思った。オーフィスが今世の赤龍帝と白龍皇の変異に興味を抱いだいているのも知っていたものだから、もしやと思って二手に分かれて奇き襲しゆうをかけることにした。一方はヴァーリを追う。そして俺とゲオルグは赤龍帝側に探さぐりを入れる。──案の定、こちらにオーフィスがいたときた。それで、このような形でご対面を果たすことにしたんだよ」
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　……いまだ当とう惑わくしている俺だが、とどのつまり、ヴァーリが本物のオーフィスを危険に晒すことなく、オーフィス（偽）を囮にして曹操をおびき出そうとしたけど、曹操はヴァーリの行動に疑念を抱いて、俺たちのところにオーフィスがいるかもしれないとここに来たってことか！　奴の予想は当たってオーフィスがそこにいる！


　オーフィスが静かに口を開く。


「曹操、我を狙う？」


　首をかしげてそう訊くオーフィス。


「ああ、オーフィス。俺たちにはオーフィスが必要だが、いまのあなたは必要ではないと判断した」


「わからない。けど、我、曹操に負けない」


「そうだろうな。あなたはあまりに強すぎる。正直、正面からやったらどうなるか。──でも、ちょっとやってみるか」


　曹操は立ち上がると聖槍を器用にくるくると回しだした。


　ビィィィンッ！


　槍の先せん端たんが開き、まばゆいばかりの光の刃やいばが現れる！……相変わらず寒気を感じる神こう々ごうしさだ。俺たち悪魔にとって、必殺の聖光──。


　フッ！


　曹操の姿が消えた！　──速いッ！　まったくの予備動作なく消えやがった！


　ズンッ！


　次に現れたとき、曹操の槍は──オーフィスの腹部を深々と貫つらぬいていた！


　──っ！　致ち命めい傷しようの一撃だっ！　悪魔だったらあれで瞬しゆん殺さつされてる！


　曹操は槍を持つ手に力を込こめて叫ぶ！


「──輝かがやけ、神を滅ほろぼす槍よっ！」


　カァァァァァァァッ！


　突き刺さしたと同時に膨ぼう大だいな閃せん光こうがあふれ出していく！


「これはマズいにゃ。ルフェイ」


　黒歌がそう言うと、ルフェイと共に何かをぼそぼそとつぶやきだした。刹那、俺たちの周囲に闇やみの霧きりが発生する！


「光を大きく軽減する闇の霧です。かなりの濃こさなので霧をあまり吸い込まないでくださいね！　体に毒ですから！　でもこれぐらいしないと聖槍の光は軽減できません！」


「しかも私とルフェイの二重にゃ」


　ルフェイと黒歌がそう説明をくれた瞬間、聖槍から発生する膨大な光の奔ほん流りゆうがホテル内に広がっていく！


　……暗がりの霧の中でも聖槍が放つ光のまばゆさが凄すさまじいのがわかった！　霧無しだったら、俺たち悪魔はあの攻こう撃げきの余波でどれぐらいのダメージを受けるのだろうか？


　聖槍の光が止やみ、闇の霧も消え去り、俺は曹操とオーフィスに視線を向けた。


　腹部に槍を深々と刺されたままのオーフィス。──が、オーフィスの腹部から鮮せん血けつが溢あふれ出ることもなく、顔が苦痛に歪ゆがむこともなかった！


　曹操はゆっくりと槍を引き抜ぬくが──オーフィスの腹部は血すら噴ふきださずに穴がぽっかりと空いているだけだった。その穴が何事もなかったようにふさがっていく。


　……ダメージ無しってことか？　あの聖槍の光で……？　曹操が呆あきれ顔で言う。


「悪魔なら瞬殺の攻撃。それ以外の相手でも余よ裕ゆうで消し飛ぶほどの力の込めようだったんだが……。この槍が弱点となる神仏なら力の半分を奪うばうほどだった」


　曹操が俺に視線を向ける。


「見たか、赤龍帝？　これがオーフィスだ。最強の神滅具ロンギヌスでも致命傷を負わすことができない。ダメージは通っている。──が、無限の存在を削けずるにはこの槍を持ってしても届かないということだ」


　オーフィスそのものが無限だから、あの槍でどんなに攻撃しても無意味ってことなのかよ……ッ！　これが無限を司つかさどるドラゴン。曹操が肩かたに槍をとんとんとしながら続ける。


「攻撃をした俺に反撃もしてこない。理由は簡単だ。──いつでも俺を殺せるから。だから、こんなことをしてもやろうともしない。グレートレッド以外、興味が無いんだよ、基本的にな。グレートレッドを抜かした、全勢力のなかで五指に入るであろう強つわ者もの──一番がオーフィスであり、二番めとの間には別次元とも言えるほどの差が生じている。無限の体現者とはこういうことだ」


　こいつらは──曹操はオーフィスを狙っているんだよな？


　俺の中で強い疑問が生じる。……じゃあ、こいつら、その無限をどうするつもりなんだ？


　倒たおすにしてもいくら曹操でも無理だろう？　それとも禁手バランス・ブレイカーか、『覇輝トウルース・イデア』とやらになれば勝てる……？　いや、いまの曹操の口ぶりからすると勝てないと言っているようなものだった。疑問の尽つきない俺の視界にまばゆい光が映り込む。


　黒歌とルフェイの足あし下もとに転移型らしき魔ま方ほう陣じんが発生していた！　二人が発現させた魔方陣か!?　黒歌がにんまり笑えみながら言った。


「にゃはは、余興をしてくれている間に繫つながったにゃ。──いくよ、ルフェイ。そろそろあいつを呼んでやらにゃーダメっしょ♪」


　魔方陣の中心に灰色の狼──フェンリルが位置すると、魔方陣の輝きはいっそうまばゆくなり、弾はじけていく！


　光が止んだとき──そこにはフェンリルの姿は無く、代わりにあの男が出現していた！


　ダークカラーが強い銀ぎん髪ぱつに碧へき眼がんの美少年──。


　ヴァーリッ！　転移型魔方陣が展開したと思ったら、フェンリルに代わってヴァーリが登場しやがった！


「ご苦労だった、黒歌、ルフェイ。──面と向かって会うのは久しいな、曹操」


　ヴァーリと対たい峙じする曹操は奴の登場に苦く笑しようする。


「ヴァーリ、これはまた驚おどろきの召しよう喚かんだ」


　ルフェイが魔法の杖つえで宙に円を描えがきながら言う。


「フェンリルちゃんとの入れ替かわりによる転移法でヴァーリさまをここに呼び寄せました」


　ヴァーリが続く。


「フェンリルには俺の代わりにあちらにいる美猴たちと共に英えい雄ゆう派の別働隊と戦ってもらうことにした。曹操がこちらに赴おもむくことは予想できたからな。保険はつけておいた。──さて、おまえとの決着をつけようか。しかし、ゲオルクと二人だけとは剛ごう胆たんな英雄だな」


　あー、そういう転移型もあるのか。初めて知った。ルフェイと黒歌の二人がかりで発動させた特とく殊しゆな魔方陣ってことなのかな？　てか、ヴァーリの野郎、こっちに曹操が来ることも予想してやがったのか。曹操が不敵に笑む。


「剛胆というよりも俺とゲオルクだけで十分と踏んだだけだよ、ヴァーリ」


「強気なものだな、曹操。例の『龍喰者ドラゴン・イーター』なる者を奥の手に有しているということか？　英雄派が作りだした、龍殺しドラゴンスレイヤーに特化した神器セイクリツド・ギア所有者か、新たな神滅具ロンギヌス所有者と言ったところだろう？」


　ヴァーリの言葉に曹操は首を横に振ふる。


「違ちがう。違うんだよ、ヴァーリ。『龍喰者ドラゴン・イーター』とは現存する存在に俺たちが付けたコードネームみたいなもの。作ったわけじゃない。すでに作られていた。──『聖書に記されし神』が、あれを」


　それを聞いたローブの青年──ゲオルクが言葉を発する。


「曹操、いいのか？」


「ああ、頃ころ合あいだ、ゲオルク。ヴァーリもいる、オーフィスもいる、赤龍帝もいる。無限の龍りゆう神じんに二に天てん龍りゆうだ。これ以上ない組み合わせじゃないか。──呼ぼう。地じ獄ごくの釜かまの蓋ふたを開けるときだ」


「了りよう解かいだ。──無限を食うときがきたか」


　口の端はしを吊つり上げたゲオルクが後方──広いロビー全体に巨きよ大だいな魔方陣を出現させた！


　ズォォォォォオオオオオオ……ッ。


　ホテル全体を激しい揺ゆれが襲おそった！　あまりにもドス黒く禍まが々まがしいオーラが魔方陣から発生していく！


　……ゾッとするほどの寒気だった。魔方陣からかつてないほどのプレッシャーが放たれている！　心身が底冷えするような……まるで蛇へびににらまれたカエルっていうか……！


『……これは、この気配は。ドラゴンにだけ向けられた圧あつ倒とう的なまでの悪意……っ！』


　ドライグも何かを感じたのか、声が震ふるえていた。……ドライグが怯おびえている？　剛ごう気きの塊かたまりである天龍を怯えさせるだけの存在っていったい──。


　禍々しい魔方陣から巨大な何かが徐じよ々じよに姿を現していく……！


　頭部、胴どう体たい……黒い羽、十じゆう字じ架か……？


　十字架に磔はりつけになっている何者か。体を強きよう烈れつなまでに締しめ上げていそうな拘こう束そく具。それが体中にがんじがらめにつけられており、その拘束具にも不気味な文字が浮うかんでいた！　目にも拘束具がつけられ、隙すき間まから血けつ涙るいが流れている。


　──っ！　魔方陣から全身が現れた瞬間、俺はその異様な存在に息を呑のんだ。下半身は……蛇！　否いな、鱗うろこがある。……東洋のドラゴンのような長細い姿！　上半身が堕だ天使、下半身がドラゴン！　両手、尾お、全身のあらゆるところ──黒い羽にも無数のぶっとい釘くぎが打ち込まれていた！


　見ているだけで痛々しい状態だ。……拘束具をつけられた磔の堕天使ドラゴン……？　よほどのことをしでかした罪人のような磔の仕方……。まるで裁いた者の怨えん恨こんを体現したかのような──。


『オオオオオォォォォォオオオオオオオオォォォォォォォオ……』


　磔の罪人の口から、不気味な声が発せられてロビー一帯に響ひびき渡わたる。牙きばむき出しの口からは血と共に唾だ液えきが吐はきだされていった。


　苦しみ、妬ねたみ、痛み、恨うらみ、ありとあらゆる負の感情が入り交じったかのような低く苦く悶もんに満ちた声こわ音ねだった。


　見ているだけで誰だれかの憎ぞう悪おを存分にぶつけられた存在だってわかった。


　その堕天使ドラゴンの体から黒い霧とオーラがロビーに広がっていく。……肌はだにピリピリと突つき刺さるような感覚と……ぬくりとしたものが全身に広がっていく……。


　先生が目元をひくつかせ、憤ふん怒ぬの形相となっていた。


「……こ、こいつは……。なんてものを……。コキュートスの封ふう印いんを解いたのか……ッ！」


　曹操が一歩前に出て詩を詠よむように口ずさみだした。


「──曰いわく、『神の毒』。──曰く、『神の悪意』。エデンにいた者に知ち恵えの実を食わせた禁きん忌きの存在。いまは亡なき聖書の神の呪のろいがいまだ渦うず巻まく原初の罪──。『龍喰者ドラゴン・イーター』、サマエル。蛇とドラゴンを嫌きらった神の呪いを一身に受けた天使であり、ドラゴンだ。そう、存在を抹まつ消しようされたドラゴン──」


『──ッ！』


　拘束具をつけられた堕天使ドラゴン──サマエルとやらの名を聞いて、俺以外の誰もが一様に驚きよう愕がくの表情となっていた。


「……先生、なんですか、あれ……。俺でもヤバいって見ただけでもわかるんですけど」


　先生に訊きく。


「アダムとイブの話を知っているか？」


「え、ええ、それぐらいは」


　始まりの男女でしたっけ？　エデンの園そのとかなんとかという。


　先生が説明を始める。


「蛇に化け、アダムとイブに知恵の実を食わせるように仕向けたのがあれだ。それが『聖書に記されし神』の怒いかりに触ふれてな。神は極度の蛇──ドラゴン嫌いになった。教会の書物の数々でドラゴンが悪として描えがかれた由ゆ縁えんだよ。奴やつはドラゴンを憎悪した神の悪意、毒、呪いというものをその身にすべて受けた存在だ。神聖であるはずの神の悪意は本来あり得ない。ゆえにそれだけの猛もう毒どく。ドラゴン以外にも影えい響きようが出る上、ドラゴンを絶ぜつ滅めつしかねない理由から、コキュートスの深しん奥おうに封ふうじられていたはずだ。あいつにかけられた神の呪いは究極の龍殺しドラゴンスレイヤー。それだけにこいつの存在自体が凶きよう悪あくな龍殺しドラゴンスレイヤーなんだよ……ッ！」


　…………神に嫌われた堕天使……蛇……ドラゴン！　神の毒、神の悪意……っ！


　もう、説明だけで相当危ないのがわかった！……なんつーもんを出してきやがったんだ、こいつら！　神さまの悪意で猛毒でドラゴンへの憎悪とか！　俺にとって、マジで危ない存在なんじゃないか!?　先生が怒ど号ごうを発する。


「冥めい界かいの下層──冥府を司るオリュンポスの神ハーデスは何を考えてやがる……？──ッ！　ま、まさか……っ！」


　先生の得心に曹操が笑んだ。


「そう、ハーデス殿どのと交こう渉しようしてね。何重もの制限を設けた上で彼の召喚を許可してもらったのさ」


「……野や郎ろう！　ゼウスが各勢力との協力態勢に入ったのがそんなに気にくわなかったのかよッ！」


　先生は憎にく々にくしげに吐き捨てた。あの骸がい骨こつの神さま、英雄派に力を貸したってことか！　それって、どう考えても勢力との間に混乱をもたらす大事件だぞ!?　悪魔や堕天使を嫌きらっていたようだけど、いくらなんでもテロリストに手を貸すなんて！


　曹操は聖せい槍そうをくるくると回して矛ほこ先さきを俺たちに向けた。


「というわけで、アザゼル殿、ヴァーリ、赤龍帝、彼の持つ呪いはドラゴンを食らい殺す。彼はドラゴンだけは確実に殺せるからだ。龍殺しドラゴンスレイヤーの聖せい剣けんなど比ではない。比べるに値あたいしないほどだ。アスカロンは彼に比べたらつまようじだよ、兵藤一いつ誠せい」


　アスカロンがつまようじですか！　いや、この圧倒的な嫌けん悪お感から察してもあのサマエルさんは俺のアスカロンなんか比じゃないほどの龍殺しドラゴンスレイヤーっぷりなんだろう！


「それを使ってどうするつもりだ!?　ドラゴンを絶滅させる気か!?……いや、おまえら……オーフィスを……？」


　先生の問いに曹操は口の端を愉ゆ快かいそうに吊り上げた。そして指を鳴らす。


「──喰くらえ」


　ギュンッ！


　俺たちの横を高速の何かが通り過ぎていくっ！　刹せつ那な──バグンッ！　という何かを飲み込む奇き怪かいな音が聞こえてくる！


　振り返ったとき──、オーフィスがいたであろう場所に黒い塊が生まれていた！　人間が丸々包まれたぐらいの大きさ！　って、そういうことか！　黒い塊には触しよく手しゆのようなものが伸のびている。それがどこから伸びているか目で追えば、その先には十字架に磔の堕天使ドラゴン！　口元からどす黒い触手──舌が伸びていた！


　──サマエルがオーフィスを飲み込んだ!?


　突とつ然ぜんのことに当とう惑わくする俺だが、奴らがオーフィスをサマエルの舌で包み込むなんざ、まともなことに繫つながらないってぐらいは理解できらぁ！


「おい、オーフィス！　返事しろ！」


　塊に話しかける俺！　でも、オーフィスからの返事は返ってこない！　これはマズい兆候だ！　絶対にヤバい方向に向かうと思う！


「祐ゆう斗と！　斬きって！」


　リアスの指示のもと、木場が手元に聖魔剣を創つくりだして、黒い塊に斬りかかった！


　──が、黒い塊は聖魔剣を飲み込み、刃は先さきを消失させた！　半分以上刀身を失った聖魔剣が木場の手元に残る！


「……聖魔剣を消した？　この黒い塊は攻こう撃げきをそのまま消し去るのか？」


　もう一本創りだして、今度は塊に繫がるサマエルの触手──舌に斬りかかる木場！　だが、塊と同様の結果を残すだけだった！　斬りかかったら、その部分だけ刃が消失、剣が上下ふたつに分かれてしまった！


『Halfハーフ Dimensionデイメンシヨン!』


　ヴァーリが背中から光翼──『白龍皇の光翼デイバイン・デイバイデイング』を出現させると神器セイクリツド・ギアからの音声と共に奴の周囲が歪んでいき、あらゆるものが半分になっていく。あれはヴァーリの半減能力！　しかし、黒い塊とサマエルの触手だけには効果がなかった。


　あいつ、禁手バランス・ブレイカー状態じゃなくてもあの能力が使えるようになったのか！


「これならどうだ？」


　次にヴァーリが手元から魔力の波動を撃うち込むが──それも何事もなかったように黒い塊かたまりに飲み込まれていった。塊のほうにはダメージが一いつ切さい無い！　傷ついた様子も、へこんだ様子もない！　ヴァーリのでもダメなのか！


「なら、消滅魔力で！」


　リアスが消滅の魔力を放つが、それも意にも介かいさなかった！　頑がん強きようなのか、それとも攻撃というものをすべてはね除のける力を持っているのか？


　ゴクンゴクン……。


　不気味な快音を立てて、塊に繫がる触手が盛り上がって、サマエルの口元に運ばれていく。その様子は塊のなかにいるオーフィスから、何かを吸い取って喰らっているかのような──。てか、そういうことなのか！　さっき、曹操が「喰らえ」とか言ってたもんな！


　それなら、禁手バランス・ブレイカーの力で──ッ！


　俺は素す早ばやく赤龍帝のブーステツド・ギア・鎧ケイルメイルを発現して身にまとう！　通常の『女王クイーン』にも昇しよう格かく！　オーフィスを包み込む黒い塊に殴なぐりかかろうとしたとき、先生が制止する！


「イッセー！　絶対に相手をするな！　おまえにとって究極の天敵だ！　ヴァーリどころじゃないぞ！　あれはおまえらドラゴンを簡単に屠ほふれる力を持っているはずだ！　それにこの塊はどうやら俺たちの攻撃を無効にする力を持っているらしい！　ていうかな、オーフィスでも中から脱だつ出しゆつできない時点で相当にヤバい状じよう況きようになってんだよっ！　相手はドラゴンだが、アスカロンは使うな！　最凶の龍殺しドラゴンスレイヤー相手じゃ何が起こるかわからん！」


「そんなこと言ったって、オーフィスが奴らに捕とらえられたら、大変なことになるんでしょう!?」


　叫さけぶ俺の横でゼノヴィアが素早く飛びだし、デュランダルをサマエルのほうに振ふり放った！　絶大な聖剣の波動がサマエルのもとに降りかかって──。


　バシュンッ！　それを横よこ薙なぎに振り払はらうものがあった。──曹操の聖槍！


「またキミは開幕からいい攻撃をしてくれるな、デュランダルのゼノヴィア。だが、二度はいかないさ」


　チッチッと指を横に振る曹操。


「絶ぜつ妙みようなタイミングで放ったつもりだが……私の開幕デュランダルはわかりやすいのか？」


　ゼノヴィアはそうつぶやくが、俺もいいタイミングだったと思った。だが京都でも開幕デュランダルをやってるから、警けい戒かいされて当然だ。現に曹操の野郎は軽々と防いだしな。


　てか、おまえはやっぱり開始の不意打ち攻撃が大好きなんだね！　もう俺は何も言わないよ！　ヴァーリが白い閃せん光こうを放ちながら、鎧よろい姿となる。


「相手はサマエルか。その上、上位神滅具ロンギヌス所有者が二人。不足はない」


　そのヴァーリの一言に黒歌とルフェイも戦せん闘とうのかまえとなる。


　俺もヴァーリに倣ならうわけじゃないが、戦闘のかまえを取った。グレモリー眷けん属ぞくのメンバーもそれに付いてきてくれた。先生もファーブニルの黄金の鎧を身にまとった！


　とりあえず、わかることはひとつ。塊と舌に攻撃が効かないなら、サマエル本体に直接攻撃しかない！


　何を考えているかわからないこいつらにオーフィスを奪うばわれるのは絶対に危険だ！


「レイヴェル、キミは客分で俺の大事なマネージャーだ。死なせるわけにはいかないから、一番後方に下がっていてくれ」


　俺の真しん摯しな頼たのみに、レイヴェルはこくりとうなずき後方に下がった。これでいい。フェニックス家の奥さんは俺たちにレイヴェルを頼むと願ってきたけど、それに死闘は含ふくまれていない。奥さんに「レイヴェルを守る」と約束した。最悪、レイヴェルだけは逃にがさなくてはいけない。むろん、誰も死なすつもりも、俺も死ぬつもりなんてないけどな！


　俺たちの戦闘態勢を見て、曹操が狂きよう喜きに彩いろどられた笑えみを浮うかべた。


「このメンツだとさすがに俺も力を出さないと危ないな。何せハーデスからは一度しかサマエルの使用を許可してもらえていないんだ。ここで決めないと俺たちの計画は頓とん挫ざする。ゲオルク！　サマエルの制せい御ぎよを頼む。俺はこいつらを相手にしよう」


　ゲオルクがサマエルを制御しながら言う。


「一人で二天龍と堕だ天使総そう督とく、グレモリー眷属を相手にできるか？」


「やってみるよ。これぐらいできなければこの槍やりを持つ資格なんてないにも等しい」


　曹操の槍がまばゆい閃光を放つ！


「──禁手化バランス・ブレイク」


　力のある言葉を発し、曹操の体に変化が訪おとずれる！　神こう々ごうしく輝かがやく輪後光が奴の背後に現れ、曹操を囲むようにボウリングの球ほどの大きさの七つの球体が宙に浮かんで出現した！


　静かな禁手化バランス・ブレイクだった。いままでいくつかの神器セイクリツド・ギアの禁手化バランス・ブレイクを見てきたが、ここまで静かにシンプルに変化したのは初めてだ。槍だって基本的に形が変わっていない。


　曹操が一歩前に出る。それと共に奴を囲む七つの球体も宙を移動した。


「これが俺の『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』の禁手バランス・ブレイカー、『極夜なるポーラーナイト・天輪聖王のロンギヌス・輝廻槍チヤクラヴアルテイン』──まだ未完成だけどね」


　曹操の状態を見て、先生が叫ぶ。


「──ッ！　亜あ種しゆか！　『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』のいままでの所有者が発現した禁手バランス・ブレイカーは『真冥白夜のトウルー・ロンギヌス・聖槍ゲツターデメルング』だった！　名めい称しようから察するに自分は転輪聖王とでも言いたいのか!?　くそったれめが！　あの七つの球体は俺にもわからん！」


「俺の場合は転輪聖王の『転』をあえて『天』として発現させた。そっちのほうがカッコイイだろう？」


　曹操の言っていることはまるでわからないけど、最強の聖槍が亜種とか！　どんな能力を発揮しやがるんだ!?　ヴァーリが俺の隣となりに並んで言う。


「気をつけろよ、あの禁手バランス・ブレイカーは『七しつ宝ぽう』と呼ばれる力を有していて、神器セイクリツド・ギアとしての能力が七つある。あの球体ひとつひとつに能力が付加されているわけだ」


　その一言に俺は仰ぎよう天てんする！


「七つッ!?　二つとか三つじゃなくてか!?」


「ああ、七つだ。それのどれもが凶悪だ。といっても俺が知っているのは三つだけだが。だから称しようされるわけだ、最強の神滅具ロンギヌスと。紛まぎれもなく、奴やつは純じゆん粋すいな人間のなかで一番強い男だ。……そう、人間のなかで」


　……ヴァーリをして、ここまで言わせるのか……。で、でも、あいつの体から放たれる重圧はサマエルと比べればだいぶ劣おとるというか……。サイラオーグさんとの戦いのほうが遥はるかに緊きん張ちようした気がしてならないが……。油断は一切持たないほうがいいんだろうな。


　俺は京都であいつに一度殺されかけているんだ。──通常状態の聖槍で。


　曹操が空いている手を前に突つきだす。──球体のひとつがそれに呼応して曹操の手の前に出ていく。


「七しつ宝ぽうがひとつ。──輪宝チヤツカラタナ」


　そう小さくつぶやいたあと、フッとその球体が消え去り──。


　ガシャンッ！　何かが派手に破は壊かいされる音がロビーに木霊こだました！


　音のしたほうに振り返れば──ゼノヴィアが手に握にぎるエクス・デュランダルが破壊される様が目に飛びこんできた！


「……ッッ！　エクス・デュランダルが……ッ！」


　ゼノヴィアも突然のことに為なす術すべもなく、得え物ものを破壊されていた！　錬れん金きん術でデュランダルの制御機能としての鞘さやと化していたエクスカリバーの部分が四散する！


　ちょ、ちょ、ちょっと待て！　いまので!?　いまのフッと消えた球体が何をして……なんでエクス・デュランダルが突とつ然ぜん破壊されてんだよぉぉぉぉぉぉぉっ!?


　誰だれもが反応できず、誰もがエクス・デュランダルの破壊に呆あつ気けに取られた！


「──まずはひとつ。輪宝チヤツカラタナの能力は武器破壊。これに逆らえるのは相当な手て練だれのみだ」


　不敵に一言漏もらした曹操。次の瞬しゆん間かん──。


　ブバァァッ！　ゼノヴィアの体から鮮せん血けつが噴ふき出ていく──。


　その腹部には穴がぽっかりと空いていたからだ。


「ごぶっ」


　口から血を吐はきだし、その場にくずおれていくゼノヴィアッ！　ひと目で致ち命めい傷しようだと認にん識しきできた！


「ついでに輪宝チヤツカラタナを槍状に形態変化させて腹を貫つらぬいた。いまのが見えなかったとしたら、キミでは俺には勝てないな、デュランダル使い」


　曹操の一声を聞き、全員がその場から散開した！


「ゼノヴィアの回復急いで！　アーシア！」


　リアスがすぐさまに反応してアーシアに回復の指示を出す！　アーシアは呆ぼう然ぜんと倒たおれ込むゼノヴィアを眺ながめていたが、すぐにハッとしてゼノヴィアに駆かけ寄った！


「ゼノヴィアさんッッ！　いやぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　アーシアが泣き叫びながら回復を始めた！


　…………ッッッッッ！　野や郎ろうッ！　このクソ野郎！　ゼノヴィアを！　俺の仲間をやりやがったなッッ！　怒いかりに包まれる俺と──木場が曹操に飛びかかった！　俺と同様に木場も憤ふん怒ぬに彩られていた！


「曹操ォォォォォォォッ！」


「許さないよッ！」


　俺と木場の同時攻こう撃げき！　──が、曹操はそれを聖せい槍そうで軽々とさばき、また球体のひとつを手元に寄せた！


「──女宝イツテイラタナ」


　フッ！　その球体が俺たちの横を高速で通り過ぎて、リアスと朱あけ乃のさんのもとに飛んでいった！　リアスと朱乃さんが反応してその球体に攻撃を加えようとしたが──。


「弾はじけろッ！」


　曹操の言葉に反応して球体が輝きを発し、リアスと朱乃さんを包み込む！


「くっ！」


「こんなものでっ！」


　二人がまばゆい光に包まれながらも攻撃をしようと──。


　…………しかし、リアスも朱乃さんも手を突きだしたまま……だった。


　自分の手元を怪け訝げんにうかがう二人。もう一度球体に攻撃を加えようと手を突きだすが──、やはり、何も出ない！　……こ、これはまさか！


「女宝イツテイラタナは異能を持つ女性の力を一定時間、完全に封ふうじる。これも相当な手練れでもない限りは無効化できない。──これで三人」


　曹操の発言にリアスも朱乃さんも俺も驚おどろいた！　女性の力を封じる!?　リアスと朱乃さんクラスでもダメってことは、ゼノヴィアやイリナ、アーシアもマズいんじゃないか！


　特に回復のアーシアが封じられたら、アウト！　ゼノヴィアなんて治ち療りよう中だ！　アーシアを封じられたらゼノヴィアが死ぬ！


　曹操が高笑いした。その表情は完全に戦いを楽しんでいるものだった。


「ふふふ、この限られた空間でキミたち全員を倒す──。派手な攻撃はサマエルの繊せん細さいな操作に悪あく影えい響きようを与あたえるからな。できるだけ最小の動きだけで、サマエルとゲオルクを死守しながら俺一人で突破する！　なんとも最高難度のミッションだッ！　だが──」


　黒歌とルフェイが手に魔ま力りよく、魔法の光を煌きらめかして、ゲオルクとサマエルのほうに付きだしていた！　防ぼう御ぎよが薄うすいそこに攻撃を加えるつもりだ！


　そこにも曹操の球体がひとつ向かう！


「ちょこざいにゃん！」


　黒歌がもう一方の手を球体に突きだして迎げい撃げきしようとする！


「──馬宝アツサラタナ、任意の相手を転移させる」


　曹操がそう発言したと同時に黒歌とルフェイの姿がその場から消え去り、視界の隅すみに何かが出現する。


　そちらを見やれば黒歌とルフェイ！　これが転移させるってことか！


　その球体の能力を把は握あくした俺の目にとんでもない光景が入り込んできた！


　手を突きだしたままの黒歌とルフェイ。その手の先が──ゼノヴィアを回復させるアーシアに向けられていた！　その攻撃は元もとサマエルとゲオルクに向けられていたものだった。しかし、強制転移の影響で矛ほこ先さきが変わっちまった！


　手に灯ともった攻撃の火は急には止められることなどできず──。


「ふざけるなよォォォォッ！　『龍星のウエルシユ・騎士ソニツクブースト・ナイト』ッ！」


『Changeチエンジ Starスター Sonicソニツク!!!!』


　俺は瞬時に内の駒こまを切り替かえる！　装そう甲こうをパージして高速仕様の鎧よろいでアーシアのもとに飛びだしていく！


　やらせるか！　俺の大事なアーシアだぞ！　そんな方法で！　自分の手ではなく、ヴァーリチームの攻撃をこちらに向けてアーシアをやろうだなんて……ッ！


　高速でアーシアの前に到とう着ちやくして、彼女の壁かべになる！　アーシアはゼノヴィアの治療に夢中で反応すらできていなかった！　ああ、問題ないさ！　アーシアのことは俺が守ってやるからなっ！


　──この薄まった装甲じゃ、黒歌とルフェイの魔法攻撃に耐たえられるとは思えないが……ッ！　それでも命を賭かけて守るさ、アーシアを──ッ！


　ドドドドドドドドドドォォォォォォオオオオンッ！


　けたたましい轟ごう音おんと共に俺の体に二人の魔法攻撃が容よう赦しやなくぶち当たってきた！　衝しよう撃げきと激痛が俺の全身を駆け巡めぐっていく！


　…………俺の薄くなった鎧はものの見事に強力な魔法攻撃で破壊された……。絶大なダメージに俺はこみ上げるものを吐きだした。


「がはっ……！」


　大量の血を吐きだす俺。……クソ、いてぇぇぇ……なんてもんじゃねぇ……ッ！


　二人の魔法によって、俺は鎧を破壊され、体に致命傷を受けてしまった。胸から腹部にかけて黒く焼け焦こげ、肉が弾け飛び、鮮血をあふれ出させていた……。


　……ちくしょう……。俺の弱点は素すの部分……。鎧の下は生身で……。


　力なく倒れていく俺。くずおれるなかで曹操の──嘲ちよう笑しようするかのような笑えみが見えた。


「赤龍帝、キミの力はもう知っている。バアル戦では不安定で強力な能力にも目覚めたようだが──。やりようなんていくらでもあるさ。トリアイナのコンボは強力だ。だが、一瞬だけ内の駒を変へん更こうするところにタイムラグがある。それを踏とう襲しゆうした攻撃方法で攻せめれば俺なら潰つぶせるんだ。──攻略法が確立すれば数手でキミを詰つめられるよ」


　……野郎……ッ！　トリアイナの特性と俺の弱点を完かん璧ぺきに把握してやがる……ッ！


　無防備なアーシアに想定外の攻撃が加われば、そこに俺が行くのは決まってる。それは高速で動けるトリアイナ版の『騎士ナイト』だろう。そしてそのトリアイナ版『騎士ナイト』の弱点は──薄い装甲。


　それを認識した上で魔法攻撃の強力な黒歌とルフェイを不意打ちの転移でアーシアの前に出現させた。そこに俺が飛びこんでいくのを計算して──。


　一度見せただけで俺の技わざを把握しきっている……ッ！


　……まるで相手にならない……これが俺と奴との明確な力量の差……ッ！


「イッセーさんッ！」


　アーシアが致命傷を受けた俺に気づき、回復のオーラを飛ばそうとするが、ゼノヴィアの回復の途と中ちゆうだ。ゼノヴィアの治療は継けい続ぞくさせないといけない！


「来るなッ！　アーシアッ！　……俺はまだいい。先にゼノヴィアを治療しろ……」


「でも！　イッセーさん、お腹なかが……ッ！」


　泣くなよ、アーシア。ちょっと血が止まらないだけだ……。このぐらいで……ッ！


　倒れる俺の視界に黄金の鎧と純白の鎧が映る。


「ヴァーリィィィィッ！　俺に合わせろッ！」


「まったく、俺は単独でやりたいところなんだがな……ッ！」


　毒づくヴァーリはそう言いながらも先生と共に曹操のほうに飛びだしていく！　高速だ！　二人とも瞬時に曹操との距きよ離りを詰めた！


　先生の持つ光の槍やりとヴァーリの魔力のこもった拳こぶしが同時に曹操に撃うち込まれていく！


「堕だ天使の総そう督とくと白龍皇の競演！　これを御ぎよすことができれば俺はさらに高みを目指せるなッ！」


　嬉き々きとしてその状じよう況きようを受け入れる曹操は先生とヴァーリの高速で撃ち込まれていく攻撃を既すんでで避よけていく！


　あれを避けるのかよ!?　曹操、本当に人間なのか!?　人間を、超ちよう常じようの存在を超こえているじゃねぇかッ！


「力の権ごん化げたる鎧装着型の禁手バランス・ブレイカーは莫ばく大だいなパワーアップを果たすが──、パワーアップが過か剰じようすぎて鎧からオーラが迸ほとばしりすぎる！　その結果、オーラの流れに注視すれば、次にどこから攻撃が来るか容易に把握しやすいッ！　ほら、手にしている得え物ものや拳に攻撃力を高めるため、オーラが集中するからねッ！」


　曹操が避けながらそう告げてきた！　──鎧装着型の弱点だと!?　そ、そんなところを見てやがるのか!?　どんだけ俺たちの攻略方法を得ていやがるんだ!?


　両者の攻撃を避けきる曹操の右眼が金色の輝かがやきを放っていた！


「邪視イーヴイル・アイというものをご存じかな!?　そう、眼めに宿る特別な力のことだ！　俺もそれを移植してね！　赤龍帝にやられ失ったものをそれで補っている！　俺の新しい眼だ！」


　ヴァーリと先生、二人の攻撃を避けきった曹操は視線を下に向けた！　刹せつ那な、先生の足あし下もとが石化していく！


「──メデューサの眼かッ！」


　眼の正体に気づいた先生が舌打ちをした！　メデューサ！　無知な俺でも知ってる！


　見た者を石にしてしまう頭が蛇へびだらけの女モンスターだ！　それの眼を移植したってのかよ!?　七つの能力に聖槍に石化の邪視イーヴイル・アイなんて、どんだけ強さの要素を持ってやがるんだ、曹操の野郎は！


　ドズンッ！


　鈍にぶい音と共に先生の腹部に聖槍が突つき刺ささった──。


　黄金の鎧は聖槍に難なく砕くだかれ、先生の鮮せん血けつが迸る！


「……ぐはっ！　……なんだ、こいつのバカげた強さは……ッ！」


　先生は口から大量の血を吐きだし、くずおれていく──。


　曹操が槍を引き抜ぬきながら言った。


「いえ、あなたとは一度戦いましたから、対処はできてました。──その人工神器セイクリツド・ギアの弱点はファーブニルの力をあなたに合わせて反映できていない点です」


「アザゼルッッ！　おのれ、曹操ォォォォォォッ！」


　先生がやられたことに激昂したヴァーリが曹操に極大の魔力の塊かたまりを撃ちだした！


「両親にバケモノとされて捨てられたキミを唯ゆい一いつ拾って力の使い方を教えたのがアザゼル総督だったかなっ!?　育ての恩人をやられて激げき怒どしたか！」


　ヴァーリが撃ちだした魔力の一撃！　直撃すればいくら曹操でも──ッ！


　──が、その一撃のもとに球体のひとつが飛来していく！


「──珠宝マニラタナ、襲おそいかかってくる攻撃を他者に受け流す。ヴァーリ、キミの魔力は強大だ。当たれば俺でも死ぬ。防御も厳しい。──だが、受け流す術すべならある」


　ギュゥゥゥゥゥゥンッ！


　ヴァーリの魔力が球体の前方に生まれた黒い渦うずに吸い込まれていく！


　ギュポンッ！


　すべてを吸い取った渦は消失し──、小猫ちゃんの前方に新たな渦が発生した！


　ちょっと待てよ！　さっきの曹操の説明じゃ、攻撃を他者に受け流すって……っ！　まさか、そういうことなのか！


　クソッ！　動けッ！　動けよ、俺の体ぁぁぁぁぁぁぁっ！　血をまき散らしながら、俺は足に力を入れて、踏ふん張って立ち上がろうとするが──ゴフッ！


　俺は口から血を吐はきだして、前のめりに倒たおれ込んでいく！


　新たな渦から、吸い込まれたヴァーリの魔力が放たれていく！　受け流された強力な魔力が小猫ちゃんに直撃するッ！


「バカ、なんで避けないの！　白しろ音ねッ！」


　黒歌が悲鳴を上げて小猫ちゃんの前に立ち、盾たてとなって──。


　ゴバァァァァッァァァァァァンッ！


　爆ばく音おんがロビー内を駆かけ回った！　小猫ちゃんの目の前で黒歌は──曹操に受け流されたヴァーリの魔力の一撃をまともに受けてしまった。


　血を噴ふきだし、煙けむりを上げて倒れていく黒歌。小猫ちゃんがすぐさまその体を抱だき留めた。


「……な、なに、ちんたらしてんのよ……」


　消え入りそうな声こわ音ねで黒歌はそう言った。小猫ちゃんが首を横に振ふって叫さけぶ。


「……ね、姉さまッ！」


「曹操──、俺の手で俺の仲間をやってくれたな……ッ！」
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　怒いかりのオーラを全身にたぎらせるヴァーリ！　さらにボルテージが上がっていく様子だった！　こいつがここまで激昂したのを初めて見た！　その切っ掛かけが先生と黒歌がやられたこと！


「ヴァーリ、キミは仲間想おもいすぎる。まるでそこで無様に転がる赤龍帝のようだ。──二天龍はいつそんなにヤワくなった？　それと、俺の七しつ宝ぽうのいくつかを見たことのあるキミが、能力が把は握あくしづらいのはわかっているよ。──キミに見せていない七宝でわざわざ攻こう撃げきしているからな。良かったな？　これで七宝のすべてを知っているのはキミだけになったぞ」


「では、こちらも見せようかッ！　我、目覚めるは、覇はの理ことわりに全すべてを奪うばわれし──」


　ヴァーリの野や郎ろう！　『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』の呪じゆ文もんを唱え出しやがった！　それを察したのか、曹操がゲオルクに叫ぶ！


「ゲオルクッ！　『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』はこの疑ぎ似じ空間を壊こわしかねない！」


「わかっている──。サマエルよ！」


　ゲオルクが手を突きだして魔ま方ほう陣じんを展開させると、それに反応してサマエルの右手の拘こう束そく具が解き放たれた！


『オオオオオオオオオオォォォォォォォォォォオオオオンッ』


　不気味な声を発しながら、サマエルの右手がヴァーリに向けられる！


　ブゥゥゥゥンッ！


　空気を震しん撼かんさせる音と同時にヴァーリが黒い何かに包み込まれた！　まるでオーフィスを包み込んだ黒い塊みたいだ！


『オオオオオォォッォォォォォオオオォォォォォオオオッ』


　サマエルが吼ほえると黒い塊が勢いよく弾はじけ飛んでいく！


　バシュンッ！


　弾け飛ぶと共に四散した塊の中からヴァーリが解放される。──が、その鎧よろいは塊と共に弾け飛んでいき、体中からも大量の血が飛び散っていく！


「……ゴハッ！」


　ロビーの床ゆかに倒れ込むヴァーリッ！


　ウソだろう！　あのヴァーリが！　あの白龍皇が！　俺の最強のライバルが為なす術もなく屠ほふられた！　それほどなのかよ、あの『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルってバケモノは！


　床に倒れるヴァーリを見下ろし、曹操は息を吐いた。


「どうだ、ヴァーリ？　神の毒の味は？　ドラゴンにはたまらない味だろう？　ここで『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』になって暴れられてはサマエルの制せい御ぎよに支障をきたすだろうから、これでカンベンしてもらおうか。俺は弱っちい人間風ふ情ぜいだから、弱点攻撃しかできないんだ。──悪いな、ヴァーリ」


「……曹操……ッ！」


　憎にく々にくしげに曹操を見上げるヴァーリ！


「あのオーフィスですら、サマエルの前では何もできないじゃないか。サマエルだけがオーフィスにとっての天敵だった。俺たちの読みは当たったってことだ」


　曹操は肩かたに槍をとんとんとやりながらそう言った。


　オーフィスを包み込む黒い塊。いまだに触しよく手しゆがオーフィスから何かを吸い上げている様子だった！


「えーと、これであと何人だ。赤龍帝、白龍皇、アザゼル総督を倒したいま、大きな脅きよう威いは無くなったかな。あとは聖魔剣の木場祐斗ミカエルの天使とルフェイと言ったところか」


「…………」


　曹操の圧あつ倒とう的な力にルフェイはどう出ていいかわからずにいた。


　イリナも光の剣けんをかまえたまま、怒りの涙なみだを流す。


「……よくも！　ゼノヴィアを！　イッセーくんを！　私の仲間をッ！」


「ダメよ、イリナ！　闇やみ雲くもに出れば殺される！」


　リアスがいまにも飛びだしていきそうなイリナを制していた。


「あの七宝というものをどうにかしなければ、攻撃はすべてカウンターとしてこちらに返ってくるわ。七つの球体はどれも同じ大きさと形をしているから、何が飛んでくるか読みにくい上に複数でこられたら対応も極めて難しくなる。能力を同時に発動までされたら……。次の手がここまで読みにくい能力に出会ったのは初めてだわ。それらを意図して能力を発現させたとしたらおそろしいまでの鬼才。──イッセーたちをあれだけ軽々と屠れる相手よ。気がおかしくなるぐらいに私たちを研究し尽くしてきた強敵だわ……ッ！」


　リアスは状況を把握していたようだ。そう、俺たちはあの球体の持つ特異な能力にやられた。そこに曹操の身体能力と聖槍、邪視イーヴイル・アイも加わり、凶きよう悪あくを超えたコンボを見せつけてくれた。


「イッセーさん！　ゼノヴィアさんの治ち療りようが終わりました！　次はイッセーさんに！」


　アーシアが俺に駆け寄るが、「先に黒歌を頼たのむ」と俺が告げると、一いつ瞬しゆん当とう惑わくするが、こくりとうなずいてすぐに黒歌のもとに行ってくれた。


　……野郎、治療をするアーシアを追つい撃げきしようともしない。もう、勝利が揺ゆるがないのをわかっているんだ。


　ギィィィンッ！


　突とつ如じよ、金属音がロビー内に響ひびき渡わたる！　見れば木場が曹操に聖魔剣で斬きり込んでいた！


　聖せい槍そうで聖魔剣を難なく受け止める曹操。


「あなたは強すぎる！　しかし、一ひと太た刀ちぐらい入れたいのが剣士としての心情だっ！」


「いい剣だ、木場祐斗。ジークフリートに届きうる才能か。正直言うと、俺との相あい性しようで一番無難に戦えるのはキミだ。強大なパワーは無いが、どんな状況でも臨機応変に振る舞まえる聖魔剣は特性を突き詰つめれば非常に厄やつ介かいになる。──だが、成長途と中ちゆうのいまのキミなら難なく倒せるさ」


　曹操が横よこ薙なぎに聖槍を振るう。木場はすぐに後方に飛び退のき、聖魔剣を消失させて、聖剣を創つくりだした！　瞬時に龍騎き士し団を出現させて、曹操のほうに向かわせた！


「新しい禁手バランス・ブレイカーか！　ぜひ見せてくれ！　いいデータとなる！」


　狂きよう喜きする曹操は球体を自在に操あやつって、龍騎士団を破は壊かいしていく！　まるでサーゼクスさまの滅ほろびの球体だ！　効果は違ちがうけど、あれと同様に球体を縦横無む尽じんに動かして対象物に攻撃してやがる！


　俺たちを死守するようにかまえる木場。


　……わりぃな、親友。まともに動ける強つわ者ものがおまえだけになっちまった。


　曹操が木場に向けて槍やりをかまえるが──頭かぶりを振って、槍をおろした。


「──やるまでもないか。すぐに特性は理解できた。速度はともかく、技術は反映できていない状態だろう？　いい技わざだ。もっと高めるといいさ」


　息を吐いてそう断ずる曹操！　それを聞いた木場は──屈くつ辱じよくに塗まみれた憤ふん怒ぬの形相となっていた。仲間を死守するつもりで剣をかまえた剣士。相手はそれを意にも介かいさなかった。これほどの侮ぶ蔑べつがあるだろうか？　剣士としてのほこりを持つ木場が受けた屈辱、心中は計り知れない。


　俺も心中でキレていた。俺のダチを……俺たちの『騎士ナイト』をバカにしやがって！


「どれだけ取れた？」


　曹操はゲオルクにそう聞く。


「……四分の三強ほどだろうな。大半と言える。これ以上はサマエルを現世に繫つなぎ止められないな」


　そう漏もらすゲオルクの後方でサマエルを出現させている魔方陣が輝かがやきを失いつつあった。……あのバケモノをここにとどまらせておくには時間制限があるってことか？


　ゲオルクの報告を聞き、曹操はうなずく。


「上出来だ。十分だよ」


　指を再び打ち鳴らす曹操。途と端たんにオーフィスを包んでいた黒い塊かたまりが四散していった。繫がっていた舌もサマエルの口に戻もどっていく。役目を終えたのか、サマエルは魔方陣のなかに沈しずんでいった──。


『オォォォォォォオオオオォォォ……』


　苦く悶もんに満ちた呻うめき声を発しながら、ヴァーリすらも軽々と屠った究極の龍殺しドラゴンスレイヤーは魔方陣のなかに消えていった。その魔方陣も消しよう滅めつしていく。


　塊から解放されたオーフィスは以前と変わらぬ姿だったが──。あのサマエルでの攻撃はオーフィス自体を消し去るわけではなかった。


　じゃあ、いったいあの塊のなかで何をしていたというんだろうか？


　オーフィスは曹操に視線を向ける。


「我の力、奪われた。これが曹操の目的？」


　──っ。な、なんだと……？　驚きよう愕がくの言葉にビックリする俺たちだが、曹操は愉ゆ快かいそうに笑えむだけだった。


「ああ、そうだ。オーフィス。俺たちはあなたを支配下に置き、その力を利用したかった。だが、あなたを俺たちの思い通りにするのは至難だ。そこで俺たちは考え方を変えた」


　曹操は聖槍の切っ先を天に向ける。


「あなたの力をいただき、新しい『ウロボロス』を創りだす」


　血を吐はきながらも先生が言う。


「──ッ！　……そうか！　サマエルを使ってオーフィスの力をそぎ落とし、手に入れた分を使って生みだす──。……新たなオーフィスか」


　先生の言葉に曹操はうなずいた。


「その通りですよ、総そう督とく。我々は自分たちに都合の良いウロボロスを欲ほつしたわけだ。グレートレッドは正直、俺たちにとってそこまで重要な存在でもなくてね。それを餌えさにご機き嫌げん取とりをするのにもうんざりしたのがこの計画の発ほつ端たんです。そして、『無限の存在は倒たおし得るのか？』という英えい雄ゆう派の超ちよう常じようの存在に挑いどむ理念も試ためすことができた」


「……見事だよ、無限の存在をこういう形で消し去るとはな」


「いえ、総督。これは消し去るのとはまた違う。やはり、力を集めるための象しよう徴ちようは必要だ。オーフィスはその点ではすぐれていた。あれだけの集団を作りあげるほどに力を呼び込むプロパガンダになったわけだからね。──だが、考え方の読めない異質な龍りゆう神じんは傀かい儡らいにするには不向きだ」


「……人間らしいな、実に人間らしいいやらしい考え方だ」


「お褒ほめいただき光栄の至りです、堕だ天使の総督殿どの。──人間ですよ、俺は」


　曹操は先生の言葉に笑みを見せていた。……新たなオーフィス？　サマエルで奪ったオーフィスの力で……新しいオーフィスを創る……？


　ゲオルクが満身創そう痍いの俺たちに視線を向けた。


「曹操、いまならヴァーリと兵藤一誠をやれるけど？」


「そうだな。やれるうちにやったほうがいいんだが……。どちらもあり得ない方向に力を高めているからな。将来的にオーフィス以上に厄介なドラゴンとなるだろう。だが、最近、もったいないと思えてなぁ……。各勢力のトップから二天龍を見守りたいという意見が出ているのもうなずける。──今世に限って、成長の仕方があまりに異質すぎるから。それは両者に関かかわる者も含ふくめてなんだが……データとしては極きわめて稀まれな存在だ。神器セイクリツド・ギアに秘ひめられた部分をすべて発揮させるのは案外俺たちではなく、彼らかもしれない」


　そこまで言う曹操だが……輪後光と球体を消失させて、踵きびすを返し、ロビーをあとにしようとする。禁手バランス・ブレイカーを解きやがった！


「やっぱり、止やめだ。ゲオルク、サマエルが奪うばったオーフィスの力はどこに転送される予定だ？」


「本部の研究施し設せつに流すよう召しよう喚かんするさいに術式を組んでおいたよ、曹操」


「そうか、なら俺は一足早く帰き還かんする」


　──っ！　帰るつもりか！


　ヴァーリが全身から血を垂れ流しながらも立ち上がる！


「……曹操、なぜ俺を……俺たちを殺さない……？　禁手バランス・ブレイカーのおまえならばここにいる全員を全滅できたはずだ……。女の異能を封ふうじる七しつ宝ぽうでアーシア・アルジェントの能力を止めればそれでグレモリーチームはほぼ詰みだった」


　一いつ旦たん足を止める曹操が言った。


「作戦を進めると共に殺さず御ぎよする縛しばりも入れてみた……では納なつ得とくできないか？　正直話すと聖槍の禁手バランス・ブレイカーはまだ調整が大きく必要なんだよ。だから、この状じよう況きようを利用して長所と短所を調べようってね」


「……舐なめきってくれるな」


「ヴァーリ、それはお互たがいさまだろう？　キミもそんなことをするのが大好きじゃないか」


　曹操が自身に親指をさし示す。


「赤龍帝の兵藤一誠。何年かかってもいい。俺と戦える位置まで来てくれ。将来的に俺と神器セイクリツド・ギアの究極戦ができるのはキミとヴァーリを含めて数人もいないだろう。──いつだって英雄が決戦に挑むのは魔ま王おうか伝説のドラゴンだ」


　──っ！　……上等だ。いまはどんなに離はなれていようとも、いずれ必ずおまえに追いついてやる！　曹操がゲオルクに言う。


「ゲオルク、死神グリム・リツパーの一行さまをお呼びしてくれ。ハーデスは絞しぼりかすのオーフィスのほうをご所しよ望もうだからな。……それと、ヴァーリチームの者がやってみせた入いれ替かえ転移、あれをやってみてくれ。俺とジークフリートを入れ替えで転移できるか？　あとはジークフリートに任せる」


「一度見ただけだから、うまくいくかわからないが、試してみよう」


「さすがはあの伝説の悪魔メフィスト・フェレスと契けい約やくしたゲオルク・ファウスト博士の子孫だ」


「……先祖が偉い大だいすぎて、この名にプレッシャーを感じるけども。まあ、了りよう解かいだ、曹操。……それとさっき入ってきた情報なんだが……」


　ゲオルクが何やら険しい表情で曹操に紙切れを渡していた。それを見た曹操の目が細くなっていく。


「……なるほど、助けた恩はこうやって返すのが旧魔王のやり方か……。いや、わかってはいたさ。まあ、十分に協力はしてもらった」


　……何か起きたのか？　雰ふん囲い気きから察するにあちら側に想定外のことが起きたように思えるが……。そのやり取りのあと、ゲオルクは魔ま方ほう陣じんを展開させてどこかに消えていった。曹操が俺たちのほうに振ふり返る。


「ゲオルクはホテルの外に出た。俺とジークフリートの入替転移の準備中だ」


　入替転移、ヴァーリとフェンリルが入れ替わりで転移したあれか。黒歌とルフェイが二人がかりでおこなったものを、ひと目見ただけであのゲオルクは再現しようとしているのか……？　曹操は俺たちに告げてくる。


「まあいい。ひとつゲームをしよう、ヴァーリチームとグレモリーチーム。もうすぐここにハーデスの命令を受けてそのオーフィスを回収に死神の一行が到とう着ちやくする。そこに俺のところのジークフリートも参加させよう。キミたちが無事ここから脱だつ出しゆつできるかどうかがゲームのキモだ。そのオーフィスがハーデスに奪われたらどうなるかわからない。──さあ、オーフィスを死守しながらここを抜ぬけ出せるかどうか。ぜひ挑ちよう戦せんしてみてくれ。俺は二天龍に生き残って欲しいが、それを仲間や死神に強制する気はさらさらない。襲おそい来る脅きよう威いを乗り越こえてこそ、戦う相手に相応ふさわしいと思うよ、俺は」


　そうだけ言い残し、曹操は俺たちのもとから去っていった。


　……ゲームだと……？　ふざけやがって……ッ！


　どこまでも俺たちを舐めきった曹操に俺は怒いかりの感情が止まらなかった。





　　　　─○●○─





「……駐ちゆう車しや場に死神が出現していました。相当な数です」


　様子を見に行っていた木場は俺たちが待機しているホテルの一室に戻ってきた。


「……ハーデスの野や郎ろう、本格的に動きだしたってわけか！」


　先生も憎にく々にくしげに吐いていた。


　曹操との戦いのあと、怪け我が人続出の俺たちグレモリー眷けん属ぞく、イリナ、先生、ヴァーリ、黒歌、ルフェイ、オーフィスはこの疑ぎ似じ空間のホテル上階で陣取っていた。


　六十階まであるホテルの真ん中──三十階まで移動し、その階層を丸ごとルフェイの強きよう靭じんな結界で幾いく重えにも覆おおって陣じん地ちとした。やろうと思えばこの一帯全域を防ぼう御ぎよ結界で覆うこともできるそうだが、一定以上の防御力を確保するとなると階層丸ごとが限界らしい。


　同じ階層の別室に怪我人を休ませて、アーシアの治ち療りようを待ったんだ。傷を負った俺、ゼノヴィア、先生はすでに完治している。


　黒歌は治療を終えたが大事を取って別室で休んでいる。レイヴェルと小猫ちゃんが一いつ緒しよに黒歌を見ていた。サマエルの呪のろいを受けたヴァーリはケガが治っても呪いが解けず、別室で激痛に耐たえているようだ。


　……ルフェイの話では解かい呪じゆの術はかけたのだが、サマエルの呪いはあまりにも強力で、ちょっとやそっとじゃ解けないそうだ。最善の解呪処置はしたので、あとは自然に呪いが解けるのを待つしかないが、その間、ヴァーリは呪いの苦痛に苛さいなまれるという。


　……ヴァーリですら、その状態だったんだ。俺が受けたら……死んでいたと思う。


　アーシアは連続での治療に少し疲つかれたのか、隣となりの部屋で仮か眠みんを取っている。こんなときだけど、こんなときだからこそ、いまは少しでも寝ねたほうがいい。


　とにかく、ここを脱出するための作戦を立てないといけないだろうな。


　先生の話では、この空間は絶霧デイメンシヨン・ロストを持つゲオルクが作りだした空間だ。絶霧デイメンシヨン・ロストの禁手バランス・ブレイカー──霧の中の理想郷デイメンシヨン・クリエイトは、霧を用いて固有の結界を創りだすことができる。アーシアがディオドラに連れ去られたときも同様の結界を創られた。


　このホテルを中心に駐車場と周囲の風景も丸ごと疑似空間に創りだしたようだ。


　話では嵐あらし山やま周辺と二条城を中心にした京の町を再現した空間もその禁手バランス・ブレイカーで創りだした結界疑似空間らしい。もちろん、悪魔のゲームフィールドの技術も盛り込んで創りだしたようだけどね。ホテルの部屋の内部をここまで再現できるってのが凄すさまじい。ベッドの質感も本物そのもの。さすがにテレビなどの機械類は動かない。浴室の蛇じや口ぐちから水も出ないし、備え付けの冷蔵庫のなかも空っぽ。再現できるものとできないものがあるのか。


　休きゆう憩けい中または看病しているメンバー以外の者が集結しているこの部屋で、ルフェイが嘆たん息そくした。


「本部から正式に通達が来たようです。砕くだいて説明しますと──『ヴァーリチームはクーデターを企くわだて、オーフィスを騙だまして組織を自分のものにしようとした。オーフィスは英雄派が無事救助。残ったヴァーリチームは見つけしだい始末せよ』だそうです」


　ルフェイの報告に驚おどろく俺たち。マジか！　ヴァーリがオーフィスを騙したってことになってるのか！　しかも無事救助？　いやいや、ここに本物いるじゃん！　……もしや、サマエルで奪った力のほうがすでに奴やつらにとって「本物」で、こっちのオーフィスは用済み、もしくは偽にせ物ものってことかよ。ひでぇな、あいつら……っ！


「そういうことになったのか。英雄派に狙ねらわれていた上に、オーフィスの願いを叶かなえようとしたヴァーリチームの末路がこれか。難なん儀ぎだな」


　先生も息を吐はいていた。


　ヴァーリチームも『禍の団カオス・ブリゲード』から一方的に裏切り者扱あつかいされて、お尋たずね者か。案外、好き勝手に動いていたツケが回ってきたのかも。まあ、それにしても英雄派のやっていることは許せないけどね。


　ルフェイはがっくりきたようにうなだれた。


「私たちはグレートレッドさんをはじめ、世界の謎なぞとされるものを調べたり、伝説の強つわ者ものを探し回ったり、時々オーフィスさまの願いを叶えたりしていただけなのですが……。英雄派の皆みなさんは力を持ちながら好き勝手に動く私たちが目め障ざわりだったようです。特にジークフリートさまは私たちのことが相当お嫌きらいだったそうです。何より、元英雄派でライバルだった兄のアーサーがこっちに来たのがお気に召めさなかったようでして……」


　そういういざこざもあったのか。アーサーは元もと英雄派だったのね。てか、ヴァーリチームって、力を集めながらそういうことをやっていたのか。


「世界の謎ってなんだ？　それに伝説の強者もわからん」


　俺がルフェイに訊きく。ヴァーリの奴、自分の仲間たちと何をしていたんだ？


「はい、次元の狭はざ間まを泳ぐグレートレッドさんの秘密に始まり、滅ほろんだ文明──ムー大陸やアトランティスの技術、それに異世界のことについて調査していました。北ほく欧おう神話勢力の世界樹ユグドラシルも見てきましたし。そして、伝説の強者とは逸いつ話わだけを残して、生死不明となっている魔物や英雄の探たん索さくです。時折、組織の仕事テロもこなしてました」


「……ほとんど冒ぼう険けん家みたいだな」


「はい、大冒険の毎日ですよ！　その末に強者とも戦ってきましたから。ヴァーリさまはドラゴンという存在がどこから発生したのか、それを調べようともしているのです。あと二天龍が封じられる切っ掛かけとなった大ゲンカの原因も調査してます。それと、新しい神滅具ロンギヌスが発見できないか、それも調査の対象でした！」


　楽しそうに語りだすルフェイ。


　……訂てい正せいしよう。冒険家どころじゃねぇや。暇ひま人じんだ、こいつら！　最終的にグレートレッドと戦うことがヴァーリの目標なんだろうけど、それ以前に好き勝手にいろんなものを見て回っているんだな。世界強い者巡めぐりの旅かよ！


「ヴァーリさまの探求心は総そう督とくさまの影えい響きようだと思います」


　ルフェイは最後にそう付け加えた。それを聞き、先生は息を吐いて目元を細めていた。イタズラ小こ僧ぞうの報告を受ける父親の顔に見えてしまった。ルフェイが苦く笑しようする。


「それにしても総督さま、ここ最近は神滅具ロンギヌス祭りですね。──グリゴリにいらっしゃる『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』の方はお元気なのですか？」


　話を振られた先生は顔を天てん井じように向ける。


「……『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』、刃狗スラツシユドツグか。あいつには別任務に当たらせている。そちらもそちらで十分に厄やつ介かいな事件だ。あいつ、ヴァーリのことが嫌いでなぁ」


「はい、お話はうかがっております」


　ルフェイがクスクスと笑う。そのかわいい笑え顔がおに俺も気持ちが少し和やわらいだ。


　俺は先生にふとした疑問を投げかける。


「そういや、先生。一番強い神滅具ロンギヌスを曹操が持っているなら、誰だれかが二番目に強い神滅具ロンギヌスを持っているんですよね？」


「ああ、『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』。それが二番目に強い神滅具ロンギヌスだ。上位神滅具ロンギヌスとは、『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』『絶霧デイメンシヨン・ロスト』の四種のことをさす。『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』に関してもすでに所有者も割れているし、主に天界が制せい御ぎよしているが……。イリナ、それで奴は──『御使いブレイブ・セイント』のジョーカーはどうしている？」


　話を振られたイリナは首をひねりながら答える。


「デュリオさまですか？　各地を放ほう浪ろうしながら、美お味いしいもの巡りをしていると……」


　その答えに先生は絶句している様子だった。


「な……っ。仮にもセラフ候補にも選出されるかもしれない転生天使きっての才児だろうがっ！　切り札役ジヨーカーだぞ!?　ミカエルは、セラフの連中はどうしているんだ!?」


　先生の質問にイリナも困り果て「そ、それは私に言われても……」とつぶやいていた。


　転生天使のジョーカーについては先生も示し唆さしていたな。やっぱり、その枠わくが決まったんだ。


「そのヒトもやっぱり強いんですか？」


　俺が先生に訊くが、反応したのはルフェイ。


「ヴァーリさまの戦いたい方リスト上位に載のってるほどの方です。教会最強のエクソシストだそうです」


　──教会最強のエクソシスト！


　じゃあ、やっぱり相当な使い手か。二番に強い神滅具ロンギヌスの持ち主で、最強のエクソシストで、転生天使で、ジョーカーとか……最強要素たっぷりの方じゃないですか！


　元教会の聖せい剣けん使いであるゼノヴィアが反応する。


「デュリオ・ジェズアルド、教会でも有名な存在だった。直接の面識はなかったが、人間でありながら凶きよう悪あくな魔物や上級悪魔を専門に駆かり出されていたよ」


　……人間でありながら上級悪魔と戦うって……。まるで曹操たちみたいじゃないか。神滅具ロンギヌス所有者だからそんなことができるんだろうな……。


　先生が嘆息する。


「神滅具ロンギヌス所有者、か。神滅具ロンギヌスとは──『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』、『幽世の聖杯セフイロト・グラール』、『赤龍帝の籠手ブーステツド・ギア』、『白龍皇の光翼デイバイン・デバイデイング』、『獅子王の戦斧レグルス・ネメア』、『蒼き革新の箱庭イノベート・クリア』、『永遠の氷姫アブソリユート・デイマイズ』、『絶霧デイメンシヨン・ロスト』、『煌天雷獄ゼニス・テンペスト』、『紫炎祭主による磔台インシネレート・アンセム』、『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』、『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』、『究極の羯磨テロス・カルマ』、この十三種のことだ。イッセー、よーくメモしとけ」


「は、はい！」


　って、メモるものがないんだけどね！


　──十三種。俺が出会ったのは……半分ぐらいか。もう半分、あんな異常な能力を有した神器セイクリツド・ギアがあるなんて、想像しただけで寒気がする。


　先生が突とつ然ぜん何か閃ひらめいたように立ち上がった。おおっ、ここを抜けだすいい案が浮うかびましたか！


「あ！　いま俺は現世の神滅具ロンギヌス所有者の共通点を見つけたぞ。──どいつもこいつも考えていることがまるでわからん！　おっぱい脳に戦せん闘とう狂きよう、妙みような野望を持った自分勝手な奴らばかりだ！　これはあとでメモしてやるぞ、くそったれ！」


　……期待した俺がバカでした。しかし、先生は続ける。


「それともうひとつ、共通点を見つけた。──神滅具ロンギヌスの使い方が従来通りじゃない。ほとんどの連中が歴代所有者とは違ちがう面を探して力を高めてやがる。……現代っ子は俺たちの範はん疇ちゆうを超こえているのか……？　いや、しかし……」


　あーあ、また独りで考えだしちゃったよ。自分の世界に行ってしまうと先生はなかなか帰ってこないからなぁ……。


　と思ったら、ハッと何かに気づいて思考タイムを終えたようだった。


　オーフィスがこの部屋に戻もどってきたからだ。


『この階層を見て回る』


　などと一言だけ残して悠ゆう長ちように出かけてしまったオーフィス。それがやっと戻ってきた。


「──で、具合はどうだ、オーフィス」


　先生がオーフィスにそう問う。


「弱まった。いまの我、全盛期の二天龍より二回り強い」


「それは……弱くなったな」


「……いやいや、封ふうじられる前のドライグたちよりも二回りも強いんでしょ？　それで弱くなったって。以前はどれだけ強かったんですか……」


　先生の「弱くなったな」発言に突つっ込む俺。それで弱まったというのなら、二天龍の俺の立場ないじゃん！


「そりゃ全勢力で最強の存在だからな」


　そりゃそうでしたね！　もとのオーフィスはもっともっと強かったってことか。まあ、あの曹操を相手にして意にも介かいさなかったわけだしな。


「なあ、オーフィス。訊きたいことがあるんだ。なんで、あのときアーシアやイリナを助けてくれたんだ？」


　ロビーに付いてすぐに曹操たちがアーシアとイリナに放った火か炎えんの魔ま法ほう。オーフィスは壁かべになってアーシアたちを守ってくれた。


　どうしてオーフィスが二人を助けてくれたのだろうか？　俺にはそれが不可解でならなかった。こいつはグレートレッドとドライグ以外は興味対象外じゃないのか？


　オーフィスは一言だけ答える。


「紅茶、くれた。トランプ、した」


　──っ。そ、それって、俺の家での出来事のことか？　間の抜ぬけた顔で俺が訊く。


「紅茶とトランプって、俺の家でのことか？」


　オーフィスは俺の言葉にうなずくだけ。


「そ、それだけで？」


　俺の問いにオーフィスはやはりこくりとうなずくだけだった。


　……こいつ、悪い奴やつじゃないんじゃないか……？


「ありがとうございます、オーフィスさん！」


　イリナもお礼を言っていた。オーフィスからの状態を聞いて先生があごに手をやる。


「……しかし、二天龍よりも二回り強いぐらいか。妙だな。曹操は絞しぼりかすといまのオーフィスを蔑さげすんでいたが、正直、これだけの力が残っていれば十分ともいえる」


　まあ、確かに先生の言う通りだ。死神やジークフリートが来ているようだけど、オーフィスにそれだけ力が残っていれば心強すぎるよ。


　オーフィスは無表情で挙手する。


「曹操、たぶん、気づいてない。我、サマエルに力取られる間に我の力、蛇へびにして別空間に逃にがした。それ、さっき回収した。だからいまは二天龍よりも二回り強い」


　──っ！　オーフィスのその告白に全員が度ど肝ぎもを抜かれた！　先生が叫さけぶ。


「おまえ、この階層を見て回ってくるって出ていったのは別空間に逃がした自分の力を回収するためか!?」


　オーフィスはこくりとうなずく。それを見て先生が「ククク」と含ふくみ笑いを始めた。


「曹操め、あいつはサマエルでオーフィスの力の大半を奪うばったと言っていたが、オーフィスは力を奪われている間に自分の力を別の空間に逃がしていた。それをさっき回収して力をある程度回復させた。それが全盛期のドライグの二回りときたもんだ。オーフィスを舐なめすぎたな、英雄派」


　先生を尻しり目めにオーフィスは指先に黒い蛇を出現させた。


「力、こうやって蛇に変えた。これ、別空間に送った。それ、回収した。でも、ここからは出られない。ここ、我捕とらえる何かがある」


　そういうカラクリか。先生は途と端たんに笑いを止めて、息を吐はく。


「ま、死神がここに来たってことは、ある程度オーフィスの抵てい抗こうを想定してのことだろう。それにいまのオーフィスは無限じゃない。有限だ。あちらはサマエル以外でオーフィス封じの策があるだろうさ。俺たちが依い然ぜんとして慎しん重ちようになるのは当然だな」


　先生がルフェイに訊きく。


「ルフェイ、おまえさんは黒歌と同様、空間に関する魔法に秀ひいでていたな？　どうにかして外に助けを呼ぶ術すべはないものか？　もしくは少人数だけでもここから抜けださせることのできる方法とかよ」


「あることはあります。──ですが、黒歌さんが倒たおれたいま、私だけでは限界があります。私と共にこの空間を抜け出る魔法がありますが……共にこの場から離はなれられるのはお二人が限界だと思われます。一度、ヴァーリさまとフェンリルちゃんの入いれ替かえ転移をしたのであれからここの結界は強固になっているでしょうから。入替転移をもう一度おこなうのもおそらく無理でしょう。ゲオルクさまはこちらの術式をある程度把は握あくしたと思われますので。とっておきの転移魔法をしたとしてもチャンスはあと一度だけです」


　脱だつ出しゆつはできる。ただし、ルフェイを入れて三人で、しかもチャンスは一度のみ。


「死神と戦いながらオーフィスを逃がすんですか？」


　俺が先生に問う。先生は首を横に振ふる。


「それは無理だ。さっきのオーフィスの話ではこの空間はオーフィスを捕らえる特別な結界のようだ。どうやって生みだしたかぜひともご教授願いたいところだが、オーフィスだけは脱出できないだろうな。結界をどうにかして破は壊かいして共に脱出するしかない。それと死神は想像以上に危険だ。実力的にはおまえたちのほうが上だろうが、あの鎌かまに斬きられるとマズい。死神の鎌はダメージと共に生命力を刈かり取る。生命力を回復中のイッセーが攻こう撃げきを受け続ければ、寿じゆ命みようが尽つきて死ぬことになる。オーフィスだっていまは有限だ。鎌に斬られ続ければ弱ってしまうだろう。オーフィスは死守しなければならない。こいつの力をこれ以上他に流出させたら、問題はもっと肥大化する。特に相手があのハーデスならな」


　敵にオーフィスを奪われないようにしなければならないってことだな。


　てか、死神の鎌とやらには気をつけよう。俺が受けたらマジで死ぬ。……なんだか、今日はちょっとしたことで死にそうになる日だな！　おかしいよ！　中級悪魔の昇しよう格かく試験だけでいっぱいいっぱいだったはずなのに！　一転して生命の危機にさらされているし！


　先生が続ける。


「かといって外に助けを呼びに行くメンバーは出したほうがいい」


　先生の視線がイリナを捉とらえた。


「──イリナ、おまえだけは先に行け。行ってサーゼクスと天界に英えい雄ゆう派の真意とハーデスのクーデターを伝えろ」


「で、でも！　先に出るのはレイヴェルさんのほうがいいと思います！」


　食い下がろうとするイリナに先生は間かん髪はつ入れずに告げる。


「レイヴェルは脱出できたとしても自分を優先しなくてもいいとさっき言っていた。──俺たちのほうが基本的に不利だ。あいつらは確実にオーフィスとヴァーリ、そしてイッセーを葬ほうむりに来る。奴らにとって、龍りゆう神じんと二天龍は消しておきたいものなんだよ。こっちのオーフィスをハーデスに悪用されたら、この世界に何が起こるかわからん！」


　先生の言葉にイリナは何か言いたげだったが、言葉を飲み込んでうなずいた。


　……仲間想おもいのこの子のことだ、最後まで一いつ緒しよに戦いたかったんだろう。けど、自分の立場と役目も理解した。


　先生はゼノヴィアに視線を向ける。


「護衛としてゼノヴィアを連れていけ。エクス・デュランダルの機能をやられてしまったが、デュランダル自体はまだなんとか使えるだろう。結界の外で英雄派の構成員か、死神が待機している可能性があるからな」


「……護衛か」


　目を細めるゼノヴィア。


　先生が言うようにエクス・デュランダルは破壊されている。鞘さやと化していたエクスカリバーの部分は元となっていた六つの聖せい剣けんの芯しんを残して砕くだけ散った。デュランダルの刀身にも細かな傷が入っていた。曹操の能力は伝説の聖剣を容易に屠ほふるほどだった。


　この状じよう況きようでゼノヴィアは本来の力では戦えないだろう。それをゼノヴィアも理解はしている。それでも悔くやしそうな表情を浮かべていた。


「護衛も立派な任務だ。──それに、そろそろ天界であれの研究がひとつの結論を出す頃ころだ。それも打だ診しんしてこい。ついでにデュランダルの修理もな。そのこともあるからおまえを先に脱出させる。ここの戦いだけで終わりそうにないからな、さっさと直してこい」


　先生にそう言われ、ゼノヴィアは静かにうなずいた。


　こうして、ルフェイと共にゼノヴィアとイリナがこの疑ぎ似じ空間から一足早く脱出し、外部に危機的状況を知らせることとなった。


　ルフェイが転移魔ま方ほう陣じんの術式を構築したいため、別室に移動していく。共に脱出するゼノヴィアとイリナの基本情報を術式に組み込みたいため、一緒に別室に移動となった。


　この部屋を出る前、ルフェイがイリナに鞘に収まった剣を一本手て渡わたした。


「こ、これは！」


　驚おどろくイリナにルフェイは微笑ほほえむ。──それはアーサー・ペンドラゴンが手にしていた最後のエクスカリバーだった。『支配の聖剣エクスカリバー・ルーラー』と呼ばれたものだ。


「これを持っていってください。兄から預かっていたものです。お渡しするタイミングがつかめずにいたのですが、良い機会だと思いましたので。私たちにとって、それはすでに用が済んだものなのです」


「いいのか？」


　ゼノヴィアの言葉にルフェイはうなずく。


「フェンリルちゃんは手に入れました。制せい御ぎよするためにフェンリルちゃんの力はだいぶ下がってしまいましたが、それでもあれ以上の魔物はいません。──デュランダルの修理にエクスカリバーをすべて使われてもよろしいのではないでしょうか？」


　イリナは深く頭を下げた。


「……あ、ありがとうございます！　ルフェイさん！　英雄の血を引く方って、怖こわい人ばかりだと思ってましたけど、良い人もいるんですね！」


「ふふふ、恐きよう縮しゆくです。兄と共に変人とは言われますけど」


　ルフェイはそう苦笑いし、イリナ、ゼノヴィアと共に脱出魔方陣の術式を組むため、別室に移動した。


　しかし、エクスカリバー全種を使ったエクス・デュランダルか！　いままでのは六種だった！　今度七本全部使うってことか！　どうなるのか、俺にも想像がつかない！


　先生がひざを叩たたく。


「さて、リアス。脱出作戦を構築するぞ。オーフィスを連れて全員生き残るのが目的だ」


「ええ、当然よね」


　策士二人が不敵に笑えみ、作戦タイムとなった。


　そう、全員生存してこの疑似空間を抜けだしてみせるぜ！





　　　　─○●○─





　リアス、先生、朱乃さんが例の部屋で作戦を組んでいる間、俺は黒歌の部屋に見み舞まいにきていた。


　ケガは治ったんだけど、ベッドで横になっている。ルフェイから聞いた話では、オーフィスが兵藤家にいる間、他者がオーフィスを狙ねらってこないように神経を尖とがらせて見張っていたようなんだ。


　そのせいか、予想以上に体力と神経──精神も使っていたようで、ケガが治っても復調しなかった。いまは黒歌をレイヴェルが看てくれている。


　本来、真っ先に脱出するべきは客分のレイヴェルだ。けど、この子は小猫ちゃんと黒歌が心配だからと残ることを選せん択たくした。


「私は不死身のフェニックス家の者です。そう簡単に死ぬことはありませんわ」


　そう、気き丈じように振る舞ったそうだ。結局、脱出するのはゼノヴィアとイリナとなった。


　さすが不死身の一族。肝きもが据すわってる。だからこそ、この子を皆みなで守らないとな。


「……どうだ？」


　俺がベッドで横になっている黒歌に問う。


　黒歌はイタズラな笑みを浮うかべていた。


「あらん、赤龍帝ちん。お見舞いに来てくれるなんてやさしいにゃん」


「ま、仲間──小猫ちゃんを助けてくれたしな」


「たまたまにゃん」


　そのたまたまってのが妹の名前を叫さけんでの行動だったじゃないか。


　小猫ちゃんの危機をこいつは身を挺ていして守った。


　ベッドの横にはうつむき気味の小猫ちゃんが椅い子すに座っていた。


「……どうしてですか？」


　小猫ちゃんはそうぼそりとつぶやき、途端に立ち上がって叫んだ。


「どうして私を助けたんですか!?　姉さまにとって私は道具になる程度の認にん識しきだったはずです！」


「さーてね。よくわからないにゃん」


「茶化さないでください！……あのとき、私を置いていったのに。そのあと、私がどれだけ周りのヒトたちに酷ひどいことを言われたか……。冥めい界かいでのパーティのときだって、無理矢理私を連れて行こうとしました……」


　普ふ段だん、あまりしゃべらない小猫ちゃんが心情を吐と露ろするように溜たまっていたものを吐きだしていた。


「私には姉さまがわかりません……ッ！」


　それだけ言い残し、小猫ちゃんは部屋を飛びだしていった！


「小猫ちゃん！」


　追おうとしたけど、黒歌が俺の腕うでを引いて引き留める。


「ご安心を。私が追いますわ」


　そう言い残し、小猫ちゃんのあとをレイヴェルが追っていった。レイヴェルには世話をかけっぱなしだけど、同学年だからこそフォローできることもあるのだと思う。


　腕を引かれた俺は小猫ちゃんの座っていた椅子に腰こしをおろし、改めて黒歌に問う。


「……なあ、黒歌。以前の主あるじのもとで何があったんだ？」


「別に。嫌いやな奴やつだから殺しただけにゃん」


　そう言ったあと、黒歌は笑みを止めて、真ま面じ目めな表情となる。


「猫ねこ[image: ]しようの……私たちの力に興味を持ちすぎたから、目め障ざわりになったのよ。私はともかく、当時の白音じゃ、私の元バカマスターに仙術を使うよう言われたら断らずに使用してそのまま暴走しちゃっただろうし。──あの子、正直だから」


　そう言う黒歌の目は少しだけやさしげなものだった。


「とにかく、あいつは眷けん属ぞくの能力向上を目指して、無理矢理なことをしまくってたわね。眷属ならまだしもその身内──血けつ縁えん者にも無茶な強化を強要したにゃ」


　黒歌がお尋たずね者になった原因、それはそのマスターを殺したからだ。なぜ、そのようなことになってしまったのか。それは──。


「……そいつから、小猫ちゃんを守ったのか？　冥界で俺たちから無理矢理連れていこうとしたのも、『力』から離はなそうとしたんじゃないか？……俺が、力を引き寄せる赤龍帝だからさ……」


　こいつには悪意もあり、悪戯いたずら心もあり、好こう奇き心の塊かたまりなのは見ていてわかる。


　でも、こいつと数日付き合ってみてそれだけじゃないのも感じてしまったんだ。


　黒歌は俺の意見にカラカラと笑うだけだった。


「……イタズラは生来好きよ？　力の使い方も大好き。おもしろいことも大好き。所しよ詮せん、私は野の良ら猫ねこにゃん。自由気ままに気の合った仲間たちと放ほう浪ろうしながら生きたほうがいいだろうし？　でも、白音は逆。飼い猫のほうが合ってるにゃん。だからさ、赤龍帝ちゃん」


　黒歌は真まっ直すぐな瞳ひとみで俺に言った。


「力の塊になってもいいから、キミもヴァーリみたいにバカ正直な天てん龍りゆうになってほしいのよ。そうすれば、あの子もバカ正直なまま幸せになれるだろうしね」


　……そっか。おまえはどうしようもないイタズラ猫だ。ヴァーリ一味の悪あく猫びよう。仙術に飲み込まれて力に酔よっているところも多々ある。戦せん闘とうも大好きだろう。


　けど、妹の──小猫ちゃんのことも変わらず好きなんだろう？


「……おまえ、俺より不器用な奴だな」


　苦笑いしながら俺が言うと、黒歌は途と端たんに口をへの字に曲げてそっぽを向く。


「パワーバカのチミに言われたくはないにゃん。これでも『僧侶ビシヨツプ』の駒こまふたつ消費の生きつ粋すいのウィザードタイプよん？──ま、この話はもういっか。寝ねるにゃん。それとも、このまま私と子作りでもしちゃうん？　ケガした女を無理矢理抱だくなんて酷い天龍にゃ♪」


「喜んで！　じゃなくて、バカ！　養生してろ、さすがにそれどころじゃないんだよ」


　戦闘が開始するまでこいつにも休んでもらおう。黒歌の能力はこの異空間の脱だつ出しゆつ戦には大いに役立つ。


　俺は椅子から腰をあげて、そのまま退室しようとした。


「……あんがとね、赤龍帝ちゃん」


　ふいにそう投げかけられて振ふり向くが、黒い姉猫は知らんぷりで寝ているだけだった。








　黒歌の様子を見たあと、俺はその足で奴が休んでいる部屋にも足を向けた。


　部屋に入ると奴は──ヴァーリは上半身だけ起こしていた。アーシアのおかげでケガは完治しているが、顔色がおそろしく悪い。呼吸も荒あらく、苦痛に耐たえているようだった。


　サマエルの呪のろいがこいつの全身を強く駆かけ巡めぐっているんだろう。……こいつのこんな青ざめた顔色なんて初めて見るし、見たくもなかった。


「……おまえが一いち撃げきであんだけのダメージ受けるなんてな」


　一言だけ俺がそう漏もらすと、奴は苦く笑しようする。


「情けない姿を見せたようだな。曹操を打つためにここへ来たのだが、このザマだ」


「いや、それだけあの『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルって奴の龍殺しドラゴンスレイヤーの力がすごいってことだろう？　おまえがただでやられるなんて思えないしさ」


　本当に為なす術すべがなかった。一発受けただけで、力の塊とも言えたこいつが弾はじけた。あの瞬しゆん間かんは俺の脳のう裏りに鮮せん明めいに焼き付けられていた。


　あの場面、曹操がサマエルを使ったのには理由があるんだろう。『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』で一気に勝負をつけようとしたヴァーリを止めるには、あの判断しかなかったんだろうな。


「買ってくれているようだな」


「おまえの強さは自分が強くなるたびによーくわかるようになったからな。まだ追いつけないのが悔くやしいよ」


「……俺は楽しみだが。早く追いついてきてくれ」


「相変わらず嫌いやな余よ裕ゆうだな。で、おまえ、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を超こえた力、得たのか？」


「だとしたらどうする？」


「安心した。あの曹操を相手におまえが一いつ矢し報むくえないのは、らしくないだろう？」


　俺の皮肉にあいつも「そうだな」と小さくうなずいていた。


「……曹操はゲオルクとサマエルを死守することと、あの場でど派手な攻こう撃げきをせずにオーフィスの力を無事に奪うばいさること、それを単独でおこない、さらに俺たちをできるだけ殺さずに攻撃する──その四つの高難度の条件を抱かかえながら、最小の攻撃のみで俺たち全員を圧あつ倒とうした。サマエルの力があったとしても、それでも奴の力はキミにも理解できただろう。──あれが人間の身でありながら、超ちよう常じようの存在に牙きばをむく者たちの首しゆ魁かいだ」


　ああ、わかるよ。おまえと先生を手玉に取ってなお、グレモリー眷属とヴァーリチームの魔ま法ほう、魔力コンビをも御ぎよしやがった。


　そして俺も……。京都ではトリアイナで一矢報いたと思った。でも、まだまったくあいつに届いていないのが今日わかって、悔しいばかりだよ……っ！


　悔しさで手を強く握にぎる俺。ヴァーリが言う。


「相手をよく観察して、弱点を徹てつ底てい的に研究する。その上で自分たちの武器の特性も探究し続けた。それが英えい雄ゆう派。その中心にいるのが曹操という聖せい槍そう使いの男。あの男の禁手バランス・ブレイカーをよく覚えておけ。あれはたとえ独りになっても複数の超常の存在と渡わたり合えるために奴が研究に研究を重ねて発現させた亜あ種しゆの禁手バランス・ブレイカーだ」


「それに『覇輝トウルース・イデア』とかいうものもあるんだろう？　どんだけ強いんだ、あいつ……」


「……『覇輝トウルース・イデア』は俺たちでいう『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と限りなく近しいものだ。極きわめて遠いとも言えるが……。それを使えば絶大な力を得られるが、暴走と隣となり合わせだろう。俺ほどの魔力──いや、魔法力を持っていないあいつでは『覇輝トウルース・イデア』を操あやつりきれるとは思えないが……」


　京都で俺に使おうとしたけどな。俺にやられたテンションと場のノリで勢いと共に発動しようとしたのか？　それとも制せい御ぎよできるアテがあった……？


　ヴァーリが続ける。


「防御力はキミや俺のほうが奴よりも高いだろう。魔法力も高いわけでもない。俺とキミの攻撃は奴の体に直撃すれば曹操を倒たおせる。ただ、奴は技わざが抜ぬきんでているんだ。だが、自分が限界のある『人間』ということも誰だれよりも認識している。……レーティングゲームでいえば、至高のテクニックタイプと称しようするべきか。まあ、やろうと思えば極大のオーラを槍やりから放出して周辺一帯を破は壊かいすることもできるだろう」


　至高のテクニックタイプ……。弱点攻撃に特化した技と能力、相手を研究して放ってくる攻撃。トリアイナの『戦車ルーク』は京都であいつにダメージを与あたえた。直撃すれば倒せたんだ。それは今日も同じだった。


　ただし、曹操は俺の能力を把は握あくしきっていて、まるで当たる気配が感じられないってのがな……。サイラオーグさんのイメージとは真逆の存在だな、曹操は。


　不気味すぎる。それに何を考えているかさっぱりわからない。……理解しがたい存在、それが曹操だった。


　あ、そうだ。ひとつ確認したいことがあった。


「なあ、ヴァーリ。おまえはどうしてオーフィスを俺たちのところに送った？　利用しようとしただけじゃないんじゃないか？」


「俺が？　オーフィスを？」


　見当違ちがいの反応を見せるヴァーリだが、本当にそうか？


　こいつはオーフィスを囮おとりにして、曹操たちをいぶり出そうとしたけど、オーフィスの意を汲くんでやったし、サマエルの攻撃からオーフィスを解放させようともしていた。曹操だけを狙ねらうなら、あの場でオーフィスなど意にも介かいさずに曹操へ攻撃を繰くりだしたはずだ。


「……オーフィスの話し相手だっただけだ。時折、寂さびしそうに見えてな。……いや、なんでもない。余計なことを話した。忘れてくれ」


　そっか、なんでもないか。了りよう解かい了解。そういうことにしよう。でも、オーフィスが寂しそうってのはわかるかも。あいつはアーシアとイリナと交流して、かまってくれた二人の危機を救った。それだけで俺にとってオーフィスは死守するだけの価値ある存在だ。俺のなかではそれが確定的だった。


「オーフィスは悪者の親玉だ。いや、『親玉だった』か。それでも俺はあいつを脱出させるよ」


「ハーデスに捕とらえられてもまともではないことになるのは目に見えてわかるからな」


「このあと、俺は脱出作戦に参加する。ヴァーリ、おまえは休んでいるか？」


　俺が皮肉げにそう言うと、ヴァーリは不敵に笑えんだ。


「……休んでいたいところだが、どうしようもなく俺は『白龍皇』でね。──呪いにまみれた体だが、死神ごときに後おくれを取るわけにもいかない。傍ぼう観かんする選せん択たく肢しは最初から持っていないさ」


　……プライドの塊か。らしいことを口走ったこいつに俺は心底安あん堵どした。


　ああ、これで戦える。準備は万ばん端たんだ。


「ヴァーリ、いずれ決着はつけようぜ。俺はおまえを倒すのが目標のひとつだからな」


「ああ、楽しみだよ、兵藤一誠。共にこのような場所で死んではいられないな」


　脱出作戦は間近に迫せまっていた──。




　Life.4　天てん龍りゆうとして







　ホテルの一室の窓から外を見やる。


　──漆しつ黒こくのローブを着込んだ不気味な雰ふん囲い気きの奴やつらが多数こちらを見上げていた。


　……フードを目ま深ぶかく被かぶっているから、どいつもこいつも顔はわからない。けど、眼光だけはギラギラと輝かがやかせてやがる。殺意、敵意、むんむんだ。


　手には趣しゆ味みの悪い装そう飾しよくが施ほどこされた大おお鎌がま。それぞれ、ドクロやらモンスターの手やらがついていて、とにかく見てて一発で悪役としか思えないデザインの鎌を持っていた。


　死神グリム・リツパー、か。骸がい骨こつの神さま、ハーデスが引き連れていた奴らだ。それらが英雄派に力を貸して俺たちに襲おそいかかろうとこの疑ぎ似じ空間に来やがった。


　ハーデスの行動は完全な越えつ権けん行こう為いだろう。……どういう理由でここを攻せめてきた？


　まあ、政治的なことを俺が考えても仕方ない。いまはとにかく、このフィールドをどうにか脱出しないといけない。


　ゲオルクによって創つくられた疑似空間を抜けだすには三つの方法しかないらしい。


　先生がその説明をくれる。


「三つの方法とは、ひとつ、術者──ゲオルクが自ら空間を解除すること。これは京都での戦せん闘とうが例だ。ふたつ、強制的に出入りする。これはルフェイや初代孫そん悟ご空くうと玉龍ウーロンがやってのけたことだ。さっきも説明したが、こいつは相当な術者でなければ不可能。ルフェイの場合は現状一度が限界で連れて行けるメンバーも限られる。ルフェイの術での三度目の出入りは無理だ。──ゲオルクが結界をさらに強固にするだろうからな」


　一発勝負の上に出せるメンバーも限られる。先ほどの説明通り、この案は採用されるけど、脱出するのは外への助けを呼びに行くイリナとその護衛のゼノヴィア。


　そして、三つめ──。


「最後は単純明快。術者を倒すか、この結界を支えている中心点を破壊することだ。アーシアが捕らえられたときイッセーが結界装置を破壊したが、あのように結界の中心となっている装置を壊こわす」


　わかりやすい！　つまり結界のキーとなる部分をぶっ壊せばこの空間は崩ほう壊かいするってことだ！


　で、問題はそのキーがどこにあるかだ。アーシアのときは彼女と繫つながっていた装置がそれだった。あれを壊した瞬間にあのフィールドに作られた結界は解けたようだし。


　ここの装置については、すでにルフェイや黒くろ歌かたちが魔法や仙術で探さぐりを入れていたようだ。


　部屋の床ゆかに紙に描かいたホテルの見取り図を置く。そこに駒こまとなるもの（動物やヒトの形を模したものがいいらしく、紙で鶴つるを折った）を複数置いて、外部に『目』を作りだすらしい。……見取り図に魔術文字を書いたり、謎なぞの呪じゆ文もんを唱えたり、謎の灰をまいたりして、術式は完成する。


　見ていてさっぱりわからん。リアスや朱あけ乃のさんは興味深そうに眺ながめていたが……。


　瞑めい目もくするルフェイが手を見取り図に向けると、鶴がカタカタと動きだし、魔術文字が光り、灰が独りでに動いて見知らぬ紋もん様ようを描えがいていく。


　ルフェイが言う。


「駐ちゆう車しや場にひとつ、ホテルの屋上にひとつ、ホテル内部の二階ホール会場にもひとつ、計三つの結界装置が確かく認にんできました。それらは蛇へび……いえ、尾おを口にくわえたウロボロスの形の像です」


　ルフェイが紙に描いた像のデザインを先生は受け取る。円を描くように尾を喰くらう蛇の像だ。報告を受けた先生が言う。


「壊すべき結界装置はウロボロスの像か。しかも三つ。相当大がかりだな。この空間はオーフィスを留とどめるためだけに作られた特別な専用フィールドってことだ。本来のオーフィスなら問題はなかった。力が削そがれたオーフィスを封ふうじる前提で結界空間を作ったんだろうな。それでルフェイ、装置の首しゆ尾びはどうだ？　死神の数はさっき調べたときより増えているか？」


「はい、総そう督とく。どの結界装置にも死神の方々が集結してます。というか、すでにこの階以外の場所には廊ろう下かにまでその方々がいらっしゃってて……。駐車場が一番敵が多いです。曹そう操そうさまはこの空間からすでに離はなれてますが、代わりにジークフリートさまがいらっしゃってますし、ゲオルクさまも当然駐車場にいらっしゃいますね」


「駐車場にある装置は、三つある装置のなかで一番の機能を発揮しているんだろう。それをすぐに壊せればいいんだが……」


　リアスが先生に言う。


「アザゼル、先ほど話した作戦通りに行きましょう」


　リアスの提案に先生もうなずく。


「ああ、ったく、えらい方法を考えるもんだぜ、おまえもよ。イッセー、おまえの惚ほれた女は誰よりもおまえを理解しているようだぜ？」


　先生が苦く笑しようしながらそう言う。リアスもなぜか自信満々の様子だった。


　……はて？　俺に何かをさせようってことかな？　てっきり、上と下、二手に分かれて装置を破壊してから駐車場で合流→決戦って流れだと思ったんだが……。


　訝いぶかしげに思う俺に朱乃さんが耳打ちしてくる。


「実は……」


　ふんふん。俺の耳にもたらされるリアスの作戦。


　…………。


　……な、なんてこった……ッ！


「とんでもないこと考えたもんスね！」


　仰ぎよう天てんした俺が漏もらしたのはその一言だった！　だって、すげえんだもん！　そんな方法、咄とつ嗟さによく思いついたというか、よくそのような俺の運用方法を考えたもんだぜ！


　俺もそれは考えたことがなかった！　で、でも、できそうだ！　おそらくできる！


　かーっ！　俺の惚れた女はやっぱりすげえなぁっ！


　尊敬の眼まな差ざしをリアスに送る俺！　先生が俺の肩かたに手を置いた。


「まあ、確かにすごいんだが、リアスはおまえに夢中だから思いついた作戦だぞ？　ソーナの戦術とはまた違う方向だ」


　それでもすごいっスよ！　いやー、さすがリアス・グレモリー！　俺が将来嫁よめさんにしたいヒト、ナンバーワンだよ！


「さて、皆みんな、集まって」


　リアスが部屋の中央に皆が集まるように告げてくる。


　全員の視線がリアスに集中した。自信満々な笑みを見せた彼女は宣言した。


「さあ、私の大事な眷けん属ぞくたち。ここをさっさと突とつ破ぱしましょう。その作戦をいまから説明するわ！」


　こうして、脱だつ出しゆつ作戦はスタートしていく！








　ホテル内、ルフェイの結界に覆おおわれた階層──その廊下の一角に俺は立っていた。横には猫ねこ耳みみモードの小こ猫ねこちゃん。瞑目状態で廊下に正座している。


　その近くの部屋にはルフェイとイリナ、ゼノヴィアの姿。脱出用魔ま方ほう陣じんの準備中だった。扉とびらは開けっ放しの状態だ。その部屋の窓まど際ぎわには他の作戦メンバーが集結していた。いまだ体力の戻もどらない黒歌と呪のろいが完全に解かい呪じゆできていないヴァーリもその部屋にいる。作戦を立てていた部屋から移動して、窓から駐車場の様子が一番広く見下ろせる部屋に集まったんだ。


　この階層を囲む結界もそう長くない。すでに非常階段のところで死神が結界壊しをしている。各部屋の窓辺もそんな感じらしい。メンバーが集結している窓際の締しめ切ったカーテンの向こうでは、一行さまが結界に対して鎌を懸けん命めいに振ふるっているだろう。


　つまり、どちらにしても打って出ないとどうしようもないってことだ。


　俺は素す早ばやく禁手バランス・ブレイカーとなり、鎧よろいを身に着けた。あとはルフェイの魔方陣ができあがりしだい、作戦開始だ。


　目を閉じて、とあるものを探っていた小猫ちゃんが立ち上がった。天てん井じようの一角と床の一点を指し示した。


「……先せん輩ぱい、そことそこです」


「了りよう解かいだ」


　うなずく俺。それを確認すると小猫ちゃんは部屋に入っていこうとする。


　俺はその小猫ちゃんの手を引いた。


　さっき、黒歌の休んでいた部屋から飛びだしていった小猫ちゃん。追いかけていったレイヴェルと口くち喧げん嘩かしたのか、その後多少すっきりして帰ってきた。


　こういうとき、レイヴェルの存在はありがたい。後あと腐くされなくケンカできる仲間ってのも大事だよな。けど、俺も小猫ちゃんに言っておかなくちゃ。


「小猫ちゃん、黒歌は悪い奴だと俺も思う。仙術に魅み入いられて力を求めているのもわかる。テロリストに身を置いているあいつが善良なわけがない。──けどね」


　黒歌のほうに視線を向ける俺。あいつは気づいてないけど。


「やっぱり、小猫ちゃんのお姉さんなんだと思うよ。野の良ら猫ねこでイタズラ好きで悪い女だけどさ、小猫ちゃんの肉親なんだ」


「……姉さまのせいで私は辛つらい目に遭あいました」


　どんな理由であれ、主あるじを殺して「はぐれ悪魔」と化したものに対して、悪魔の世界は厳しい。それはその家族にも及およぶ。小猫ちゃんは「はぐれ」となった姉の罪を一身に浴びて、心を壊しそうになった。……辛かったに決まってる。


「……姉さまを恨うらんでいます。……嫌きらいです。──でも、私をさっき助けてくれました」


　小猫ちゃんは強い眼差しで俺に言った。


「いまだけは信じようと思います。少なくともここを抜ぬけ出るまでは」


　──っ。予想だにしていなかった小猫ちゃんの一言に俺は驚おどろいてしまった。


　……なんてこった。俺が励はげますまでもなかったじゃないか。この娘こは──強くなっていたんだ。自分で答えを出すぐらいに前を向いている。


「それで十分だ。もし、これからも黒歌から何か変なことされそうになったら俺に言ってくれ。こらしめてやるからさ」


　そう言って小猫ちゃんの頭をなでてあげた。小猫ちゃんが俺に抱だきついてくる。


「……先輩のおかげで強くなれたんです。先輩のおかげでギャーくんも強くなれた。だから、私も強くなろうと思って……」


「なれるさ。俺でもなれたんだ、小猫ちゃんならすぐだよ」


「……大好きです、先輩……。部長が先にいても、アーシア先輩や朱乃さんが先にいても、必ず追いかけていきます……。だから──」


　小猫ちゃんは真まっ直すぐに俺を見上げて言った。


「おっきくなったら、お嫁さんにしてください」


「「「「「「えっ!?　そこで逆プロポーズしちゃうの!?」」」」」」


　小猫ちゃんの言葉に俺が驚く前に、仰天しているリアス、アーシア、朱乃さん、ゼノヴィア、イリナ、レイヴェル！


　キミたちぃぃぃぃっ、聞いてない振りしてバッチリ聞き耳立ててんじゃん！


　って、お嫁さん!?　嫁ですか！　まさか、小猫ちゃんに逆プロポーズされるとは予想外だった！


　で、でも、この娘の好意はバアル戦前に慰なぐさめてもらったときに知ってしまっている。


　困ることもないじゃないか俺！　甲か斐い性しようだ！　甲斐性を見せるときだ！


「背と、おっぱいをおっきくしてくれると……俺はうれしい！」


　懸命にしぼりだした結果、そんなことしか口から出せなかった！


　うわぁぁぁぁぁあああああああっ！　なんてことだよ！　せっかく、小猫ちゃんが大事なことを言ってくれたのに、決め台詞ぜりふひとつすらまともに決められなかった！


　背とおっぱいをおっきくしろって、それなんてセクハラだよぉぉぉぉぉぉっ！


　心中で激しく後こう悔かいする俺だが、小猫ちゃんは強くうなずいた。


「……わかりました。牛乳たくさん飲みます。待っててくださいね、先輩。先輩のお嫁さんになるため、姉さまに負けないお乳になってみせます」


　なんだか、ＯＫだったらしく、小猫ちゃんは気き合あいが入っていた。


　……こ、これでいいのかな？　う、うーん。甲斐性見せられたのか？　わからない！


「──術式、組み終わりました」


　そうこうしているうちにルフェイが転移魔方陣の完成を告げる。


　ルフェイ、イリナ、ゼノヴィアの足あし下もとに円形の光が走り、魔方陣が展開していった。


　悪魔文字じゃない、魔術文字により生まれた転移魔方陣。これで三人は外に出られる。


　元の世界に出ても英えい雄ゆう派の追つい撃げき部隊が現れるだろう。しかし、ルフェイもいるから、逃にげ切れるはずだ。


　小猫ちゃんも窓際に移動し、ついに作戦はスタートとなる。


　リアスに視線を向けると──彼女は俺に向けてうなずいてきた。


　開始の合図だ。俺は内で駒こまをプロモーションさせる！　昇しよう格かくさせるのはトリアイナ版の『僧侶ビシヨツプ』だ！


「『龍牙のウエルス・ブラスター・僧侶ビシヨツプ』にプロモーション！」


『Changeチエンジ Fangフアング Blastブラスト!!!!』


　俺の背中に赤いオーラが集まり、バックパックを形成して、キャノンも生みだした。


　両肩に砲ほう撃げき専用のキャノン！　俺はリアスが事前に教えてくれた作戦通りに左右のキャノンの砲口を──それぞれ上下に向けた！　よし！　リアスの案通り、キャノンはそれぞれ別の方向に向けることができた！


　小猫ちゃんが仙術で屋上と二階ホールにいる死神の気配を察して、位置を把は握あくした。さっき、指を示してくれた場所だ。俺は仲間に向けて叫さけんだ！


「──行きます！」


　俺たちの作戦──それはトリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』のキャノンを上と下の両方に向けての同時砲撃。


　装置があるのは屋上、二階ホール会場、そして駐ちゆう車しや場。それぞれ屋上とホールにチームを分けて装置を破は壊かい、その後駐車場で合流するって作戦は時間がかかるし、相手にも手の内が読まれているだろう。


　だったら、それらを作戦開始と同時に破壊すればいい！　死神が大量にいる位置に向けて砲撃を通せば装置も奴やつらも一いつ緒しよに屠ほふれる！


「さあ、いこうぜ、ドライグ！　当てるべくは結界の装置とその周囲にいる死神だ！　一気にぶっ壊こわしていくぞ！」


『応おうッ！』


　ドゥゥゥゥゥゥ……ッ。


　バックパックが静かに鳴動していき、砲身に強大なオーラが溜たまっていく！


　右のキャノンを天井に！　左のキャノンは下方──床ゆかに！　範はん囲いは広げなくていい！　貫かん通つう力が高く、一点突破の威い力りよくがあれば十分だっ！


「いっけぇぇぇぇぇぇっぇえええええええっ！　ドラゴンブラスタァァァァァァッ！」


　ズオオオォォォォォォォオオオオッ！


　左右のキャノンから膨ぼう大だいな赤いオーラが発射されていく！　上と下へ一直線にっ！


　屋上とホールに向けて放たれるオーラの砲撃！　ドラゴンブラスターの一撃がホテルを大きく揺ゆらした──。


　オーラを撃うち終えた俺は上と下に視線を配る。


　──天井と床に大きな穴が生まれていた！


　瞑めい目もくしていたルフェイが告げる。


「屋上とホールに設置されていた結界装置が破壊されました！　周囲にいた死神の方々ごとです！　これで残るは駐車場のひとつだけ！──転移の準備も完全に整いました！」


　刹せつ那な、転移の魔方陣も輝かがやきを増して、ルフェイたちを光が包み込んだ！


「ゼノヴィア！　イリナ！　頼たのむぞ！」


　俺が転移の光に消えていく二人にそう告げる！


「イッセー！　死ぬなよ！」


「必ずこのことを天界と魔王さまに伝えてくるから！」


　それだけ言い残し、二人はこの疑ぎ似じ空間から消えていった。彼女たちの脱出は成功だ！


「よし！　これであとはあいつらをぶっ倒たおして装置も破壊すればしまいだ！　いくぞ、おまえらっ！」


　先生が光の槍やりを横よこ薙なぎして部屋の大きな窓を破壊する！


『はいっ！』


　皆がそれに呼応して、前衛である先生、リアス、木き場ば、朱乃さんが翼つばさを広げて割れた窓から外に飛びだしていった！　その先にあるのは──死神が群がる駐車場！


　鎌かまを持ったまま空へ飛びだしてくる死神たち！　ローブ姿に鎌を持った連中が空を飛んでくるってのはなんとも不気味だ！　俺の仲間たちがそいつらと空中で激げき突とつし始めた！


　ルフェイたちが転移したことはこの空間を作りだしたゲオルクも認にん識しきしただろう。同時にこの空間の結界は強固なものになり、同じ精度での出入りが不可能になったはずだ。


　まあ、それも駐車場にある結界装置を壊せば終わりだ！


　窓際に残ったのは後衛の黒歌、ヴァーリ、アーシア、そして黒歌をサポートするための小猫ちゃんとレイヴェルだった。黒歌は魔力で堅けん牢ろうな防ぼう御ぎよ魔ま方ほう陣じんを生みだし、それでこの部屋ごと後衛メンバーを守る。ルフェイのように階層ごと結界で覆おおうのはいまの黒歌には無理だが、部屋を一室ぐらいなら守れるようだ。この部屋の周りには死神が近づいていたんだろうけど、部屋を覆う結界の破壊に時間がかかると判断するやホテルを飛びだして先生たちのほうに向かっていった。これも計算通りだった。


「皆みなさんのおケガは私が治します！」


　アーシアはここでダメージを受けた仲間に向けて回復のオーラを飛ばす係だ。彼女も成長して、オーラで弓矢の形を作りだし、回復のオーラを矢として放てるほどになっていた。命中の精度も高い。仮に敵に回復のオーラが当たりそうになっても仲間以外に命中しそうになると自動で霧む散さんするように作りだしたそうだ。彼女の回復のオーラは敵味方問わずの能力だから、その捕ほ捉そくイメージは重要だ。やはり、アーシアはその手の才能に秀ひいでていた。


　いまだ本調子ではない黒歌の体を支える小猫ちゃん──と、レイヴェル。二人で黒歌の体を支えていた。


「あら、白しろ音ね。……助けてくれるの？」


「……私を助けてくれた借りを返すだけです。防御の魔方陣に集中してください。仙せん術じゆつでフォローしますから」


「そっちのお嬢じようちゃんはどうしてにゃん？」


　黒歌に訊きかれるレイヴェルは途と端たんに顔を赤らめてツンツンする。


「な、なんとなくですわ！　ありがたいとお思いなさいな！」


　黒歌はそれを聞いてにんまりと笑っていた。


「そ。じゃあ、お言葉に甘えちゃう。……白音、今度、仙術だけじゃなくて猫ねこ又また流の妖よう術じゆつとかを教えてあげちゃおうか？……嫌いやならいいけどねん」


　黒歌が冗じよう談だん半分にそう言うが、小猫ちゃんは真しん剣けんにうなずいていた。


「……いえ、教えてください。私も仲間を支えるために強くなりたいです。姉さまに頼たよってでも私は前に進まないと──」


　小猫ちゃんも前を進みだしたってことか。それがお姉さんとの和解とまでいかなくとも、小猫ちゃんの成長に繫つながれば、それだけでもいいんじゃないかな。それにこれからはレイヴェルも一緒だと思う。ここにギャスパーが帰ってくればオカ研の一年生トリオは完成するんじゃなかろうか。実に楽しみだよ。


　一方、同じく後衛であるヴァーリのほうは──。


「禁手バランス・ブレイカーでなくとも──」


　ドゥッ！


　手から巨きよ大だいな魔力の弾たまを撃ちだして、宙を飛んでいた死神を同時に数体屠った！　相変わらず魔力攻こう撃げきが強力なこった！　呪のろいを受けて体調不良でもヴァーリはヴァーリか！


　そのままヴァーリは魔力での攻撃を繰くり返す！　四散していく死神たち！


「我も」


　オーフィスも後衛からのサポートだ！　俺たちのなかでも最強の力を持つこのドラゴンがいれば脱だつ出しゆつ作戦もスムーズに──。


　カッ！


　オーフィスが手元を光らせた瞬しゆん間かん──。


　ドッゴォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！


　けたたましい快音と爆ばく音おん、信じられないほどの破壊が駐車場で巻き起こり、死神の群れだけじゃなく、俺の仲間たちも巻き込まれたかのようだった！


　煙けむりのなかからなんとかリアス、木場、朱乃さんが現れて、無事を確認できる！　てか、なんて威力だ！　ちったぁ手加減してもらわないと俺たちも死ぬじゃないか！


　文句を言ってやろうと思ったら、オーフィスは首を傾かしげて自分の手を見ていた。


「……おかしい。加減、難しい」


　──っ！　な、なにぃぃぃぃぃっ!?　いまの一撃は調整できないでぶっ放したのかよ！


　危なすぎる！　危険だ！　こんな後衛がいたんじゃ、安心して戦えない！　前衛にしたところでも、力が不安定すぎて何が起こるかわかったもんじゃない！　不安要素の塊かたまりじゃないかよ、いまのオーフィスは！


　先生が翼を羽ばたかせてこちらに飛んできた。


「おい、オーフィス！　おまえは戦わなくていい！　その様子じゃサマエルの影えい響きようで一時的に力がうまくコントロールできなくなっているんだろうさ！　見学してろ！　おまえがここで不安定に力を揮ふるえば敵味方問わず全ぜん滅めつだ！　俺たちで活路を切り開く！」


　先生はそれだけ告げると再び戦場に戻もどっていった！


　オーフィスもこくりとうなずいて、その場に座り込む。


　あー、意外に素す直なおだね。って、俺も戦線に加わらなければ！


　俺も窓まど際ぎわに立つと、再び両肩のキャノンを駐車場に向けた！　俺はこういうサポートもできるんだよね！　パワータイプのサポート寄りなんでね！


　キャノンの照準を駐車場の死神どもに──。


　今度は威力を抑おさえなくともいい！　駐車場ごと吹ふき飛ばす勢いで撃つ！


「もう一丁！　ドラゴンブラスタァァァァァァァァッ！」


　ズオォォォォオオオオオオオンッ！


　キャノンから放たれた極大の赤いオーラが駐車場を大きく包み込んでいった──。





　　　　─○●○─





　バチッ！　バジッ！


　疑似空間が悲鳴をあげていた。俺の二度のドラゴンブラスターとオーフィスの不安定な一撃は空間にある建造物だけじゃなく、疑似空間にも大きくダメージを与あたえていた。


　強力な砲撃を受けてもいまだ結界が健在なのは、装置がまだ壊れていないのと、ゲオルクの能力が凄すさまじい証しよう拠こだろう。


　トリアイナ版『僧侶ビシヨツプ』の砲撃によって、駐車場は見る影かげもなく崩ほう壊かいしていた。足場なんてないぐらいにどこもかしこも砕くだけ散り、地が割れて裂さけていた。宙に舞まう粉ふん塵じんがすごい量だ。鎧よろいを着てて良かった。


　その駐車場に俺は降り立っていた。仲間たちは俺の砲撃で生き残った死神たちと戦せん闘とうを継けい続ぞく中。粉塵が落ち着いてきたところでその戦闘の光景が目に飛びこんできた。


　木場が神速で死神を切り伏ふせ、先生がぶっとい光の槍で大勢の相手を一気に消し去る。


　二人の戦いはさすがの一言。無む駄だがなく、確実に敵を葬ほうむり去っていく。


「雷らい光こうよ！」


　朱乃さんは指先から膨大な量の雷光を生みだして、死神の大群を包み込んで一いち網もう打だ尽じん！


「消し飛びなさい！」


　リアスもどデカい滅ほろびの弾を幾いく重えにも撃ちだして風景ごと死神の群れを消滅させてしまう！　それを見て改めて思う。うちのお姉さま二人組の能力はこういう集団戦だと物もの凄すごい威力を発揮する。雷光も滅びの力も広こう範はん囲いに大きく効果をたたき出す攻撃だ。相手が一点突とつ破ぱの強敵でもない限りは相当な戦果を生みだす。


　てか、うちの部員たち、皆みんな、うまい具合に鎌を避よけまくってる！　そりゃ、当たったら生命力削けずられちゃうもんね。避けるのにも集中しないと戦闘もままならないよな。


『下級の死神でも下手な中級悪魔よりはよっぽど強いぞ』


　と、ドライグが言った。


　なるほど。ということは、うちのメンバーはほぼ全員そのランクの相手は余よ裕ゆうで倒せるってことだな。しかも大勢を一気に葬り去れる！


　リアスと朱乃さんのお二人は俺を見かけるなり、飛び降りてくる。


「イッセー！　譲じよう渡とでパワーを引き上げてちょうだい！　一気に消し飛ばすわ！」


「同じく！　お願いしますわ！」


「了りよう解かい！」


　俺は了承して、ドラゴンの力を高めて両者の肩かたに手を置いた！　俺の譲渡は二人同時までは可能だ！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


『Transferトランスフアー!!』


　二人に俺のパワーが譲渡されていく！　リアス、朱乃さんのオーラが大きく膨ふくれあがった！　これで一気にパワーアップできたはずだ！


　リアスと朱乃さんは空高く飛び上がり、死神の大群に極大な滅びの一撃と雷光を解き放った！　この空間の上空を覆い尽つくすほどの滅びの渦うずと雷光の輝きが広がっていく！


　うはっ！　とんでもねぇや！　こんなのまともにくらったら相当な強つわ者ものでもない限り生き残れるはずがない！　二人だけで死神を蹂じゆう躙りんできそうな勢いだ。


『まあ、おまえの砲ほう撃げきとオーフィスの攻撃でかなりの死神が吹っ飛んだのだが……。あの二人も基本スペックが高いせいか、赤せき龍りゆう帝ていの力を譲渡するだけでこれだけのものになる』


　ドラゴンブラスターは雑ざ魚こ散らしに最適ですよ。それに二発も撃って、二人に譲渡までしたんだから、結構スタミナは消費したぞ。特にオーラの消しよう耗もうが酷ひどい。


　それだけのことをやったんだ、壊かい滅めつ状態にでもなってくれないとな。


「やあ、久しいね。赤龍帝」


　──っ！　前方から俺に話しかけてくる者がいる。


　魔剣を数多く帯剣した白はく髪はつの優やさ男おとこ。ああ、京都で会ったあの野や郎ろうだ。


「よー、英えい雄ゆうさん。ジークフリートだっけ？　おまえが俺の相手か？」


　俺がそう言うと奴やつは肩をすくめた。


「それは楽しいね。いまのキミなら僕と良い勝負ができるだろう。──けど、先にこちらの方々を相手して欲しいな」


　音も無くジークフリートの周囲に集まる死神の群れ。皆が相手をしている死神に比べるとローブと鎌かまの装そう飾しよくが凝こっているように思える。……殺気もワンランク上だな。


　……まずはそいつらの相手をしろってことか。


「死神か。鎌に当たったらヤバいんだよな。ま、とりあえず、当たらずにいきますか」


　俺はそれだけ確かく認にんすると、迫せまり来る死神たちと対たい峙じした！　鎌を大きく振るってくる！


　……大振りだぜ、その攻撃！　木場との訓練で高速の斬ざん戟げきには慣れている！


　俺は死神たちの鎌による斬戟を最小の動きだけで避けきり、ドラゴンショットを撃うち込む！


　ドシュンッ！


　俺の一撃で霧散していく死神！　よっしゃ！　俺のドラゴンショットなら余裕でこいつらを倒たおせる！　さらに数を増やして襲おそいかかってくる死神たちを何度もやり過ごし、拳こぶしと蹴けりのカウンターでぶっ倒していった。


　……楽だな。サイラオーグさんや曹操に比べたら遥はるかに楽な相手だ。


　俺の戦闘を見てジークフリートは驚きよう愕がくしている様子だった。


「──っ！　赤龍帝の相手は中級クラスの死神なのに！」


　そ、そうなのか。しかし、相手できるレベルだぞ。鎌による攻撃は読みやすいし、仮に不規則な動きをしても速度がそれほどでもないので避けられる。


　手元から魔ま術じゆつ的な攻撃を放ってくる奴もいたが、サイラオーグさんみたいに拳で弾はじき返すこともできた。


「驚おどろいたな。その通常の禁手バランス・ブレイカーでも十分に強いなんてね」


「曹操にはまったく通じなかったけどな」


　俺の言葉にジークフリートは苦く笑しようする。


「彼はまたスペシャルだからさ。気にしないほうがいい。いまのキミでも十分すぎるほどの強者だよ」


　ジークフリートはそう賛辞を送ってくれるが……。


　作戦が始まる前、俺は先生に訊きいた。


「俺が曹操に勝つにはどうしたらいいでしょうか？」


　俺の力と神器セイクリツド・ギアのことをよく理解している先生だからこそ、訊いてみたんだ。


「……いまのおまえはある意味で曹操よりも強いさ。攻撃が当たればの話だが。……だが、まるで当たる気がしないんだろう？　そうだな……奴専用の必殺技わざでも作って初見で葬るのが一番だろうな。むろん、奴のあのバカげた技量を超こえられるだけの技ならな」


　ヴァーリですら超ちよう強敵と賞賛するあいつを倒せるだけの技……？　……おいおいおい、ただでさえバカな俺にそんなものを開発しろと!?


　……はぁ、なんで俺を狙ねらう敵って、こんなアホみたいに強い奴ばかりなんだ？　俺、少し前までただの高校生だぞ？　強ェ野郎ばっかり俺に群がってきてさ……泣ける！


「だから言ったろ？　おまえは現時点でも相当強いってな」


　バサッ……。そう言いながら俺のもとに下りてきたのは先生だった。


「サイラオーグや曹操と戦っていりゃ、このぐらいの死神じゃ束になってもおまえの相手にはならないだろうよ。ま、俺にとっても同じだ」


　自信満々にそう自分を指さす先生。


　そうですね、先生も強いっスよ！　曹操にはやられてたけど。まあ、確かに曹操は別格か。俺たちのこと、研究し尽くしているだろうし。


《死神を舐なめてもらっては困ります》


　──っ！　突とつ如じよこの駐ちゆう車しや場に響ひびき渡わたる謎なぞの声。


　不ふ穏おんな気配を感じて、そちらに視線を送れば──空間に歪ゆがみが生じて、そこから何かが現れようとしていた。


　歪みの中心から姿を現したのは、装飾がされたローブに身を包んだ……死神？　訝いぶかしげに思ったのは、フードをあげて顔を覗のぞかせていたからだ。


　顔といっても道どう化け師しが被かぶりそうな仮面をつけているけどね。鎌も先ほど戦っていた死神と比べると一層嫌いやなオーラを漂ただよわせている。刀身もドス黒い色をしていた。


　見ただけで高位の死神──ボスクラスが登場したって理解できたよ。


　先生がそいつを見てビックリしていた。


「貴様は……！」


　先生にお辞じ儀ぎをする死神。


《初めまして、堕だ天使の総そう督とく殿どの。私はハーデスさまに仕える死神の一人──プルートと申します》


「……ッ！　最上級死神のプルートか……ッ！　伝説にも残る死神を寄よ越こすなんてハーデスの骸がい骨こつオヤジもやってくれるもんだな！」


《あなた方はテロリストの首領オーフィスと結けつ託たくして、同盟勢力との連れん携けいを陰かげから崩くずそうとしました。それは万ばん死しに値あたいします。同盟を訴うつたえたあなたがこのようなことをするとは》


　なんだ、そりゃ！　そんな寝ね耳みみに水なことを言われても！


　困こん惑わくする俺だが、先生のほうはぶちギレている様子だった！


「……なるほど、今回はそういうことにするつもりか。そういう理由をでっちあげて俺たちを消す気か！　そのためにテロリストどもと戦っていた俺たちに襲いかかったと！　どこまで話が済んでるんだ!?　この道化師どもが！」


《いずれそんな理由付けもいらなくなりますが、今回はいちおうの理由を立てさせていただいただけです。──さて、私は悪魔や堕天使に後おくれを取るほど、弱くはないですよ》


「というよりもおまえら、単に俺たちに嫌がらせしたいだけだろう!?」


《ええ、そうともいいますね。死神にとって悪魔も堕天使も目め障ざわりですので》


「──ッッ！　なめてくれるもんだなッ！」


《なめてはおりません。真しん剣けんです。偽にせ者ものということになったオーフィスをいただきます》


　フッ！


　言うなり、そいつは視界から消え去り──。速いっ！　と、感じた刹せつ那な、「ギィィィンッ！」と金属音が聞こえてくる！


　先生は人工神器セイクリツド・ギアの槍やりで高位の死神の鎌を受け止めていた。先生の表情が険しくなる！


「……さっき曹操の野郎にやられたばかりで人工神器セイクリツド・ギアも回復しきってないが、出し渋しぶりは危険を伴ともなうな！　ファーブニル！　もう少し踏ふん張ってもらうぞ！」


　そう言うなり、先生は槍から黄金のオーラを発生させて、素す早ばやく鎧を装着した！


　十二枚の黒い翼つばさを展開させると、プルートとかいう死神を空中に押し上げて飛びだしていった！


　ギィィィンッ！　ギィィンッ！


　駐車場の上空で派手に剣戟を始める両者。あの死神、先生の動きについていってる！　先生よりも速いんじゃないか。漆しつ黒こくの像を残しながら高速で鎌を振ふるっている。


「先生！」


「イッセー、来るな！　こいつの相手は俺がする！」


　その言うなり、先生はプルートと空中で戦せん闘とうを継けい続ぞくしていった！


　ドゥゥン、ドゥゥンって激げき突とつするたびに宙が大きく震ふるえているよ！　それだけ両者の力量が凄すさまじい証しよう拠こだ！


「さて、キミの相手は僕じゃないとダメなんだろうね」


　今度はジークフリートだ。すでに龍りゆうの腕うでが四本生えており、自前の腕と合わせた六本の手に魔剣を握にぎっていた。禁手化バランス・ブレイクは完かん了りよう、あとは斬きりかかるのみってか！


　こいつの神器セイクリツド・ギア能力は腕の分だけの倍化だろう？　単純に四度の倍化ができるってことだ。相当な強さになるよな……。トリアイナで飛びだしていくか、それともコンボでたたき込むか……。通常の禁手バランス・ブレイカーでは、辛つらい相手なのはわかる！


　身構える俺。そこに──木場が現れた。俺の隣となりに来ると、一言告げる。


「悪いね、イッセーくん。──彼は僕がやる」


　──っ！　こいつがハッキリと敵意を向けるのは珍めずらしい。目線を真まっ直すぐとジークフリートに向けてる。


　ジークフリートは木場の登場と口上に苦笑した。


「木場祐ゆう斗とか。新しい能力を得たそうじゃないか」


「京都であなたに圧あつ倒とうされたのが個人的に許せなかったもので。赤龍帝を相手に修しゆ行ぎようを重ねたんだ」


「それはおもしろい」


　木場は手元に聖せい魔ま剣けんを新たに作りだし、ジークフリートにかまえる。相手は六本の魔剣を木場に向けていた。


　……んだよ、もう二人だけの世界ですか！　ったく、剣士ってのは剣士に惹ひかれあうって誰だれかから聞いたけど、本当だな！　はいはい、俺はここで見学してますよ！


　──っと、心中でふてくされていたら、木場が瞬しゆん時じにその場から消え去っていた。


　ギィィィンッ！


　金属音が前方から聞こえてくる！　ジークフリートが剣を動かす先に火花が生まれていた。木場が高速で動き、それをジークフリートが最小の動きで捌さばいているんだ。


　木場の姿はもはや見えない。あいつ、どんどん速くなっていくな！　『騎士ナイト』の特性をここまで引きだしている奴を俺は他ほかに見たことがない。


　でも、以前の戦いではそれほどの高速攻こう撃げきを繰くりだしてもジークフリートには届かなかった。しかもゼノヴィアと二人がかりでも無理だったんだ。


　何か秘策でもあるのか、木場……。


　心配げに見守っていた俺だが、ジークフリートの衣服に傷が生まれていた。わずかだか、木場の剣けん戟げきがジークフリートの懐ふところに届きつつあるということか！


　しかし、ジークフリートは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべるだけだった。


「なるほど。以前よりも速度と技量が上がっているね。けれど、キミの剣は僕に切っ先が触ふれる程度でしかないだろう」


　そう言うジークフリートの頰ほおに一筋の傷が生まれていた。前よりも攻撃は通じているけど、深い切り込みはまだ届かないってことかよ！


　ジークフリートの魔剣が光る！


「ノートゥング！　ディルヴィング！」


　ズォォォオンッ！


　魔剣の一本を横に薙なぐと剣戟と共に空間に大きな裂さけ目が生まれ、また他の魔剣を振り下ろせば地じ響ひびきと共に駐車場に大きなクレーターを作りだす！


　切れ味重視と破は壊かい力重視の魔剣ってことか！


「次はこれでどうかな！　バルムンク！」


　ドリル状の莫ばく大だいなオーラをまとった魔剣を木場に向けて突つきだすと、剣から放たれた禍まが々まがしい渦うず巻まきが空間を大きく削けずり取りながら襲おそいかかっていく！


　木場は得え物ものを聖剣に替かえると素早く龍りゆう騎き士し団を生みだして、騎士団の半分を盾たてにした！　強大な渦巻きのオーラに刈かり取られていき、無残にも四散していく龍騎士たち！


　残った半分がジークフリートに高速で斬りかかっていく！


「ハッ！　ダインスレイブ！」


　ジークフリートが魔剣を横に薙ぐと地面から巨きよ大だいな氷の鋭するどい柱が木場に向かって次々と発生し、龍騎士たちを貫つらぬいて凍こおらせていく！


　パキンッ！　という儚はかない音を立てて氷と共に騎士団は散っていった！　……ジークフリートの魔剣コレクションは凶きよう悪あくだ！　ちょっと振るっただけであの効果だぞ！


　うまく近づいたとしてもこのままでは木場の体力が保もたなくなる！


　そんな憂ゆう慮りよをしていた俺だが、龍騎士の残りがジークフリートに斬りかかっていった。


　ジークフリートは木場の騎士団の弱点を察したのか、龍騎士たちの剣戟を魔剣も振るわずに体たい捌さばきだけでやり過ごした。


「その新しい禁手バランス・ブレイカーの弱点は少しの手合いだけで理解できた。──キミの能力を龍騎士たちに反映できるんだね？　けれど、技術はまだ反映できていない。速度だけの騎士団では、この僕に通じるわけもない！」


　ジークフリートが最後の一体を軽く受け流そうとした──そのときだった！　その龍騎士はいままでの龍騎士とは違ちがう、軽かろやかな動きを見せて、ジークフリートの龍の腕を一本切り落とした！


　同時にジークフリートの体に異変が起きる！　大きく仰のけ反り、表情は苦痛にまみれたものとなった！　自分を斬った龍騎士に視線を配らせるジークフリート！　龍騎士は兜かぶとのマスクを外す。そこには木場の姿が！


「……バカな……ッ！　では、あちらのキミは！」


　少し離はなれた位置で騎士団に指示を飛ばしている木場だが……その姿が徐じよ々じよにぼやけていき、ついには消えていった！


　龍騎士の甲かつ冑ちゆうを身に着けているもう一人の木場は甲冑を脱ぬぎ捨てると不敵に笑む。


「あちらの僕は幻げん術じゆつですよ。魔ま力りよくで作りだしたもの。本物の僕は龍騎士の鎧よろいを身にまとい、騎士団に紛まぎれ込んであなたが油断するのを待っていたんです」


　なんてことだ！　そんなことをやっていたのか、あいつ！


「盾にしたときにまぎれたんだ。そして、あなたが僕の龍騎士団の弱点を把は握あくして、油断するのを待った。案の定、あなたは僕の能力の弱点を見つけ、油断してくれた。──相手の弱点を探さぐるのが英えい雄ゆう派の戦い方でしょうから。それを逆手に取りました」


　すげえ！　木場、おまえすげえよ！　あの土ど壇たん場ばで自分の能力の不得手を武器にしちまうなんてよ！　ジークフリートは自分の過失に憤ふん慨がいしている様子だった。だが、それ以上に驚おどろいてもいる！


「このダメージ……キミは龍殺しドラゴンスレイヤーの力を得たのか！」


　──っ！　ジークフリートの言葉に俺も驚いた！　どういうことだよ！


　木場が手に持つ聖剣を前に突きだして話す。


「ええ。──『龍殺しドラゴンスレイヤーの聖剣』、あなたの神器セイクリツド・ギアが龍──ドラゴンを冠かんする以上、例外なくこれには抗あらがえない」


「……龍殺しドラゴンスレイヤーの魔剣、聖剣は神器セイクリツド・ギアで創つくりだすのが一番困難だと言われていたんだけどね。発現してしまったのか。大した才能だ」


　マジか！　木場の奴やつ、龍殺しドラゴンスレイヤーの聖剣まで創れるようになったのかよ!?　とんでもねぇ才能だな！　つーか、俺に黙だまってそんなものを創っていたとは！　あとで説教だ！


「もともと、龍殺しドラゴンスレイヤーについてはイッセーくんが再び暴走したとき用の止める手段のひとつとしてディオドラ・アスタロト戦後すぐにアザゼル先生から打だ診しんされていたんだ。龍殺しドラゴンスレイヤーの聖剣、または魔剣をね。もちろん、龍殺しドラゴンスレイヤーの聖魔剣にもできる」


　俺を止めるための手段として、そんなものを研究していたのか。


　……まあ、もし暴走したとしても親友の龍殺しドラゴンスレイヤーにやられるのなら本ほん望もうだな。


　木場は苦く笑しようする。


「けれど、その後イッセーくんが『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』をやめて、暴走しない道を選ぼうと模も索さくしていたから、僕は龍殺しドラゴンスレイヤーの聖魔剣の修しゆ行ぎようを中断していた。でも、あなたに敗北したあと、再び発現を目指したんだ」


　木場の言葉にジークフリートは悔くやしそうに歯がみしていた。あの優やさ男おとこがこんな表情になるとはな。よほど、虚きよを突つかれたのが屈くつ辱じよくだったのだろう。


「さすがね」


　いつの間にか隣に下りてきていたリアス。そのまま言葉を続ける。


「イッセー、祐斗と毎回トレーニングしているでしょう？」


「え？　ええ、そうですけど？」


「……私はそれがすごいと思うの。あなたとそこまで付き合える祐斗の実力に感服するわ。イッセー、いまのあなたは相当な強さを持っている。全力を出し切れば、獅し子しの神滅具ロンギヌスと同化したあのサイラオーグと戦えるほどよ。そのあなたと毎回トレーニングに付き合える祐斗をどう思う？」


「生身で俺と付き合える時点であいつもバケモノですよ」


　正直な感想だ。あいつは弱点とされていた防ぼう御ぎよ力を高めることをほぼ捨てている。なぜなら、「当たらなければいい」という持論を極きわめようとしているからだ。事実、あいつは俺の攻撃を避よける方向で修行を続けている。


　当たれば俺の勝ちだ。だが、当たらなければ勝負はどうなるかわからない。


「イッセーのパワーの陰かげに隠かくれてしまうけれど、あの子も相当な手て練だれに育っているわ。私から見ればあなたと祐斗は若手悪魔を代表できるほどの実力者よ」


　自じ慢まんの眷けん属ぞくを誇ほこるようにリアスは笑んでいた。


　そういえば、先生がバアル戦後に言っていた。今後、プロのゲームに参加したとき、同じダイス・フィギュアのルールで活かつ躍やくできるのは俺じゃなく、木場だと。


　駒こま価値８の俺よりも駒価値３の木場のほうが大きく立ち回れる──と。その通りだ。ダイス競技ならば、コストの高い俺よりコストの低い木場のほうが出しやすい上に強い。


「赤龍帝との修行が僕をどこまでも高まらせてくれる。一度、彼とのトレーニングをオススメするよ。──ただし、毎回死ぬ覚かく悟ごを持って臨のぞまないといけないけどね。イッセーくんは手加減なんてしてくれないから」


　木場にそう言われ、ジークフリートは息を吐はく。


「……そうだね。それも考えよう。けれど、まずはこれらを退けてからだよ」


　奴の周囲に霧きりが発生し、そこから──死神の大群が再び姿を現す！


　あの霧はゲオルクの神器セイクリツド・ギア！　霧を通して外部から死神を召しよう喚かんしたのか！　とんでもない数の死神だ！　この駐ちゆう車しや場を再び埋うめ尽つくす勢いで霧から出現してくる！


　……二百や三百じゃきかない数だ！


「うまく鎌かまを避けきったキミたちだが、さすがにこの物量をぶつければ鎌も当たるよね」


　ジークフリートは愉ゆ快かいそうに笑んでいた。


　……質より量。あっちは何体やられても鎌が通ればそれでよしか。生命力を切り刻めば、いずれこちらは倒たおれる。俺なんて、まだ回復中だから何発耐たえられるかわかったもんじゃない！


「……あらあら、これはちょっと大変ですわね」


　空中を飛んで雷らい光こうを落としていた朱乃さんも俺たちのもとに合流してきた。俺、リアス、朱乃さん、木場で固まってかまえたものの……さーて、どう切り抜ぬくべきか。


　軽く見積もっても死神の数は千体以上。フィールド全体、駐車場もホテルの上も下も、空中も死神だらけ。先生とプルートの一いつ騎き打うちだけ別世界のように誰だれも近づかない。


　あの数に一気に斬きりかかられたら、避けようもない。必ず鎌が体に当たるだろう。


　トリアイナの『僧侶ビシヨツプ』がまだ使えれば……。ドラゴンブラスターをぶっ放せば、これだけの大群でも一いつ掃そうできそうなんだよな。しかし、あれを放てるだけのオーラが足りない。さっきの二発で思いっきりぶっ放しちゃったもんな。


　次の一手に苦く慮りよしているときだった。俺の内側から話しかける者たちがいた。


『やあ、兵ひよう藤どう一いつ誠せい。ピンチのようだね』


『それは大変だ』


『死神はとても厄やつ介かいだ』


　──この声！　まさか、歴代の先せん輩ぱい!?


　俺は目をつぶり、神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに意識を向ける。


　例の白い世界は相変わらず椅い子すとテーブルだけしかないが──とうの先輩たちはなぜかタキシードにワイングラスという紳しん士しの出いで立ちで椅子に優ゆう雅がに座っていた！


　先輩の一人がワインも入っていないグラスを揺ゆらしながら紳士的な口調で申してくる。


『ふふふ、こんなピンチを抜けだすにはあれしかないんじゃないかな？』


　……あれって、なんですか？


『そうさ！　あれしかない！』


『あれだろう！』


　口々に合意する先輩たち！　こ、この流れはまさか、『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とかまた言うじゃないでしょうね!?　危ないことを口走るのではないかと危き惧ぐする俺だが……。


　しかし、俺の意見に先輩たちは指をチッチッチッと横に振った。


『違う！』


『そう、私たちは「覇龍ジヤガーノート・ドライブ」は卒業したのだ！』


『もっと素す晴ばらしいものをキミに教えてもらったからね。──そう』


『『『『『『──乳にゆう力パワーをッ！』』』』』』


　…………。


　う、うん……？　な、何を言うとるんだぁぁぁぁぁぁっ！　このお馬ば鹿かな先輩たちはぁぁぁぁぁぁっ！


　紳士的な格好をしているから、何を言いだすかと思えば乳力とか！　それは先生が提唱したとんでもないものでして、実証された力とは違うんですよ!?


　クソ！　なんて晴れやかでいい顔してるんだよ、この先輩たちは！


　そう俺が言うものの、先輩たちは耳を傾かたむけることすらせずに白い世界の宙に映像を映しだした。そこには──見覚えのある乳ちちが！


　てか、その場景って、俺の隣となりにあるリアスのおっぱいじゃないですか!?


　先輩の一人が宙に映しだされた乳に指をさす。


『──あの乳に頼たよろうじゃないか』


『そうさ、あの乳は未来を守るおっぱいドラゴンの源みなもとなのだからね』


『私たちはキミに触ふれて、おっぱいを嗜たしなむ紳士になれた。ふふふ、悪くない気分だ』


　え!?　何を口走っているのこの方々!?　わけがわからないよ！


　すると、先輩たちが途と端たんに真しん剣けんな面おも持もちになって、真まっ直すぐに言った。


『──スイッチ姫ひめのステージを再び上げるときが来たということだ』


　──っ。俺はその一言に言葉を失った。……エロ……いやいや、えらいことになろうとしているよ！


「せ、先生っ！　大変なことになってる！」


　俺は空中で激げき闘とうを繰くり広げる先生に相談することにした。


「なんだ、バカ野や郎ろう！　こっちは死神さまと超ちよう絶ぜつバトル中だ、くそったれ！　って、この会話！　タンニーンから聞いた話と被かぶるんだが!?　まさか、あれか!?　あれなのか!?」


　死神プルートの鎌をかいくぐりながら仰ぎよう天てんしている先生に俺は言った。


「歴代の先輩たちがリアスの乳を次の段階に進めようって言ってきてるんだ！」


　それを聞いた先生は狂きよう喜き乱らん舞ぶする！


「きたぁぁぁぁぁぁっ！　よぉぉぉぉぉしっ！　いますぐつつけ！　もめ！　触さわれっ！　ふはははははははっ！　おい、英雄と死神ども！　うちのおっぱい夫ふう婦ふが噂うわさの乳力を発揮するぞ！　グレモリー眷属必勝のパターンだッ！」


　何それ!?　なんで敵を煽あおってるの!?


「…………まさか、そんな……」


　なんでジークフリートが戦せん慄りつしているの!?


『いいか、後こう輩はいよ。あの乳に向けて譲じよう渡との力を使うときがきたのだよ』


　厳格そうな先輩がそう言う。


　じょ、譲渡の力……？　ギフトをリアスの乳に使えと!?


『ああ、そうだよ。キミはあのお乳にギフトを使ったらどうなるか、ずっと疑問だったはずだよ。──それがいま解明されるんだ』


　今度はやさしそうな先輩がそう告げてくる。


　──っ！　乳にギフト……！　た、確かに俺はリアスの乳に赤龍帝の力を譲渡したらどうなるか、ずっと疑問だった。


　乳がさらに大きさを増すのか、それとも美しさが増すのか、またまた弾だん力りよくが最高の弾はずみをつけるのか、それらがとても疑問で、いつか必ず解明したかった……！


　俺にとっての最大の研究テーマといっていい……ッ！


　それをやっていいというのか……！


「あ、あの、聞いて欲しいことがあります！」


　俺はリアスの確認を取るべきだと思った。


「何？　今いま更さら何が来ても驚おどろかないわ」


　……すごい覚悟だ。尋じん常じような精神状態じゃない。どれほどの修しゆ羅ら場ばをくぐればここまで乳の要求に応こたえられる度量を得られるのか……？


　俺は生なま唾つばを飲み込んだあとに告げた。


「……そのおっぱいに赤龍帝のパワーを譲渡していいですか？」


「──っ」


　俺の告白に一いつ瞬しゆん言葉を失った様子の彼女。この光景、デジャブだ。ああ、京都のときとソックリだ！　となると──。少し考えたのちにリアスは力強く言ってくれた。


「やっぱり、わからないわ。京都でもよくわからなかったし、いまも正直理解ができない。──けれど、わかったわ！　私の胸に譲渡してみせてちょうだい！」


　──っ！　…………なんて、いい女だ……ッ！　普ふ通つうの女なら、こんな頭のおかしい状じよう況きようを拒きよ否ひするもんだぜ？　それを一発ＯＫだなんて……！　主あるじでお姉さまで俺の大好きな女性に頭が下がる思いだ！


　俺は鎧よろいのなかで号ごう泣きゆうし、籠こ手てに力を込こめた！　ああ、そうだ！　惚ほれた女がせっかくうなずいてくれたんだ！　俺が男を見せないでどうするよ！


　さあ、譲渡しよう！　ギフトだギフト！


「いくぜ、ブーステッドギア！　リアスのお乳に力を流せぇぇぇぇぇっ！」


　手の部分だけ籠手を消す。両手をわしわしとさせて、一気にそのお乳にタッチした！


　そう、リアスの乳は生の手で触ることに意味がある！


　もにゅん！　最高の感かん触しよくと弾力が俺の手に伝わってきた！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


『Transferトランスフアー!!』


「いやぁぁんっ！」


　俺の譲渡にリアスが鳴いた！　刹せつ那な──。


　パァァァァァァァ……！


　リアスのお乳が紅あかいオーラを発し始めた！


『BustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバスト!!』


　俺の宝玉から聞き覚えのない音おん声せいが鳴り響ひびく！　バストときましたか！


　そしていつものようにお乳がまばゆく輝かがやく──。


「乳が光っている！」


　それを確認したときだった。


　ビィィィィィイイイイッ！


　リアスの乳から一直線に放たれる紅い閃せん光こう！　それが俺を包み込んだ！


　やさしい光。アーシアの回復のオーラに似ている。温かい……。


　これはリアスの体のぬくもりと同じだ──。


　惚れた女のぬくもりに包まれる俺の体に変化が訪おとずれていく。


「これは──オーラが回復していく！」


　そう、先ほどのドラゴンブラスター連発で消費したオーラが回復していっていた！　全身に力も戻もどっていく！　……すごい、パワーが漲みなぎるようだ！


　この光景を見ていた先生が叫さけんだ！


「……第三フェーズだッ！　リアス！　おまえはッ！　おまえの乳は第三フェーズに入ったぞ！　乳にゆう力パワーだ！　またひとつ俺が唱える乳力の実在証明の証しよう拠こが見つかったぜ！」


　よ、よくはわからないが、これならいける！


　──ドラゴンブラスターが撃うてるぞ！


「『龍牙のウエルシユ・ブラスター・僧侶ビシヨツプ』にプロモーション！」


『Changeチエンジ Fangフアング Blastブラスト!!!!』


　俺は素す早ばやく内の駒こまを昇しよう格かくさせた！　バックパックとキャノンが形成されていく！


　それを死神の大群に照準を合わせた！


「いっけぇぇぇぇえええっ！」


　三発めのドラゴンブラスター！


　ズバァァァァァアンッ！


　砲ほう身しんから放たれる莫ばく大だいなオーラの砲ほう撃げき！　死神たちは為なす術すべもなく、俺の砲撃に包まれて消しよう滅めつしていく！


　いまので一気に死神軍団の三分の一が消えた！　しかし、再びドラゴンブラスターを撃つだけのオーラを使い果たして──。いまのおっぱいパワーでは一発分がいいところだったらしい！


　ビィィィィィィッ！


　──っ！　なんてことだ！　リアスの乳からまた紅い閃光が一直線に俺に放たれてくる！　再び俺を包み込む紅い光！　……オーラがまたまた回復していく！


『BustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバスト!!』


　紅いオーラを受けて、籠手の宝玉もテンションが上がっているようだった！


　その光景を見ていたジークフリートが叫んだ。


「マズいッ！　あの胸を放置にしておくと危険だ！　召しよう喚かんに応じる胸、赤龍帝のオーラを回復する胸、このままでは次にどうなるかわかったものではない！　真におそろしいのは二天龍でもオーフィスでもなく、リアス・グレモリーの胸かもしれない。赤龍帝とリアス・グレモリー、この二人が揃そろうと、奇き跡せきレベルの現象が何度でも発現するということか……。その中心となるのが──あの胸だ！」


　そんなことを真剣な表情で考察して叫ばなくてもいいじゃん！


「…………」


　ほら、リアスも恥はずかしそうにしているしさ！


　空中でプルートと戦う先生も叫んだ。


「さしずめ、『紅髪のクリムゾン・魔乳姫バスト・プリンセス』と言うべきか！　一言で表すなら、『おっぱいビーム』！　または『おっぱいバッテリー』か！　とんでもないバカップルだな、おまえら！」


「うるせぇぇぇよっ！　いいから黙だまって戦っててくださいよ、バカ総そう督とく！」


　変な名めい称しようとか付けないでください！　あんたが言うとだいたい定着しちゃうんだよ！


「……そっか、私、ついに『ビーム』で『バッテリー』なのね」


　リアスも諦あきらめムード!?　いやいや、だいじょうぶ！　俺が守るから！　って、一番説得力ないか！


「あの二人を止めるんだッ！」


　そう叫ぶジークフリートだが、俺たちはかまうことなくドラゴンブラスターを掃そう射しやして死神を一気に吹ふっ飛ばしていく！　オーラが尽つきたら乳の光でチャージさせていった！


『BustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバスト!!』


　胸から紅い閃光を放ちながら、リアスが言う。


「イッセー……、私、なんだか、もういろいろと諦めたわ」


「──ッ！　ど、どういうことですか？」


　彼女は首を横に振ふりながら悟さとった表情で続けた。


「いえ、新たな決意表明をしたほうがいいわね。──私はあなたが強くなるのなら、この胸を赤龍帝の強化オプションにしてもいいわ」


「そ、そんな……俺はあなたのこと、そんな風に思ったことなんて……ッ！」


　あるけど！　ないってことにしておいてください！


　リアスは微び笑しようし、うなずいた。うなずかないで！　心が痛みます！


「ええ、わかってる。──でも、私の胸はそれを選んでしまった。ふふふ、きっとあなたを助けたい私の心中を察して何かが起こってしまったのかもしれないわね」


　そのとき、俺の視界に信じられない光景が映り込む！


　──リアスのおっぱいのサイズが小さくなっているっっ！


「あ、ああああああああっ！　む、胸が！　おっぱいが縮んでいく!?」


　俺は涙なみだを流して泣き叫んだ！　俺のおっぱい！　俺の大好きなおっぱい！　俺の初めてのおっぱい！　俺だけがもめるおっぱい！　俺の人生最高のおっぱいがっっ！


　──最高のおっぱいが縮んでいる！　しぼんでいく！


「イッセーにオーラを送ると同時にサイズが落ちていくのかしら……？　けれど、まだこのサイズならオーラは送れる！」


　俺は号泣しながら首を横に振った！


「やめてください！　このままじゃ、そのおっぱいがッ！　俺の大好きなおっぱいが無くなってしまう！」


「一時的なものかもしれないわ。一晩眠ねむればきっと元のサイズに戻っているはずよ！」


「それでも俺はあなたのおっぱいが縮んでいく姿なんて見たくないッ！　そこまでするぐらいなら俺は……ッ！」




[image: ]


　俺は死を選ぶ！　大好きなあなたの胸を消してまで俺は生きたくはない！


　リアスは泣きながら笑え顔がおを作っていた。


「ありがとう、イッセー。でもね、これでいいのよ！　私にとって、あなたと一いつ緒しよに戦えることがうれしいことなのだから──。愛しているわ、イッセー！」


　ぶわっ。俺は鎧のなかで男泣きをした！……なんて、いい女だ！　俺が惚れた女！　最高の女じゃないか！　俺は──リアスが好きで良かった！


　大声で愛する女の名を叫んだ！


「俺も愛してます、リアスッ！　リアスリアスリアスッ！」


　俺の愛の叫びを聞き、リアスも涙声で叫んだ！


「どこまでも一緒よ、イッセー！　イッセーイッセーイッセー！」


『BustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバスト!!』


　ギュオォォォォォォンッ！


　送られてくるオーラの質量が上がった！　やれる！　俺たちならやれる！


　なあ、そうだよな、ドライグ！


『……うへへへ、おっぱい、たのちーなぁ』


　──っ！　ついにドライグの精神が耐たえきれずに──。


「ドライグゥゥゥゥゥゥゥッ！　うおおおおおおおおおおおおおおっ！　俺はッ！　おっぱいドラゴンはッ！　スイッチ姫ひめの乳力と赤龍帝の力でてめえらテロリストを吹っ飛ばしてやるぜェェェェェェッ！　ドライグの仇かたきだぁぁぁぁぁっ！」


　放たれるドラゴンブラスター！　吹っ飛ぶ死神と風景！　チャージされる乳力！　繰くり返される破は壊かいと再生！　回り続ける運命と歯車！


『BustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバストBustバスト!!』


　ドガァァァァァンッ！


　このフィールドは俺たちの放つ愛のドラゴンブラスター連射によって、崩ほう壊かいしつつあった！


「止めろォォォォォッ！　あの乳ちち龍りゆう帝ていとスイッチ姫を止めるんだァァァァァッ！　このままじゃ本当に乳のパワーで構成員が全滅するッ！」


　ジークフリートが必死にそう死神たちに作戦を指示するが──。


「おまえら、全力でバカップルを救えッ！　そいつらが俺たちの要かなめだッ！」


　先生もグレモリー眷けん属ぞくに指示を送った！


「あの二人の邪じや魔まはさせないよ。せっかく盛り上がっているのだから、邪魔したら悪いだろう？」


「うふふ、うらやましいわ、リアス。私もあとでイッセーくんに甘えちゃおうかしら。二人の仲が燃え上がるたびに浮うわ気き心ごころもさらに燃えるわね」


　木場も朱乃さんも俺たちを守ってくれていた！


　──俺たちの愛の砲撃はその後も続いた。








　ぺんぺん草も生えないほどに荒こう廃はいしたフィールド。


　そう、俺とリアスの愛のパワーはついに死神の大群すら退け、残るはジークフリート、ゲオルク、プルートのみとなっていた。だが、その犠ぎ牲せいはあまりに大きかった……。


　──リアスの乳はすでにぺったんこだ。


　乳力を俺に送り続けた結果、彼女のお乳は消しよう耗もうされつくし、あの豊満で素す晴ばらしいおっぱいは見る影かげもなかった。


　休めばいずれもとに戻るとはいえ、それでもその姿はあまりに哀かなしく、俺にとって耐えがたいものだった。これじゃ、小猫ちゃんと変わらないじゃないか……！


　小猫ちゃんとリアスの胸むな元もとを交こう互ごに見比べて、俺は号ごう泣きゆうしていた。


　ゴンッ！


　ホテルの三十階にある後衛の部屋から俺の頭部目め掛がけて何かを投げ飛ばしてくる小猫ちゃん。俺は何も言わなかったが、視線だけで何かを感じたのだろう。


　プルートと距きよ離りを取った先生は俺たちのもとに降り立った。同様にプルートもあちら側に降り立つ。


「さて、ジークフリート、ゲオルク、チェックメイトだな」


　光の槍やりの切っ先を奴やつらに向ける先生。


「……相変わらずバカげた攻こう撃げき力だな、赤龍帝」


　そう言いながら、肩かたで息をするゲオルク。


　駐ちゆう車しや場の装置はいまだ健在。小規模で強固な防ぼう御ぎよ結界をゲオルクが作りだしており、ドラゴンブラスターの連発でも消し飛ばすことはできなかった。──が、ゲオルクも守備に全力を費やしていたせいか、息切れしていた。装置を覆おおう結界も歪ゆがみだしていた。


　いくら相手が上位神滅具ロンギヌスの所有者だろうと限界はある！──あと少しで詰つめるぞ！


　さすがのジークフリートも苦く渋じゆうに満ちた表情を浮うかべるが──そのときだった。


　バチッ！　バジッ！


　この空間に快音が鳴り響ひびく。この音は聞き覚えがあるぞ。空間に穴が空くときによく聞こえてくる音だ。見上げれば、この空間に再び歪みが生じ、穴が空きつつあった！


　俺たちへの新たな敵の参上かと思ったが、ジークフリートたちも訝いぶかしげな表情を浮かべていた。……想定外の乱入者ということか？


　次元に穴を空けて侵しん入にゆうしてきたのは軽鎧ライト・アーマーにマントという出いで立ちの男性が一人──。


　その姿に見覚えがあった！　そう、たった一度だけだが、俺の記き憶おくには残っている！


　そいつは俺たちとジークフリートたちの間に降り立つ。


「久しいな、赤龍帝。──それとヴァーリ」


　俺を睨ねめつけ、後衛──ホテル上階の窓まど際ぎわにいるヴァーリも睨めつけていた。


　先生が目を細める。


「シャルバ……ベルゼブブ。旧魔王派のトップか」


　そう、こいつはディオドラのときに俺たちのもとに現れた旧魔王ベルゼブブの子孫とかいうやつだ！　ディオドラ・アスタロトを陰で操あやつった張本人！


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』と化した俺にやられたはずじゃ……？


　ジークフリートが一歩前に出る。


「……シャルバ、報告は受けていたけど、まさか、本当に独断で動いているとはね」


「やあ、ジークフリート。貴公らには世話になった。礼を言おう。おかげで傷も癒いえた。……オーフィスの『蛇へび』を失い、多少パワーダウンしてしまったがね」


「それで、ここに来た理由は？」


「なーに、宣戦布告をと思ってね」


　大だい胆たん不ふ敵てきにそう言うシャルバ。……何を企たくらんでやがる？


　シャルバが醜しゆう悪あくな笑みを浮かべマントを翻ひるがえすと──そこから一人の少年が姿を現す。見た感じでは、瞳ひとみが陰かげり、操られている様子だった。


　俺はその少年をどこかで見た記憶があった。


　あー！　京都でアンチモンスターを生みだした、神滅具ロンギヌス『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の子だ！


　英えい雄ゆう派所属だったはずなのに、どうして旧魔王派のシャルバ・ベルゼブブと一緒にいるんだ？


　──と、その少年を見てジークフリートとゲオルクが驚きよう愕がくしていた。


「……レオナルド！」


「シャルバ、その子をなぜここに連れてきている？　いや、なぜ貴様と一緒にいるのだ!?　レオナルドは別作戦に当たっていたはずだ！　連れ出してきたのか!?」


　面食らっている二人にシャルバは大胆不敵に言った。


「少しばかり協力してもらおうと思ったのだよ。──こんな風にね！」


　ブゥゥゥンッ！


　シャルバが手元に禍まが々まがしいオーラの小型魔ま方ほう陣じんを展開させると──レオナルドと呼ばれた少年の体にそれを近づける。魔方陣の悪魔文字が高速で動く！　途と端たんに少年が叫さけんだ！


「うわぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああっ！」


　絶ぜつ叫きようを張り上げて、苦く悶もんの表情を浮かべる！


　それと同時に彼の影が広がっていき、フィールド全体を覆うほどの規模となっていく！


　……シャルバの野や郎ろう、何をしでかす気だ!?


　その場で空中に浮き始めたシャルバが哄こう笑しようをあげる。


「ふはははははははっ！　『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』とはとても素晴らしく、理想的な能力だ！　しかも彼はアンチモンスターを作るのに特化していると言うではないか！　英雄派の行動を調べ、人間界で別働隊と共に動いていた彼を拉ら致ちしてきたのだよ！　別働隊の英雄派構成員に多少抵てい抗こうされたので殺してしまったがね！　それでは作ってもらおうか！　現悪魔どもを滅ほろぼせるだけの怪かい物ぶつをッ！」


　ズオォォォォォォ……。


　少年の影から何かが生みだされていく。影を大きく波立たせて、巨きよ大だいなものが頭部から姿を現していく！


　……規格外の頭部！　デカすぎる胴どう体たい！　太すぎる腕うで！　それらを支える圧あつ倒とう的な脚あし！


　フィールドを埋うめ尽つくすほどに広がった少年の影から生みだされたのは──。


『ゴガァァァァァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！』


　鼓こ膜まくが張り裂さけそうなほどの声量で咆ほう哮こうを上げる──超ちよう巨大なモンスターだった！


　……デカい！　グレートレッドより頭二つ分ぐらいデカい！


　二百メートル近くはあるバケモノだ！　とんでもない巨大生命体が生みだされちまった！　先生が『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』は所有者の力量しだいでどんな魔ま獣じゆうでも生みだせるとは言っていたけど、本当にこんな怪物まで創れてしまうんだな！


　さらにそれよりサイズが一回り小さい巨大モンスターも何体も少年の影から生みだされていく！──百メートルを超こえるモンスターどもを何体も創りあげやがった！


　ブゥゥゥゥンッ！


　その規格外の怪物たちの足あし下もとに巨大な魔方陣が出現した！　あれは転移型の魔方陣だ！


　シャルバが哄笑しながら叫ぶ。


「フハハハハハハッ！　いまからこの魔獣たちを冥めい界かいに転移させて、暴れてもらう予定なのだよ！　これだけの規模のアンチモンスターだ、さぞかし冥界の悪魔を滅ぼしてくれるだろう！」


　魔方陣が輝かがやき、その超巨大モンスターたちが転移の光に包まれていく！


　マズい！　このままだとあのモンスターどもは冥界に転移して、大暴れしちまう！


　なんとかここで食い止めないと！


「とめろォォォォッ！」


　先生の指示のもと、俺たちは巨大モンスターたちに攻撃を放つが──。俺たちの攻撃ではびくともしない！　なんて頑がん強きような奴らだよッ！　表面を多少消し飛ばすぐらいのダメージしか与あたえられない！　攻撃も虚むなしく、巨大なモンスターたちはすべて転移型魔方陣の光のなかに消えていってしまった！　怪物たちが消えた途端──。


　グオォォォォォォオン……。


　このフィールドも不ふ穏おんな音を立て始めた。よく見れば、白い空に断だん裂れつが生まれ、ホテルなどの建造物も崩壊していった！


　……強制的な怪物の誕生と転移でこのフィールドが保もたなくなってきているんだ！


　ゲオルクがジークフリートに叫ぶ。


「装置がもう保たん！　シャルバめ、所有者のキャパシティを超える無理な能力発現をさせたのか！」


「……仕方ない、頃ころ合あいかな。レオナルドを回収して一いつ旦たん退ひこうか。プルート、あなたも──」


　ジークフリートはそこまで言いかけて、すでに姿をくらましていた死神に気づいた。


　あの死神、いつの間にかに消えてやがった！


　それを知り、ジークフリートは何かを得心したかのようだった。


「……そうか、シャルバに陰かげで協力したのは……。あの骸がい骨こつ神の考えそうなことだよ。嫌いやがらせのためなら、手段を選ばずというわけだね。魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカーの強制的な禁手バランス・ブレイカーの方法もシャルバに教えたのか……？　あんな一いつ瞬しゆんだけの雑な禁手バランス・ブレイカーだなんてどれほどの犠牲と悪あく影えい響きようが出るかわかったものではない。僕たちはゆっくりとレオナルドの力を高めようとしていたのにね……。これでは、この子は……」


　それだけ漏もらして、ジークフリートとゲオルクは気絶した『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の少年を回収していく。そのままこのフィールドから霧きりと共に消えていった。


　ったく、野郎ども！　逃にげるときはソッコーだな！


　ドォォォンッ！　ドォォォンッ！


　今度はホテルのほうから爆ばく音おんが鳴り響いてきた！　なんだなんだ！　忙いそがしすぎだろう！


　見上げれば、シャルバが後衛のメンバーに魔力の攻撃を加えているところだった！


「どうしたどうした！　ヴァーリィィィィィィッ！　ご自じ慢まんの魔力と！　白はく龍りゆう皇こうの力は！　どうしたというのだァァァァァッ！　フハハハハハハッ！　所しよ詮せん、人と混じった雑種ふぜいが、真の魔王に勝てる道理がないッ！」


　シャルバが──ヴァーリを攻撃していた！　いまのヴァーリでは、あのシャルバに対たい抗こうできるとは思えない！　防御の魔方陣を展開させ、防戦一方のヴァーリ。状態も芳かんばしくない様子だった。


「……他者の力を借りてまで魔ま王おうを語るおまえには言われたくはない」


　それでもヴァーリはシャルバを言葉で切り捨てる！


「フハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！　最後に勝てばいいのだよ！　さて、私が欲ほしいのはまだあるのだ！」


　オーフィスのほうに手を突つきだすシャルバ！　オーフィスの体に悪魔文字を表現した螺ら旋せん状の魔力が浮かび、縄なわのように絡からみついた。


　──オーフィスを捕とらえやがった！


「ほう！　情報通りだ！　いまのオーフィスは力が不安定であり、いまの私でも捕らえやすいと！　このオーフィスは真なる魔王の協力者への土産みやげだ！　パワーダウンした私に再び『蛇』も与えてもらおうか！　いただいていくぞ！」


「させるかよッ！」


『JETジエツト!』


　俺はドラゴンの翼つばさを広げて、一気にシャルバへと詰め寄る！


　奴は醜悪な笑えみを浮かべて言い放った。


「呪のろいだ！　これは呪いなのだ！　私自身が毒となって、冥界を覆い尽くしてやる……ッ！　私を拒きよ絶ぜつした悪魔なぞ！　冥界なぞ、もはや用なしだっ！　もうどうでもいいのだよッ！　そう、冥界の覇は権けんも支配もすでにどうでもいい！　フハハハハハッ！　このシャルバ・ベルゼブブ、最後の力を持って、魔獣たちと共にこの冥界を滅ぼす！」


　狂きよう喜きに包まれた表情のシャルバ！　こいつ、もうまともな目をしていない。完全にイカレてやがる！　奴やつは俺に指を突きつけてきた！


「……そうだな、貴き殿でんが大切にしている冥界の子供も我が呪い──魔獣どもによって全ぜん滅めつだよ、赤龍帝！　我が呪いを浴びて苦しめ！　もがけ！　血ち反へ吐どを吐はきながら、のたうちまわって絶息しろッ！　フハハハハハッ！　傑けつ作さくだな！　下級、中級の低てい俗ぞくな悪魔の子供をはじめ、上級悪魔のエリートの子息子女まで平等に悶もん死ししていく！　ほら！　これがおまえたちの宣のたまう『差別のない冥界』なのだろう？　フハハハハハッ！」


　……なんてゲス野郎だ……ッ！　もはや、復ふく讐しゆうのことしか頭にないんだ！　自分を認めなかった冥界に、未練も誇ほこりもなくなった！　だからって、子供たちにまで牙きばをむくことはないじゃないか！


　そうこうしているうちにもフィールドの崩ほう壊かいは進んでいく！　ついに壁かべに複数の穴が空き、このフィールドの瓦が礫れきを吸い込みだした！


　ホテルの室内にいる黒歌が叫ぶ！


「もう、このフィールドは限界にゃん！　いまなら転移も可能だろうから、魔方陣を展開するわ！　それで皆みんなでここからおさらばするよ！」


　魔方陣を展開する黒歌のもとにグレモリー眷けん属ぞくたちが集結する。シャルバの攻こう撃げきで傷を負ったヴァーリをアーシアが癒いやしていた。


「フハハハハハハッ！」


　いまだ哄笑を上げるシャルバ。その近くには捕らえられたままのオーフィス。


　俺はそれを見て──、ふたつの思いに駆かられていた。


「イッセー！　転移するわ！　早くこちらにいらっしゃい！」


　リアスが俺にそう告げてくる。けど俺は──。そちらには行かなかった。


「……イッセー？」


　怪け訝げんに思っているであろうリアス、メンバーに俺は笑顔で告げた。


「俺、オーフィスを救います。ついでにあのシャルバもぶっ倒たおします」


『──っ！』


　俺の告白に全員が度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。


「僕も戦うよ！」


「一人だけ格好つけても仕方ないのよ!?」


　木場、朱乃さんがそう言ってくれるが俺は頭かぶりを振ふる。


「いや、俺だけで十分だ。皆はあの魔獣どもの脅きよう威いを冥界に伝えてくれよ。どちらにしてもフィールドはもう保もたないだろう？　俺ならこの鎧よろいを着込んでいればフィールドが壊こわれても少しの間、次元の狭はざ間まで活動できるはずだ。ヴァーリもそうやって次元の狭間で活動していた頃ころがあるんだろうから。……いま、シャルバを見み逃のがすことも、オーフィスを何者かの手に渡わたすこともできません」


　これは俺にしかできないことだと思うんだ。先生の疑ぎ似じ禁手バランス・ブレイカーももう限界だろう。ここでシャルバを撃うたなければ犠ぎ牲せいが増えるに決まってる！　あいつは、冥界の子供たちを手にかけると言ったんだ！　それだけは……それだけは絶対に許しちゃいけない！


「もう限界にゃん！　いま飛ばないと転移できなくなるわ！」


　黒歌がそう叫ぶ！


「兵藤一誠」


　先生に肩かたを貸してもらっているヴァーリ。辛つらそうだ。先ほどのシャルバの攻撃も体に響ひびいたんだろう。


「ヴァーリ！　おまえの分もシャルバに返してくる！」


　それを聞いてヴァーリは口の端はしを笑ましていた。


「イッセー！　あとで龍門ドラゴン・ゲートを開き、おまえとオーフィスを召しよう喚かんするつもりだ！　それでいいんだな？」


　先生の提案に俺はうなずいた。そのときはよろしくお願いします、先生！


　俺はドラゴンの翼を展開させると、背中のブーストの火を噴ふかした！


「イッセーッ！」


　──最愛のヒトの声。振り向けばそこにはリアスがいた。


「必ず私のところに戻もどってきなさい」


「ええ、必ず戻ります！」


　俺はそれだけ告げて、シャルバのほうへ突っ込んでいった。同時に転移の光がいっそう膨ふくらんで弾はじけていった。皆の転移は成功のようだ。


　──シャルバをぶっ飛ばし、オーフィスを連れて、必ずリアスのもとに戻る！





　　　　─○●○─





　ホテル上空で哄こう笑しようするシャルバの眼前に俺はたどり着く。……フィールドの崩壊もいっそう激しくなってきたな。もうフィールドの半分以上が消失してるぞ。


　俺を視界に映すと奴は途と端たんに不快そうな顔となる。


「ヴァーリならともかく、貴殿のような天てん龍りゆうの出で来き損そこないごときに追撃されるとはな……ッ！　どこまでもドラゴンは私をバカにしてくれる……ッ！」


　はいはい、そうかよ。どれだけ他者を見下しているんだ、こいつは。


「私を追撃するのは何が目的だ!?　貴殿も真なる魔王の血筋を蔑ないがしろにするのか!?　それともオーフィスに取り入ることで力を求めるのか!?　天龍の貴様のことだ、腹の底では冥めい界かいと人間界の覇権を狙ねらっているのだろう!?」


　……こいつの考えることは血筋だとか、覇権だとか、そんなことばっかりなのかね。


　俺は息を吐いて言う。


「難しいことを並べられても俺にはまったくわからん。オーフィスもどうしたらいいかわからないし、覇権がどうたらなんてのも興味ねぇ。──ただな」


　指を突きつけて物申す。


「あんた、さっき悪魔の子供たちを殺すって言っただろう？　それはダメだろ」


　俺の言い分に奴は嘲あざ笑わらう。


「それがどうした！　当然なのだよ！　偽いつわりの魔王が統治する冥界で育つ悪魔など、害虫以下の存在に過ぎない！　成熟したところで真なる魔王である私を敬うこともないだろう！　そんな悪魔どもは滅ほろんだほうがいいに決まっているのだ！　だから、あの巨きよ大だいな魔ま獣じゆうでゼロに戻す！　あの魔獣どもは魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカーの外げ法ほうによって創つくられた悪あつ鬼きのごときアンチモンスターなのだ！　圧あつ倒とう的な破は壊かいをもたらしてくれるであろう！　穢けがれのない冥界が破壊によって蘇よみがえるッ！　それこそが冥界なのだよっ！」


　……ダメだ、こりゃ。サーゼクスさまってやっぱり最高の魔王さまだったんだって、改めて痛感する思いだよ。


「……あんたの妄もう想そうはやっぱりよくわからねぇや。──けど、悪魔の子供を殺そうとしているんだろう？」


　それだけは許しておくわけにはいかない！　俺の脳のう裏りに笑顔の子供たちが浮うかんでいく。ああ、安心してくれ。俺がキミたちを守る！　あの笑顔を守りきるんだッ！


　俺は内部のオーラを全面に弾けさせて言ってやった！


「じゃあ、ぶっ倒さなきゃなっ！　俺、子供たちのヒーローやってるからよッ！　あんたみてぇな子供の敵は絶対に許しておくわけにはいかないんだよッッ！　俺は『おっぱいドラゴン』だからなッッ！」


　俺の物言いを聞き、シャルバの笑みが止まる。


「──っ。……貴殿からのプレッシャーが跳はね上がった。わからん理り屈くつで動く天龍だ。まあ、いいだろう！　ならば我が呪いを一身に浴び、この狭はざ間まで果てろ、赤い龍りゆうッッ！」


「それはてめえだ、三流悪魔がッッ！」


　俺は──内の駒こまを紅あかく紅く爆ばく発はつさせた！


『真紅のカーデイナル・クリムゾン赫龍帝・プロモーシヨン』──。俺の好敵手、サイラオーグさんが命名してくれた真の『女王クイーン』！


「──我、目覚めるは王の真理を天に掲かかげし、赤龍帝なり！」


　歴代先せん輩ぱいたちの声も聞こえてくる！


『いこう！　兵藤一誠！』


『ああ、そうだ！　未来を──我らは皆の未来を守る赤龍帝なのだ！』


『紅き王道を掲げるときだッ！』


「無限の希望と不滅の夢を抱いだいて、王道を往ゆく！　我、紅き龍の帝てい王おうと成りて──」


　これが新しい呪じゆ文もん！　『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』とは違ちがう、俺の王道への宣言！





「「「「「汝なんじを真しん紅くに光り輝かがやく天道へ導こう──ッ！」」」」」





『Cardinalカーデイナル Crimsonクリムゾン Fullフル Driveドライブ!!!!』


　俺の体を紅いオーラが包み込み、鎧を紅く染めていく！


「──ッ！　紅い……鎧だと!?　なんだ、その変化は!?　紅……ッ！　あの紅色の髪かみを持つ偽りの男を思いだす忌いま々いましい色だッ！」


　そう吐き捨すてるシャルバ！　俺にとっちゃ最高の色なんだよ、『紅』ってのはな！


　鎧の形状も多少変わり、それと同時にパワーがあふれ出していく！　体を包み込むこの強大な赤龍帝のパワーは本物だ！　まだ成長中だが、この場では十分だろう！


　──俺はこれでてめえをぶっ倒す！


　シャルバがこちらに向けて手を突つきだしてくる！　空間が歪ゆがみ、そこから大量の羽虫──いや、蠅はえらしきものが出現していく。周囲一帯が蠅の群れに埋うめ尽つくされた。


「真なるベルゼブブの力を見せてくれようッ！」


　吼ほえるシャルバは、大量の蠅を操あやつり、幾いく重えもの円えん陣じんを組ませてそこから極大の魔ま力りよくの波動を無数に撃ちだしてきた！


『Starスター Sonicソニツク Boosterブースター!!!!』


　俺はそれらを瞬しゆん時じに躱かわしていき、一気に距きよ離りを詰つめて腹部に一撃放ほうり込んでやった！


『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』


　右みぎ腕うでを紅いオーラが覆おおい、ぶっとい拳こぶしを形成する！　肘ひじの撃げき鉄てつを打ち鳴らして、思いっきりボディブローを決めてやった！


　ドゴッ！


　俺の拳が奴の腹部に深く深く食い込んでいく！


「ぐはっ！」


　たまらずに血を吐きだすシャルバ！


「この、下級ごときがぁぁぁぁぁぁっ！」


　シャルバは幾重にも魔ま方ほう陣じんを展開して、そこからロスヴァイセさんのように各属性のフルバーストをぶっ放してくる！　ただし、一発一発がバカげるほどに極ごく太ぶとだった！


　俺はそれを逃にげずに真っ正面から立ち向かっていった！


　こんなもの……ッ！　こんなものを避よけるまでもあるかよ……ッ！


　奴やつの放った魔力を拳で打ち落としていき、神速で再び距離を詰めた！


　肉にく薄はくする位置で俺はもう一発、こいつに拳を放り込む！


『Solidソリツド Impactインパクト Boosterブースター!!!!』


　グゴンッ！


　顔面に巨大な拳がぶち当たる！


　真っ正面からのパンチを受けて、シャルバは顔中から血を垂れ流した。


　……俺はそれを受けて、一言つまらなそうに漏もらした。


「こんなもんか」


　それを聞いて、シャルバのこめかみに青筋が幾重にも浮かび上がった。


「……なんだと……？」


　憤ふん怒ぬの形相となった奴に俺はかまわずに言ってやる。


「魔王っていうから、サーゼクスさまやヴァーリみたいな強さがあるのかと思った。二人と戦ったことのある俺だから、『ルシファー』──魔王って強さがよくわかる。けど、あんたからはあれほどの重圧は感じない」


　顔を引きつらせて高笑いするシャルバ。


「言ってくれるものだな……ッ！　穢けがれたドラゴンごときが……ッ！　塵ちり芥あくたと同義である元人間の分際で真の魔王を愚ぐ弄ろうするとはな……ッ！」


「俺は二天龍の『赤い龍』──赤龍帝ッ！　あんたみたいなまがい物の魔王なんかにやられはしねぇッ！」


「ほざけッ！　腐くされドラゴンめがァァァァッッ！」


　あいつが魔力を放てば俺はそれを叩たたき落とし、俺が拳を放り込めば奴は大きく仰のけ反る！　不気味なオーラを漂ただよわせる蠅の群れもドラゴンショットで撃ち消していく！


　圧倒的なまでに俺のほうが優勢だった。


　……こんなもんか。こんなものなのかよ！


　冥界を語った男たち。サーゼクスさまもサイラオーグさんもこんなの喰くらっても平気だったぜ!?　サイラオーグさんはな！　俺のパンチを受けても何度も何度も立ち上がって、夢のために前に進んできたんだ！


　おまえはどうなんだよ!?　俺のパンチを受けてもただただ仰け反るだけじゃねぇか！


　ギラギラしたものを瞳ひとみに一いつ切さい浮かべていないじゃないか！


「シャルバ、あんたには莫ばく大だいな才能と魔力があるんだろうさ。俺よりも強大なものを持って生まれてきた」


「そうだ！　私は選ばれた悪魔なのだよ！　魔王だ！　真の魔王だ！」


「でも、ダメだ。あんたの攻こう撃げきは、己おのれの拳だけで、己の肉体だけで向かってきた漢おとこに比べたらカトンボ以下だ！　そんな攻撃じゃ、俺を倒たおせやしねぇんだよォォォッ！」


　ドゴンッ！


　何度めのボディブローだろうか。今度は決まったと思うほどの手て応ごたえを感じさせてくれた。事実、シャルバの表情はかつてないほどに苦く悶もんに満ちていた。


『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』無しでも俺はこいつを倒せる！　何が真の魔王だ！　何が冥界をゼロに戻す、だ！　俺が出会い、戦ってきた冥界の男たちはこいつほど甘くはなかった！　皆みな、誰だれよりも強くて厳しかった！


「クソ天龍が！　これならどうだァァァァッ！」


　シャルバが血をまき散らしながら手元から魔方陣を展開させた。そこから発生したのは──一本の矢だった！


　ビュッ！　高速で俺に飛来し、鎧よろいを貫かん通つうさせて右腕に突き刺ささった。


　このぐらいで……。俺はその矢を引き抜ぬこうとしたのだが──途と端たんに激痛に襲おそわれる！


　……腕を通して、全身に言い難がたい苦痛が広がっていく……！


　同時に力も抜けていくようだった！　手が震ふるえていく……。なんだ……これ……？


　それを見たシャルバが笑う。


「フハハハッハハハハッ！　苦しいであろう！　辛つらいであろう！　当然だ！　その矢の先せん端たんにはサマエルの血が塗ぬり込んである！　ハーデスから借り受けたものだ！　いざというときのヴァーリ対策用に持っていたのだが……まさかゴミのような貴き殿でんに使うことになろうとはな……。まあいい。これで形勢逆転だ。ヴァーリのように魔力が高ければ多少は耐たい性せいがあるのだろうが……魔力の素養が無さそうな貴殿では、すぐに死ぬぞ」


　……なるほど、サマエルの血。これが龍喰者ドラゴン・イーターの毒、呪のろいか。てか、ハーデスと手を組んでたのかよ、おまえ。……そうなると、あの死神がこいつを手引きした……？


　プルートが先に逃げた理由もその辺にありそうだ。英えい雄ゆう派と旧魔王派の間で奴らは何を企たくらんでいる？　同士討うちか？　先生とジークフリートは嫌いやがらせだと言っていたが……。


　……つーか、すんげえ、痛い。そういや、俺って龍殺しドラゴンスレイヤーを受けるのは初めてか。……へへへ、気が遠くなりそうなほどだ。全身を痛み、寒気、震えが走って仕方ない。


『こちらにまで響ひびいてきたぞ、相棒。意識が時々途と切ぎれそうになるほどの力だ……』


　魂たましいのみのドライグにもサマエルの呪いが届いているようだった。


　ゴフッ。……口から血も出てきやがった。……聖せい槍そうの痛みとはまた違うもんだな。


　けど、聖槍の一発を受けているから、この痛みにはギリギリ耐たえられそうだ。激痛慣れってのもどうかと思うけどな。死線ばかりならアリか。


　まあ、とりあえず、目の前のこいつをぶっ倒さないとなッ！


　俺はドラゴンの両りよう翼よくを広げて、シャルバに向かって飛びだしていく！


　それを見て奴は仰ぎよう天てんしていた。


「呪いを受けているはずだ！　なぜに動く!?　なぜに恐きよう怖ふしない!?　死が怖こわくないというのか!?」


　うるせぇな！　怖いに決まってんだろう！　だがな、おまえを生かしておくともっと怖いことが起こりそうなんだよ！　だから、まずはおまえをぶっ倒す！


『BoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブーストBoostブースト!!』


　ゴッ！　ドゴッ！　ガンッ！


　拳と蹴けりの乱打！　俺は思いつく限りの体術コンボを奴にたたき込んでやった！


　俺の攻撃を受けてシャルバはホテルの屋上に落下し、這はいつくばった。


「バカな……ッ！　私は真の魔王だぞ!?　人間やハーデスに助けを求めてまで、屈くつ辱じよくを、恥ち辱じよくに塗まみれながらも復ふく讐しゆうを遂とげようと……ッ！　吐はき気を催もよおすような英雄派の実験にまで付き合ったというのに……ッ！　なぜ貴様やヴァーリのような天龍が立ちふさがるのだ!?　大した理念も理想もない低てい俗ぞくなドラゴン風ふ情ぜいが！　なぜに私のような高みに臨む存在を蔑ないがしろにしようする!?　理解不能！　理解不能だァァァァッ！」


　捕とらえられたままのオーフィスのもとにたどり着くと、奴は懇こん願がんする。


「オーフィス！　オーフィスよ！　あの『蛇へび』をもう一度私にくれ！　そうすれば再び私は前魔王クラス以上の力を得られる！　この者を倒すにはあの『蛇』が必要なのだ！」


「いまの我、不安定。力を増大させるタイプの『蛇』、作れない」


　オーフィスの告白にシャルバは絶望しきった表情となっていた。……『蛇』を得るのが前提の冥めい界かい支配なんてさ……。そんなのやっぱりおかしい。


　俺はそいつの眼前に降り立つ。震えながら俺を見上げるシャルバ。


　正面から言ってやったッ！


「あんたは子供たちから笑え顔がおを奪うばおうとした──。ぶっ倒される理由はそれだけで十分だろッ！　俺はな！　俺はッ！　子供たちのヒーローやってる、『おっぱいドラゴン』なんだよッ！　あの子たちの未来を奪おうとするなら、ここで俺が消し飛ばすッ！」


　翼つばさからキャノンを展開させて、魔力の砲ほう撃げきの準備をする！


　静かな鳴動と確かなオーラの脈動。砲身に強大な力がチャージされていく。


　シャルバが翼を広げて、空に逃げようとしたが──。逃がすわけねぇだろ！


　あんなバカげた理想を聞いて、てめえを逃がすほど、俺はお人ひと好よしじゃないんだよっ！


「吹ふき飛べェェッ！　クリムゾンブラスタァァァァァァァアアアアアアアアアアッ！」


『Fangフアング Blastブラスト Boosterブースター!!!!』


　ズバァァァァァアアアアアアアアァァァァァンッ！


　砲口から紅色の極大のオーラが解き放たれた！


「フハハハハハハッ！　どうせ貴殿もサマエルの毒で死ぬのだッ！　赤龍帝ェェェッ！」


　絶ぜつ叫きようするシャルバを紅あかいオーラが包み込んでいった──。








　シャルバを倒した俺はサマエルの呪いで体中がバラバラになりそうな痛みに耐えて、オーフィスを魔力の縄なわから解放した。オーフィスが俺に問う。


「赤龍帝、どうして我助けた？」


　俺は嘆たん息そくしながら言った。


「おまえ、アーシアとイリナを助けてくれたじゃねぇか」


「あれ、あの者たちへの礼。赤龍帝が我助ける理由にならない」


「アーシアとイリナは俺の大事な仲間だ。それを助けてくれたなら、俺もおまえを助ける理由ができちまう。──俺はおまえが悪い奴には思えなくなってきたんだよ。なんであいつらと手を組んだ」


「グレートレッドを倒す協力をしてくれると約束してくれた。我、次元の狭はざ間まに戻もどり、静せい寂じやくを得たい」


　……そ、そんな、口約束的なものだったのか？　あまりの内容に俺は呆あつ気けに取られてしまった。




[image: ]


「あいつらがおまえとの約束を果たすわけねぇだろ。ずいぶん利用されたんじゃないのか？」


「グレートレッド倒せるなら、我はそれでいい。だから蛇を与あたえた」


　……夢、か。オーフィスの目標。オーフィスは続ける。


「赤龍帝の家に行ったのは、我が望む夢を果たせる何か、あるかもしれないと思っただけ。普ふ通つうではない成長。そこに真龍、天龍の隠かくされた何かがあると思った。我、なぜ存在するのか、その理由、あると思った」


「……そっか。ようやくわかったわ」


　こいつは誰よりも純じゆん粋すいなんだ。それを旧魔王派や英雄派が担かつぎ上げて、利用した。


　──自分たちの私利私欲のために。


　奴らの野望。世界を手中に収めたり、超ちよう常じようの存在との戦いを望むためだったり──。


　でも、それはオーフィスにとって、どうでもいいことで……。こいつ、ラスボスなんかじゃねぇじゃねぇか……ッ！


　全部、奴やつら『禍の団カオス・ブリゲード』の連中が作りだした仮かり初そめの親玉だったんだ……ッ！


　……助けて良かった。こいつはシャルバと違ちがって、話せばわかる相手な気がする。


　てか、俺の家に連れて帰って、もっといろいろと話してみよう。


　不気味な奴だと思ったけど、ただの純粋で何も知らないドラゴンなんじゃないかな。


　単に強くて、無限だっただけだ。それを皆が恐おそれてしまって、神聖化してしまい、テロリストの親玉なんかに仕立て上げちまった。


　……寂さびしくてかわいそうなドラゴン。それがオーフィスなんだろう。


　…………。……意識が薄うすれてきた。呪いの影えい響きようか……？　ったく、早く帰らないとな。


「なあ、オーフィス。俺と友達になるか？」


「……友達？　それ、なると、何かお得？」


「せめて、話し相手にはなってやるよ」


「そう。それは楽しそう」


　ああ、楽しいさ。だから、帰ろう──。あの家に──。


　建物が崩くずれ、瓦が礫れきや風景が次元の穴に吸い込まれていく──。


　崩ほう壊かいしていくフィールド。……次元の狭間に堕おちても鎧を着ていれば少々の時間なら耐えられるはずだ。その間に皆が俺を呼びだしてくれれば助かる。


　俺たちは立ち上がって、歩きだした。帰るために──。




　Life...







　……崩壊していくフィールド。


　俺はそのフィールドを……歩いていた……。けど、もう歩く力も残っていない……。


　オーフィスに……肩かたを貸してもらって移動していた……。呪いの影響だ……。


　……オーフィスを助けにきたのに、そのオーフィスに肩を貸してもらうなんてな……。


　……視界がぼやける。……おかしいな、眠ねむくもないのに。


　…………サマエルの呪いの痛みも……感じない……。


　痛くも……辛くもなくて……。


『相棒！　もうすぐだ！　アザゼルたちが俺たちを呼び寄せる龍門ドラゴン・ゲートを開いてくれるはずだ！　そうすればあとはあちらが俺たちを呼びだしてくれる！』


　……ドライグ、わかっているさ……。行こう……。


　……そうだ、帰ったらどうしようか……？　皆みんなと……試験の反省会……？


　……そういや……中間テストも残っていたな……。


　…………家に……帰ったら、まずは……。


「……なぁ、オーフィス」


「？」


「おまえ、帰ったら何がしたい……？」


「帰る？　我、どこにも帰るところない。次元の狭はざ間ま、帰る力ももうない」


「……それなら、俺の家に……帰ればいい」


「赤せき龍りゆう帝ていの家？」


「……ああ、そうだ。アーシアと……イリナと……仲良くなれたんなら……きっと、他ほかの……皆とも……」


　足が……先に進まない……。


　あれ……？　目線が……横に……上に……。


　……俺、倒たおれた……？　いや、それもわからない……。


「……オーフィス、おまえ、誰だれかを……好きになったことはあるか……？」


　……俺、何を言っているんだろうか……。


　でも……脳のう裏りに……紅べに髪がみが……あの……紅あかくてキレイな……。


『相棒、気をしっかりしろ！　皆が待っているのだぞ！』


　……ああ、わかっているよ……。


　……アーシア……、泣き虫だから早く帰ってあげないと……。


　……朱あけ乃のさんはああ見えて……とても弱いヒトなんだ…………小こ猫ねこちゃん……レイヴェルと仲良くなってよかった……。


　……ゼノヴィア……イリナ……最初は敵だったな……。


「ドライグ、この者は呪のろいが全身に回っている。──限界」


『わかっている、オーフィス！　そんなことはわかっている！　だが、死なぬ！　この男はいつだって立ち上がったのだ！』


　……ロスヴァイセさん……ギャスパー……早く帰ってきて……くれよ……。


　…………アザゼル先生……木き場ば…………松まつ田だ、元もと浜はま…………俺の大事な……。


『なあ、帰ろう！　相棒！　何をしている！　立て！　おまえはいつだって、立ってきたじゃないか！』





　…………サイラオーグさん……ヴァーリ……また……戦い……たい……。


　……………………リアス……俺の大好きな…………。





《──イッセー、帰ってきてね》





　……………………告白できて……良かった…………。


　……俺、必ず…………あなたと……あなたの……もとに……。





「大好きだよ、リアス…………」





　良かった……これだけは……言えた…………。


　…………………………………………────────。








「……ドライグ、この者、動かない」


『…………ああ』


「……ドライグ、泣いている？」


『…………ああ』


「我、少しの付き合いだった」


『…………そうだな』


「悪い者ではなかった。──我の、最初の友達」


『……ああ、楽しかった。……なあ、オーフィス。いや、この男の最後の友よ』


「なに？」


『俺の意識が次の宿主に移るまでの間、少しだけ話を聞いてくれないか？』


「わかった」


『この男のことを、どうか、覚えておいて欲しい。その話をさせてくれ……』


「いい赤龍帝だった？」


『ああ、最高の赤龍帝だった男の話だ』




　Lost Life.







　僕──木き場ば祐ゆう斗との眼前ではアザゼル先生と元龍王のタンニーンさま協力のもと、召しよう喚かん用の儀ぎ式しきが執とり行われていた。


「召喚用の魔ま方ほう陣じんを用意できた。──龍門ドラゴン・ゲートを開くぞ」


　先生がそう告げて、魔方陣が輝かがやきを増していく。


　中級悪あく魔まの昇しよう格かく試験センターにある転移魔方陣フロアに僕たちグレモリー眷けん属ぞくと関係者が一堂に会していた。


　アザゼル先生が地下のいちフロア全体にドラゴンを呼びだす魔方陣を描えがき、龍門ドラゴン・ゲートを開いてイッセーくんを呼び寄せようとしている。それに黒くろ歌かも協力してくれていた。


　あの疑ぎ似じ空間での戦せん闘とう後、僕たちはイッセーくんを呼び出せるだけの魔方陣を描ける場所に移動し、龍門ドラゴン・ゲートを介かいしての強制召喚を執り行うこととなった。


　元龍王のタンニーンさまを早急にお呼びし、龍門ドラゴン・ゲートを開くための協力をしていただいている。もちろん、白はく龍りゆう皇こうであるヴァーリも、サマエルによる呪いのダメージに耐たえながらも魔方陣の隅すみで待機していた。


　部長や仲間たちはその様子を心配そうにただただ見守っていた。


　あのあと、あの空間から生みだされた『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の規格外のモンスターたちは、現実の冥めい界かいに出現し、各都市部に向けて進しん撃げきを開始した。


　すでに悪魔と堕だ天使の同盟による迎げい撃げき部隊が派は遣けんされたのだが……。規格外の大きさ、凶きよう悪あくな堅けん牢ろうさに手を焼いているところだった。


　話では、その魔ま獣じゆうたちは進撃と共に数多くのアンチモンスターを独自に生みだしているという。そこに旧魔王派の残党が合流して、巨きよ大だいな魔獣たちの進行方向にある村や町を襲しゆう撃げきし始めそうだと聞く。


　冥めい府ふの神ハーデスは英えい雄ゆう派にも旧魔王派にも裏で力を貸していた。英雄派ですら騙だまされるほどに手広く魔手を伸のばしていた。悪魔や堕天使、各神話勢力に一ひと泡あわ吹ふかすことができれば何をしてもいいという判断なのだろうか……。結果的にハーデスの行動で冥界に巨大な魔獣たちが出現してしまった。今いま頃ごろ、この状じよう況きようを見て高笑いしているのかもしれない。


　曹そう操そうに奪うばわれたオーフィスの力も心配だ。それを使った新たなオーフィスの誕生……。


　……事態は深刻になっていき、魔王さま方も各勢力に打だ診しんしているそうなのだが……神々を仕留められる聖せい槍そうを持つ曹操の存在がネックとなって、超ちよう常じようの方々への協力を仰あおげないという。


　神や魔王を殺せる槍やり。もし各勢力の神々や冥界の魔王があの槍に屠ほふられれば、情勢は今後覆くつがえってしまうかもしれない。それを懸け念ねんしてトップ陣じんは動きづらい状態となっていた。


　そのため、僕たち力のある若手悪魔や最上級悪魔の眷属チームにも超巨大魔獣の迎撃の話が届いている。僕らは力のある悪魔だ。魔王さまが出られない以上、僕たちが赴おもむいて戦わなければならないだろう。サイラオーグ・バアルも動くそうだ。


　同盟関係にある各勢力からも救きゆう援えん部隊が派遣される。天界からは『御使いブレイブ・セイント』が、堕天使サイドからは神器セイクリツド・ギア所有者が、北ほく欧おうからはヴァルキリー部隊など、冥界──悪魔側の危機に応じてくれるようだ。神や魔王が出られない以上、配下が出ていくしかない。


　ゼノヴィアとイリナさんは無事に事件の顚てん末まつを各上層部に伝えることができた。彼女たちは現在天界でデュランダルの修復に入っているという。


　しかし、このままでは魔獣が魔王領にある首都を破は壊かいするかもしれない。すでに都民の避ひ難なんが開始されているが、すべての完かん了りようが間に合うかどうかは厳しいところだろう。


　……キミの力が必要だ、イッセーくん。赤せき龍りゆう帝ていの力をいまこそ冥界のために使わないといけない。──首都ではキミの登場を心待ちにしている子供たちが多いんだよっ！


　だからこそ、帰ってきてくれ！


「──よし、繫つながった！」


　先生がそう叫さけび、巨大な魔方陣に光が走る！　先生の持つファーブニルの宝玉が金色に光り、ヴァーリの体も白く発光し、タンニーンさまの体も紫むらさき色いろに輝いた。それに呼応するように魔方陣の輝きがいっそう広がっていく。


　力強く光り輝く魔方陣はついに弾はじけて何かを出現させようとした。そして、閃せん光こうがこのフロア全体を包み込んでいく。


　……まばゆい光を手で遮さえぎったが、それも止やみ、僕たちは視線を魔方陣の中央に向けた。


　魔方陣の中央、そこに出現したのは──紅い八つの『兵士ポーン』の駒こまだった。


　…………。


　え……？　ど、どういうことだ……？　僕はその現象をまるで理解できなかった。


　眼前にあるのはイッセーくんではなく──『悪魔の駒イーヴイル・ピース』だ。それだけだ。そして、その色は部長が所有していた駒と同じ紅色──。けれど、イッセーくんではない。


　そこには彼の姿は無く、『兵士ポーン』の駒が八つしかなかった──。


　数瞬、それを意味することが何を示すのか、わからなかった僕たちだけど──、


　先生が力なくその場でひざをついて、フロアの床ゆかを叩たたいた。


「……バカ野や郎ろう……ッ！」


　先生のしぼりだした声を聞いて徐じよ々じよに理解し始める。


　朱あけ乃のさんはその場にへたりと力が抜ぬけるように座り込み、部長は呆ぼう然ぜんとしたままその場に立ち尽つくしていた。


「……イッセーさんは？……え？」


　怪け訝げんそうにうかがうアーシアさん。反応を示さない小こ猫ねこちゃんにレイヴェルさんが抱だきつき、「いやぁ……」と信じられないように首を横に振ふって嗚お咽えつを漏もらし始める……。


　……卑ひ怯きようだよ、イッセーくん。駒だけを帰すなんて……。……ちゃんと戻もどるって言ったじゃないか……。


　僕の頰ほおを伝う涙なみだはしばらく止まらなかった。


　その日、僕たちはイッセーくんを失った──。






　あとがき







　この夏から、ダイエットを始めた石いし踏ぶみです。十一月下旬の時点で十キロ瘦やせました。いえ、夏の健けん康こう診しん断だんで引っかかりまして……。大病というわけではないのですが、食事の内容を変えようかなと。カロリー制限しかしてませんが、体重は落ちるものですね。





「ここで終わり!?」というところで終わった十一巻。前後巻の前編となります。


　戦せん闘とう→ピンチ→リアスの胸に頼たよる→イッセーがパワーアップ→勝利！　これがグレモリー眷けん属ぞく必勝のパターン!?　劇中でも敵味方、この流れが脅きよう威い的だと気づいたようです。


　グレモリーチームは基本火力重視です。構成メンバーを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだと思いますが、とにかく攻こう撃げき力が圧あつ倒とう的です。リアスが一言「おやりなさい！」と命令すれば大たい概がいの相手は容易に撃破できてしまうでしょう。それゆえ、技術に長たけた使い手や封ふう印いん、結界系の強つわ者ものに力を封じられるとバランスが一気に崩くずれ去る危険性が高いです。今回、曹そう操そう、ゲオルクはそこをうまく見抜いてグレモリーチームを突破してしまいました。この構成にしたのは主役チームは考えるよりも突っ込んだほうが物語的にわかりやすいと踏んだことと、主役は元気よく駆かけ回ったほうが、読者さんが感情移入しやすいと思ったからです。


　しかし、やられっぱなしの眷属ではありません。前回のゲームと今回の一戦で皆自分の得手不得手を改めて確認して、自らの強化プランを立てて模も索さくを開始しました。彼らの成長をこれからも応おう援えんしてあげてください。ただ、ちょっとゼノヴィアが不ふ遇ぐうかな……。彼女、最近開幕攻撃か、デュランダル砲ほうか、一方的にやられるときしか活躍してないかも。





　そしてさらに覚かく醒せいしたリアス──の乳ちち！　我らがスイッチ姫は限界が見えません。イッセーと組むと奇き跡せきレベルのバカップルパワーを展開します。これが乳にゆう力パワーか……。


　小こ猫ねこも他のヒロインを出し抜いて逆プロポーズ！　黒くろ歌かも迫ってきたわけですが……。おっぱいドラゴンの嫁よめ候補はいったい何人になるのでしょうか。おそろしい限りです。


　世界一不幸なドラゴン──ドライグ。宿主の乳好きによって心を病やんでおります。常時お薬がないと心を保てないほどに疲れ切ってしまいました。皆さん、世界一「かわいそうなドラゴン」ことドライグへの応援よろしくお願い致します。





　さて、アンケート調査などを富士見書房のＨＰやお店などでおこなったのですが、驚くべきことがわかりました。イッセーの人気が全キャラのなかでもトップ３に入るほどの支持を得てまして、他のヒロインの人気を上回っておりました。彼の人気は正直関係者の想像以上です。ヒロインよりも愛されている主人公。実は劇中のキャラ、敵味方問わず振り返ってみると、美少女の数より、イケメンのほうが多いです。


　しかし、モテキャラのはずなのに女っけがまったくないイケメン筆頭の木き場ばきゅん。「木場に彼女をあげてください」というやさしい意見も届きます。というか、木場はイッセーのハーレム要員……いや、親友！　そのイケメンよりも人気者のイッセーですが……。果たしてどうなってしまったのか!?　次巻、いろいろとすごいことになるかもしれません！





　今巻は神滅具ロンギヌスの禁手バランス・ブレイカー祭りでした。なんと五つも！　黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌスの禁手バランス・ブレイカーは能力が多種にわたる上に使い手がチート級の芸達者。絶霧デイメンシヨン・ロストの禁手バランス・ブレイカーはオーフィスすら一時的に封じられる超ちよう絶ぜつ結界！　魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカーに至っては大怪獣を大量生産！　と、上位神滅具ロンギヌスの禁手バランス・ブレイカーは世界を崩ほう壊かいできるレベルです。そりゃ『上位』になります。


　その他、設定だけだった神滅具ロンギヌス十三種を名前だけ公開とさせていただきました。……全部は出し切れないかな。同一世界観の作品などでその辺を補完できたらと思います。


『龍喰者ドラゴン・イーター』サマエルは最強のアンチドラゴン。オーフィスも二天てん龍りゆうもその呪のろいに大打撃を受けています。でもそれは相性の問題なので彼が特別無敵というわけではないのです。ただ、サマエルはドラゴンを絶滅できる禁きん忌きの存在であります。幾いく重えもの制限を設けた上に、神滅具ロンギヌス所有者であり卓越した魔法使いであるゲオルクでも短時間しか召しよう喚かんできませんでした。本来サマエルは封印対象なのでこれで出番終了。


　そしてオーフィスも再登場しました。寂さびしい子だったんです。愛めでてやってください。


　裏で暗あん躍やくするハーデス、死神グリム・リツパー一派。彼らは第三章最後のトリックスターです。第三章の開始が同じくトリックスターだった悪神ロキだったので、最後も神さまにやっていただこうと思ったしだいです。まあ、実際の神話でもいきなり私情で物事に介かい入にゆうしてくる神さまが多々いらっしゃいますからね。それが神さまらしいといいますか。





　最近、Ｄ×Ｄの過去の物語を書いてみたいなーとも妄もう想そうしておりまして。いわゆる、サーゼクスが魔王になるまでの経緯いきさつですね。反魔王派のエースとなり、グレイフィアと出会い、魔王になるまでのお話です。「ハイスクールＤ×Ｄ０」とか？　ちょっとシリアスが濃こくなりそうで、Ｄ×Ｄっぽさが消えてしまいそうですが。まあ、ただの独り言なんで気にしないでください。あと、エクソシスト──天界側のスピンオフ的なお話も考えていたんですよね。設定では、三大勢力が協定したあと、多くのエクソシストは職を失ってしまいました。何せ倒すべき堕だ天使と悪魔が敵ではなくなったわけですから。無職になった元最強クラスのエクソシストの主人公が平和な日本に派は遣けんされて一ひと騒そう動どうに巻き込まれるって話です。はい、これらは全部妄想です。……読みたいって方は出版社へお便りください。


　例の同一世界観の別作品ですが、Ｄ×Ｄに注力しすぎてなかなか進みませんでした。Ｄ×Ｄのアニメ関連を含ふくめ、いろいろ動いていたのでそちらを優先しました。どっち付かずでどちらも中途半端だと読者さんにも関係者の皆さまにも失礼ですので、Ｄ×Ｄに集中しておりました。同一世界観のお話は気長にお待ちくださいませ。申し訳ございません。





　ここで謝しや辞じを。みやま零ぜろさま、担当Ｈさま、サブ担当Ｓさま、毎度お世話になっております！　アニメ制作及び関連行事において大変ご助力いただきました。改めてお礼申し上げます。みしまひろじさんが描えがく漫画版ハイスクールＤ×Ｄの二巻も絶賛発売中です！


　次の十二巻で七巻からスタートした第三章が終わります。イッセーを失ったリアスたちグレモリー眷属の女性陣はどうなってしまうのか？　オーフィスは？　ドライグは？


　次回、グレモリー眷属の逆襲だけではなく、シトリー眷属やサイラオーグも登場して、『禍の団カオス・ブリゲード』と相対します！　前後編の後編をしばし待て！




ハイスクールＤ×Ｄ11


進級試験とウロボロス





石いし踏ぶみ一いち榮えい
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